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本稿は，明治元年 (1868)より45年(1912)までに創刊された経済雑誌の刊行状況

を，年表の形式で表わしたものである。

また，当時の社会状況や，経済団体，経済関係の条例なども，参考に記載した。

索引は，五十音順の誌名索引と，経済団体名索引とを作成した。

カtし1.1ま

例

1.収録範囲

。経済学および経済を含む学術雑誌のほか，総合雑誌，評論雑誌も含む。

。経済の範囲としては，経済学プロパー，金融，商業，保険，交通，統計，財政，会

計を含む。

11.凡

一橋大学附属図書館
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。社会，労働などの関連主題分野も含む。

。農業，蚕業，林業，水産業，鉱業，工業などの産業関係の雑誌は，誌面の都合もあ

り，一部掲載したものもあるが，農会報をはじめ大半は省いた。

。新聞は原則として含めない。

。年刊のものは原則として含めない。

。言語は，日本語で書かれたものとする。

。出版地は，日本国内に限り，旧植民地は含めない。

2.調査の方法と編集方針

。参考文献にリストした，刊行書札所蔵目録，総合目録，年表類，論文などの資料

にあたり，該当する経済雑誌をカード化した。

また r東京経済雑誌」の明治期刊行分に目を通し，新刊書評，寄贈書目，広告
などをチェッグした。

。所在を確認した雑誌は，できる限り現物と照合することを基本とした。

。遺稿地で所蔵，もしくは刊行されたものについては，文書で調査やコピーを依頼し

~" 
I~。

。所在がわからない雑誌については，文献で，出版者や刊行状況が調査できたものに

限って収録した。

。文献にのみ拠るものは，主な典拠を記載した。

一部分でも現物に目を通しているもの，文書や電話で間合わせたものは，典拠の

記載を省略した。

。記載項目は次のとおりである。

創刊年月日

誌名;副誌名，英文誌名，冠称

出版地，出版者

巻号，内容年月，発行年月日

刊行頻度

誌名変遷

その他(主宰，主筆，編集者など〉

。創刊年月日については，以下の順位で採用した。

1.奥付月日

2.表紙または内題

3.逓信省認可日 (00逓と記載〉
4.内務省許可日 (00内と記載〉
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5.出版届日 (00屈と記載〉
6.第三種郵便物認可日 (00郵と記載〉
5と6については，創刊年月日に近いと判断された場合に採り，そうでない

場合は注記にした。

。創刊日付が不明の場合

現物に日付が記載されていないものには r月」を付記した。
現物を確認していないものには，日付部分に×印を付記した。

編集年月日しかわからないもの，何月から何月の聞に刊行されたとしかわからな

いものは，何月編. (何月~何月〕と記載した。

。総合雑誌，評論雑誌，政論雑誌には誌名の前に*印をつけ，純然Tこる経済雑誌と区

別した。

。誌名中に発行団体や刊行頻度が示されている場合は，その記載を省略した。

「勧業月報」は，府県発行として発行団体名の記載を省略した。下部機関やその

変遷などについては，文献10を参照のこと。

。出版地が東京の場合は，記載を省略した。

。誌名の変遷について

誌名が変わっても，巻号が継続する場合は，原則として最初の誌名のもとに集中

して記載した。

巻号が変わる場合は，それぞれ独立させて記載した。

ただし，変遷が三回以上に及ぶ場合は，原則として最初の誌名のもとに集中して

記載した。

変遷前誌の情報が不足したり，変遷後誌の方が有名な場合は，後誌のもとに記載

した。

。経済雑誌部分の誌名と人名以外は当用漢字を使用した。

。陰暦と太陽暦について

明治5年までは陰暦 6年以降は太陽暦で記載した。

。経済団体について

私企業は原則として含めなL、。ただし，財閥，払下け可こ関係したものは含めた。

博覧会，共進会，講習会なども，団体に含めた。

。使用した記号は次のとおりである。

( J 推測 f休 休刊 カミら， まで、

× 不明 F 廃刊，終刊 →，←変遷

=シ 参照〈ヲ見ヨ) -l-+ 参照(ヲモ見ョ〉
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経 済 雑 誌

明治1年(1868)

明治2年(1869)

開拓使日誌(播磨屋) 1 号(明治 2 年 5 月 ~8

月)~5 号で‘中断したあと再刊， 21号(明治

10年12月)11 文献85，96 

明治3年 (1870)

明治4年(1871)

明治5年(1872)

明治6年(1873)

〔大日本〕各港輸出入物品表(大蔵省〉明治 6

r大日本各海開輸出(入〉物品一覧表j:明
治7年2月~同7年9月，以後「大日本各港

総出入物品一覧表j:明治7年10月~同9年10

月，以後「大日本各港総出入月表;Monthly 

経済団体・条例・その他

9. 8 明治と改元，一世一

元制制定

5.13 出版条例制定

6.17 版籍奉還

7. 8 大蔵省設置

12.25 東京横浜間電信開通

6. x 前橋製糸所創設
11. x 銀本位制採用に決定

12. 8 r横浜毎日新聞」創
fU 

5.10 新貨条例制定(日本

初の金本位制〉

7.14 廃藩置県

2.15 土地永代売買解禁

5. 5 東京営絡会議所設置

8. 3 学制領布

9. 12 !ffr靖横浜間鉄道開業

10. 4 富岡製糸場開業

11. 9 太陽暦採用

11. 15 国立銀行条例制定

1. 30 徴兵令布告

6. 8 明六社創設

6.11 第一国立銀行設立

7.20開業~29.9.5

7.28 地租改正条例布告

12.26 京都・大阪問鉄道起

Return of his Imperial Majesty's Customs 工

of Japanj :明治10年~同15年， 以後「大日

本外園貿易月表;Monthly Return of the 

Foreign Trade of the Empire of Japanj : 

明治16年1月~昭和2年12月，以後「外図貿

易月表;Monthly Return of the Foreign 

Trade of Japanj昭和3年1月~同15年3

月，以後「日本外国貿易月表」英文誌名は向

上昭和15年 4 月 ~143号(昭 36.12) 以後

「日本貿易月表;Japan Exports & Importsj 
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144号 (1962.1)~現存

明治7年 (1874) 1.17 民選議院設立建白書

2月 民間雑誌(慶慮義塾出版社) 1 編~12編 提出

(明8.6.23許可)1/ 稿津議吉， 小幡篤 4. 4 台湾出兵を命ず

次郎等 5. 6 為換パンク三井組

3月 明六雑誌(明六社) 1 号~43号(明8.11)// 〈のちの三井銀行〉

12月 勧業報告(勧農寮) 1 号~16号(明9) 開業

文献12 6.23 北海道屯田兵制創設

明治8年(1875) 2.11 大阪会議

1月 共存雑誌(朝陽社) 1 号~67号(13.5.19) 3.24 地租改正事務局設置

小野梓を中心とする共存同衆編集 5. 7 樺太千島交換条約調

刊行主事;大内育轡月刊→週刊 ~p 

4. 9 *洋々祉談(朝野新聞社) 1 号~95号 (16. 6.28 議誘律・新聞紙条例

3.30) //飯島宇十郎→岡敬孝編集 制定

5.25 開農雑報〈関農義会) 1 号~61号 (11.12) 7月 学農社(津田仙〉設

立

6.25 郵便月報(駅逓寮〉明治 7年11月分~8 年 9.20 江華島事件

3月分 この年新川県(現富山〉米

x.x 地租改正事務局別報 1 号~180号(8 年~ 騒動

14年〉

x.x 第一国立銀行牟季責際報告書誼利盆金割合

報告書明治 7年12月 31 日 ~8 年 6 月30

日 文献36

x.x 大日本各港輸出入牟年表;Return of the 
Foreign Commerce and Trade of the 

Empire of Japan 明治8年1月1日至

同年6月3日~明治14年7月1日至同年

12月31日

明治9年(1876) 2. x 表記学社(杉亨二

1月 農業雑誌;The Agriculturist (学農社〉 11. 2 スタチスチ

1 号~45巻1221号〈大9.7) //津田仙主 ッグ社〉

宰半月→隔週→半月→旬刊 3.28 廃万令布告

1月 地租改正事務局日誌 1 号~16号〈明9.8) 7. 1 私立三井銀行開業

9.13 家庭叢談(慶応義塾出版社) 1 号~66号， 7.29 三井物産設立

号外 (10.4.5)箕浦勝人編輯以後「民 8. 1 国立銀行条例改正

間雑誌」と改題 67号~189号 (10.4.28 米商会所条例制定

~11. 5.19) // 8. 5 金禄公債証書発行条

明11.3. 1より日刊新聞となる 例制定
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12月 統計雑誌(大蔵省統計寮)1号~廃刊末詳

X. X 山梨県原勧業報告 2号(明10.1)~明治14

年5号 *1勘業場報告」と題するものも

あり

明治10年 (1877)

2月 内外百工雑誌(得春社) 1 号~2 号(10.

3) // 

3. X 勤農新報(京都同社) 1 号~4 号(10.

4) // 文献2

4. 3 名園商業事情〔神沢社) 1 号~6 号 (10.

5) // 吹田勘十郎編輯

5月 金のなる木;ー名家中経済(白己社)1号

~5号(10.9.18)，同年10月より「世間

の機」と改題

5月 園盆雑誌吉田静江編 l号~廃刊未詳

6.13 中外工業新報(桜水舎) 1 号~151号(16.

6)半月刊金子精一編輯

7月 〈教草〉世渡の杖(交誼社) 1 号~10号

(10.11) 

8月 *事事志林(東京大学法・理・文学部編纂〉

1 巻 1 冊~17巻100冊 (18. 11. 25) [jIJ 

9. 1 葦業雑誌(長崎惰立社) 1 号~26号 (12.

6) //半月刊

9.20 東京府勧業課雑誌 l 号~29号(ll.12. 25) 

半月刊

(10J 揮善禽銀事 1回(10年7月)~9 回 (ll

年3月)// 第4回会合(10年10月10日〉

で第 1~4 回分を刊行決議，第10回~18

回は「理財新報J，第19回~33回は「東

京経済雑誌」に掲載

12.13 銀行雑誌(大蔵省銀行課) 1 号~13号 (1 1.

12.20)月刊，明12.1 I理財新報」と合

併し「東京経済雑誌」と改題

X.X 第十六園立銀行牟季寅際考課獄 1回(明

治10年 1 月 ~6 月)~明治30年

X.X 紙幣局工場報告書(大蔵省紙幣局)1回

(明治10年 1 月 ~6 月) ~3 回(同11年

1 月 ~6 月)，以後「印刷局工場報告書」

-6-

8. 14 札幌学校開校

10. 2 東京米商会所開設

11. 2 大阪米商会所開設

12.19 地租改正反対大一扶

1. 4 地租低減詔書

2.15 西南戦争 ~9.24 

3. X 足尾銅山古河市兵衛

に払下げ

4.12 東京大学開設

5.27 第十五国立銀行開業

6. 9 国会開設建白書提出

7. 2 択善会(のちの東京

銀行集会所〕発足

8.11 内務省「農産表編成

例言」を府県に領

布

8.21 第1回内国勧業博覧

会 ~11. 30 

10.17 学習院開校

12.28 東京株式取引所設立

許可

この年秋田県県庁に勧業談

会を開く



4 田〔同11年 7 月 ~12月) ~15回(同18

年度)*13回より年度報告

明治11年 (1878)

1. 1 栃木豚第二課庚告 1 号~10号(11.10.30)

明12年より「栃木豚勘業課康告」文献11

3月 勤農局農事月報 1号，以後「農事月報」

2 号~13号 (11. 6~14. 11)，以後「農事

報告J14号~23号 (15.6.26届~17.12)//

3. X 和歌山県草勧業雑誌 1 号~55号(明17)

文献2

4.20 *演説集誌(同盟舎) 1 号~5 号(12.6.17)

青木輔清編表紙角書;民間小皐，表題

紙;民間の喰

4月 勤商雑報(内務省勧商局) 1 号~20号 (11.

12)，以後「商務局雑報J21号~44号(12.

1~14. 3) 

5.27 理財新報;銀行集会・理財新報(日報社〉

1 号~9号(明12.1 9号は東京日日新

聞附録)// 福地源一郎主宰 明12.1よ

り「銀行雑誌」と合併， r東京経済雑誌」
と改題

6. X 勧業新誌(拡令社) 1 号~8 号(1 1. 12. 31) 

6月 島根懸勧業月報 1 号~73号(17.6) 以後

「島根燃勘業雑報」

7. 5 農工雑誌(農主社) 1 号~[38J号(13. 11)// 

7.31 宮城豚勧業報告 1 号~25 (15年5月〉

(15.6.5) 

9. X 引机贋告(大阪票告社) 1 号~44号 (12.

1) 文献2

10. X 石川賑勧業月報 1 号~87 (18年12月〕号

(18.4.23屈〉以後「石川県系勧業報告」

1 号~4 号(明20) 文献11

11. X 就業協議雑誌(同会社) 1 号~4号 (12.

2) 文献2

X.X 輸出入品商;兄月報(内務省勧商局)11年1

月分~12年10月分(12年 1 月以降大蔵省

商務局編刊〉以後「輸出入商況月報J12 

年11月分~13年12月(外国之部15.4 内
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1. 24 駒場農学校創立

2.14 堺紡績所民間に払下

2. X スタチスチック社

(表記社より改称

25.1.17統計学社〉

3.12 東京商法会議所設立

5. 4 株式取引所条例制定

6. 1 東京株式取引所開業

7.22 三新法(郡区町村編

成法，府県会規則，

地方税規則〕制定

8.15 大阪株式取引所開業

8.23 竹橋事件 ~8.24 

8.27 大阪商法会議所設立

許可

10.14 兵庫商法会議所設立

10.19 横浜製作所，海軍へ

移官

12. 5 参謀本部設置

12.18 製表社結成(12年統

計協会→35.1 東

京統計協会〉

この年土族授産資金貸付開

始

共済社(東京〉創立

(市民消費組合の

先駆〉



地1部14.6.24 総況之部14.7.16)

明治12年(1879)

1.15 高年曾報告 1報~明治34年分 (35.6.10)

1. 28 京都勧業雑誌(金崎毒編輯) 1 号~19号

(14.9) /1 

1. 29 東京経済雑誌(同社) 1 巻 1 号~85巻2138

号(大12.9.1) // r銀行雑誌J. r理財
新報」を合併して創刊 日l口卯吉主宰→

38.11乗竹孝太郎→42年摺島仁吉

~7号;月刊 8~26号;月 2 回 67号

(14.7. 2) ~週刊大9.7~月 2 回

1月 栃木軍事勧業課虞告 1 号~66号(18.10)

文献11

2. x 東京商法曾議所要件録 1 号~42号(15.

6) 11 文献2.87 

2. x (限月米，金銀公債，洋銀〉相場寓低月表

(日報社〉明治12年 1 月分~3 月分

文献2.87 

4. X 輿農新誌(大阪興農社) 1 号~13号 (12.

8) 11 文献2

5.17 勤業新報(静岡同社) 1 号~12号(13.7.

31)のち「働業月報」と改題.21号 (14.

5) 11 

6.12 大阪商法曾議所商況新報 1 号~110号

(14.8) 文献3.105 

7.25 兵庫膝〕勧業報告途中から「兵庫豚勧

業報告J 1 号~106号(明治 21 年 4 月〉

(21. 5. 24) 

7. X 山形軍事開産業誌(東京 同社) 1号。

文献2

8. X 相場高低新報(大阪進弘舎) 1 号~ (13. 

7) 文献2

11. X 博覧曾誌〔開成社) 1 号~5 号(13.4)

文献2

12月 間物類纂(開拓使) 1 号~4 号 (13.3)

×.X 福岡豚勧業月報 1 号~113号 (24.5.4 実Ij

1) 文献85では「山形関蓬叢誌」
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1.15 東京学士会院設置

1. 25 「朝日新聞」創刊

3. 7 横浜洋銀取引所設立

3.20 東京府会開会

4. 1 統計協会，規則制定

(製表社より改称〉

4. 4 琉球藩廃止沖縄県設

置

8. X 大阪銀行苦楽部設立

(14.5 大阪同盟

銀行集会所と改

称〉

9.15 第1回製茶共進会

9.27 千住製紙所開業

9.29 教育令制定

10.11 第1回農業博覧会

11. 1 京都第百五三国立銀

行設立認可〔以後

国立銀行の設立免

許停止〉

11. 1 第1回生糸繭共進会

12. 1 大阪交換所開業

この年各地に政談結社結成



成)C//J 

X.X 大阪株式取引所牟季賞際考課扶第l回

(明治11年下半季)~4 回(13. 1. 1~同

6.30) 

明治13年(1880)

1. 31 北海道開拓雑誌(学農社) 1 号~42号(14.

9.3) //津田仙編輯月 2回

1月 高年曾記事〈万年会) 1 号~60会 (15. 12) 

1月 三重鯨勧業月報 1 号~76号 (21. 6. 24) 

70号より「三重豚勧業報告」と改題

文献11

1月 東洋農曾四季報告〈下総国印猪郡同会〉

1 号~5 号(14.1)

l.x 贋告類誌(周報社) 1 号~3 号 (13.4)

文献2

2. 5 交詞雑誌(交拘社) 1 号~571号(34.4.25)

小幡篤次郎主宰月刊→半月刊

2.10 商;兄月報(岡山商法会議所〉創刊，翌日発

行禁止 r岡山商工会議所八十年史」に
よる

2. x 峡中廃告雑報 (IJ1梨広告社) 1 号~11号

(13.8) 

3. 1 虞島懸勧業雑報 1 号~58号 (17.12). 以

後〔庚島豚勧業月報 59号~66号 (18.1

~18. 7) 文献11

3. [5J 興産新誌(同社) 1 号~5 号 (13.5.5)

3. x 秋田軍事勧業月報 1 号~40号(16.6.25)

文献11

3月 砂糖集談曾雑誌(大阪綿糖共進会→集談

会事務所〕第 1 期 1 号~14号(明13).

第2期 (14.3).第3期 r砂糖集談禽報
告J(15.3) 

3. x 商;兄雑誌(大津商業会議所内商況雑誌社〉
1 号~37号 (14.9.25) // 文献2. 105 

4. 1 商事報告(岡山商法会議所) 1 号~ [ J. 
1 号~4 号 (14. 4~14. 7)2) 

1. 1 合本安fH銀行開業

1. 25 交詞社発会式

1. x 名古屋銀行協和会創

立 (22.1 名古屋

同盟銀行集会所→

31. 3 名古屋銀行

集会所と改称〉

2.15 第1回綿糖共進会

2.28 横浜正金銀行開業

2. X 紋別製糖所設置 (23.

2 民間へ払下〉

3.22 金沢商法会議所設立

4.13 横浜商法会議所設立

認可

5.28 府県に農事会，共進

会の開催を奨励

5. X 経済談会発足(のち

東京経済講習会→

20. 1 東京経済学

協会〉

7. X 専修学校創立

9. 1 東京銀行集会所設立

9. 12 東京法学社(のちの

法政大学〉開校

10. X 九州銀行同盟会設立

11. 5 官営工場払下概則先1]

定 ~17.101/

12. 8 明治法律学校(のち

の明治大学〉設立

12.26 製紙所連合会成立

(32.5.15 日木製

紙所組合→39.4.

2) 13年情報は fl向山商工会議所八十年史J.14年情報ば文献3による。
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6. 8 興殖徴考(放養社) 1 号~9 号(13.10.

15) 11 

6.10 工商雑報(長崎 {自立社) 1 号~3 号(13.
8) r産業雑誌」の後継誌

6.12 東京商法曾議所商況報告 1 号~199号(14.

10) 

7.18 中外水産雑誌(水産社) 1 号~15号 (14.

9) [/IJ 

7. x 東京談農曾報告 1号 文献59

8.21 東海経済新報(東海社) 1 号~76号 (15.

10. 15) 11 犬養毅主筆旬刊

9月 新潟駆動業報告 1 号~67号(19年 3 月分〉

(19.4 刻成〉

10.11 *六合雑誌(青年会雑誌局→警醒社→六合雑

誌社→日本ゆにてりあん弘道会→統一基

督教弘道会) 1 号~481号(大10.2. 1) 11 

小崎弘道→安部磯雄編集

10.18 愛知鯨勧業雑誌(名古屋愛知県勧業課→

農商課) 1号(13年9月)~23号 (28.4.

3) 

11. 6 *東京輿論新誌(輿論社→嘆鳴社)1号~

419号 (22.10.30)週刊→130号 (16.6.

20)旬刊→220号 (19.1.6) ~週刊， r曝
鳴雑誌J(1 号~75号: 12.10. 25~16. 5. 

10)と16年6月合併，誌名を残し社名を

変更

11月 統計集誌(東京統計協会) 1 号~754号(昭

19.6) // 休刊;大12.7~13.1 以後「統

計亭雑誌」と合併し「大日本統計協舎雑

誌」と改題

12.25 毎旬経済新誌(毎旬社) 1 号~9 号(14.

3.25) //奥宮健之編輯旬刊

X. X 続集談曾雑誌(大阪綿糖共進会) 1号~

18号(明13)

X.X 横;賓正金銀行竿季賓際考課欣井諸報告表

第 1 回(明治 13年上半季)~第10回，

r[横潰正金銀行〕半季欣際考課朕」第

11回(明治18年上半季)~第14回， [横 i 
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17 日本製紙連合

会と改称〉

この年大日本勧農義社結成

姫路紡績所開業(18

年民間に払下〉

国会開設請願運動高

揚



演正金銀行〕半季報告第15回(明治20

年上半季)-第86回(大正11年下半季〉

伏 12)

明治14年(1881) 1. 25 玉島紡績所設立

1. 3 中外郵便週報(鴻盟社)1号-130号 (16. 3. 1 名古屋商法会議所設

6.25) //大内育轡主宰 立認可

1月 大阪府勧業月報 1号-67号 (19.7) 第2囲内国勧業博覧

文献11 会開催

1.x 中外木材新報(深木社)1号-9号(14. 3.11 全国農談会 -3.25

12) // 4. 5 大日本農会創立会

1月 熊本廓勧業雑報 1号-30号(18.6) (5.29 創設〉

文献11 4. 7 農商務省設置

2月 海事新報(海事協会)1号-19号(15.8) 4.25 高島鉱山岩崎弥太郎

津田束編輯(1-5号)，菅野昇太郎編 に譲渡

輯 (6-19号)，以後「中外物債新報」 4.28 会計法制定
本局の「商況月報」と合併し「商況海事 4月 各府県に農工商諮問
誌J (商況社〉と改題 会を設置

2. x 昆契雑誌(秋田真契社)1号-3号 5.30 統計院，太政官に設
文献64 置

3.10 紳戸商義紙雑誌(神戸同社)4号-7号 6.11 連合生糸荷預所設立
(14.4.2の-15号(15.5.2の (9: 15 開業)

3.24 航海雑報(日本ロイド社)1号-10号(14. 7.17 岡山紡績所開業
10)，明治16年「ロイド航海雑誌」とし 9.18 独逸学協会結成(品
て再興 文献2 川弥二郎中心〉

3. x 交通雑誌〈山口 二信社)1号-25号(15. 10.11 明治十四年の政変
7) // 阿部利信編輯 文献88 (払下中止，大限罷

3月 混同捜曾報告(混同農会)1号-5号 (18. 免〉
9) 10.18 自由党結成

3. x 農談雑記(談農会編有隣堂)1篇 10.21 松方財政はじまる
3月 山口腎;勧業雑報 1号-5号(14.7)，以 11.11 日本鉄道会社設立免

後「山口勝勘業報告J6号-37号(14.8 許
-17.2) 文献3 12.17 大日本水産会設立

4月 茨城軍事勧業雑誌 1号-25号。7.6)，以 12. x 官営愛知紡績所開業
後「茨城勝勧業報告J26号-46号 (17.7 (19.11.15 払下〉
-19.3) (ね

(4) 〔千葉県議〕勧業雑報 1号(明治14年3月〉

- (15年)3号(15.6)

5月 巌手豚勧業報告 1-2回 (15.6)，以後
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「勧業月報」

6. 5 北越興商曾報告(新潟) 1 号~13号(15.8.

10) 

7.25 山陽農事新報(広島向社) 1 号~18号

(15.4) 

7.30 長野県系〕勧業月報 1 号~54号(18.12)

7月 栃木県高勧業報告 1 号~28号 (19. 1) 1 

号及び7号;栃木懸勧業諜報告文献11

7. x 農事新報(愛知農学社)1号 文献3

8.24届大日本農曾報告 l 号(明治14年 7 月)~

133号 (25.8).以後「大日本農舎報」と

改題. 134号~625号(明25.11~昭7.12).

以後「農業J~現存

8.27届 〔開拓使本庁〕勤農雑報 1号(明治14年

5月)~2 号(同 14年 6 月) (14. 8. 27 

届) 文献11

8月 〔千葉脈〕浪商雑報 1 号~3 号 (15.3)

9月 滋賀県革勧業諜報告 15号~32号 (16.2)

10. 4 *江山評論(明義社) 1 号~9号 (15.9) 11 

10. 8届研農曾誌(駒場農学校) 1 号~31号(18.

9.22) 11 

10.10 *東洋穆事雑誌(東洋学芸社) 1 号~46巻

567号(昭5.12. 1) 11 (39巻487号~40巻

504号 r謬義J)
10. x 大阪商事新報(大阪同社) 1 号~18号

(15.1) 文献3

11. x 起業新誌(大阪起業会社) 1 号~5 号

(15.6) (/!J 

11月 工皐叢誌(工学会) 1 輯 1 巻~32巻(17.8.

25).以後「工皐舎誌」と改題.33巻~40

輯452巻 (17.9. 25~大10.10.29) *85巻

(22.1. 31)より Journalof the Engi・

neering Societyを付す

11月 福井豚勧業月報 1 ~31号 (16.11). 以後

「勧業月報J32号~62号 C16.12~19. 11. 

9) 文献11

12. 1 般阜県草勤業課月報 1 号(14年 7 月分)~

48号(18年6月) (17.3.13 出版届〉
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文献11

12.20 栽培経済問答新誌(曳尾社) 1 号~40号

(15. 8. 16) //佐田介石編輯

12月 勧農協曾報告(札幌) 1号(14年11月分〉

~48号 (21. 10. 31) ~22. 12//，以後「殖

民雑誌」と合併して「北海之殖産」と改

題 1 号~1O輯125号 (23. 3. 1O~33. 12. 

28) //，以後「北海道農舎報」と改題

X.X 愛媛豚勧業報告 2号(明14)~19号(明

16) 文献11

X.X 大分県高勧業報告 6回(明14)~37回 (24.

4.11) 文献11

X.X 東京銀行集禽所竿季報告 1回(明治13年

下半季)~93回(大正15年下半季) * 1 

回;宇季寅際報告 2回;宇季考課状

20回;半季寅際課吠 24回;半季考課朕

35回;半季要件録 36回;宇季報告 37 

回;宇季要件録 41回;報告

明治15年(1882)

2.17屈大日本山林曾報告 1号(明治15年1月〉

~132号 (26. 12. 15)，以後「大日本山林

曾報」と改題， 133号~546号(明27. 1.

18~昭3.5)，以後「山林」

2.20 *政理叢談(祖父江勝定→2号仏学塾出版局)

1 号~6 号(15.5.10)，以後「欧米政理

叢談J 7 号~55号 (15.5.25~16.12.17)

// *38号より日本出版会社叢談局刊，以

後「欧米政皐協舎雑誌J (政学協会) 1 

号(17.3.11)， I政皐協禽雑誌J2号~

13号 (17.3.21~17.12.8) と改題中江

兆民主宰

2月 鳥取軍事勧業月報 l 号(明治15年 1 月)~

71号(同20年11月分)(20. 12. 31)，以後

「鳥取豚勧業雑報」 文献11

3.14届 〔山梨腕〕勧業月報 l号(明治15年3月〉

~66号 (20.1 1. 30) *59号~66号;山梨

県草勧業月報 文献11

4. 7 大日本水産曾報告 1号(明治15年3月〕
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1. 4 軍人勅諭発布

1. 21 大日本山林会設立

2. X 桑原紡績所開業

3. 1 I時事新報」創刊

3.14 立憲改進党結成

3.24 鹿児島商法会議所設

立認可

6. 3 官営広島紡績所広島

県に移管，同月民

間に払下

6.16 統計局「日本帝国統

計年鑑」創刊

6.18 三重紡績所開業

6.27 日本銀行条例制定

7.23 壬午事変

9. X 堺商工会，同商法会

議所より改称

10. 1 紡績連合会成立 (21.

6大日本綿糸紡績

同業組合→35.10



~123号 (25.8.25)，以後「大日本水産

曾報;Journal of the Fisheries Society 

of Japanj 124号~397号(明25.10. 25~ 

大4.10)，以後「水産界」

5.20 農墓志林(同社)1号~明17年5月d月刊
5月 〔鹿児島県高〕勧業月報 1号(明治15年1

月)~11回 (18.2) * 7回以降「勧業雑
報」 文献11

5月 工務局月報(農商務省同局) 1 号~32号

(17.12.25) 

6. (16)繰業新報(松本北深志繰業社) 1 号~4

号(15.9.8) 隔週刊

7月 逼商嚢編(外務省〕明治14年~同19年4月

(22.9)，継続後誌に「通商報告j (同省

記録局→103号博文堂) 1 号~131 号

(19. 12~22. 12)，以後 r(官報紗存〉通

商報告j (内閣官報局)1号(明治23年

1月分)~5号 (23.2.25~26.12) ， r通
商葉纂J (外務省通商局→元真社→博文

館→外務省大臣官房報告課)1号(明治

27年1月)~259号 (27.2.10~36.3.30) ，

明治36年l号~大正2年17号(明36.4.3

~大2.3) 月刊→半月刊→月 6回，以後

「通商公報」→大14.1r日刊海外商報」
→昭3.4r週刊海外経済事情」

8.20 青森豚〕勧業報告 1 号~27号 (19.7)

文献11

8月 商;兄月報(農商務省商務局編神沢社〉明

治15年 1 月 ~17年10月(17.12.25) 月
刊

8. x 東北農商新報(宮城同社)1号文献3

10. 5 勧業雑誌(同社) 1 号~13号 (16.4.5) 11 

半月刊

10. x *内外政薫事情 1 号~38号(16.2) r江湖
新報」を改題 文献61

10月 〔叙室l孫〕勧業雑報 1 号~10号 (18.9)

文献11

11月 商況海事誌(商況社) 1 号~6 号 (16.4.
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大日本紡績連合

会〉

10.10 日本銀行開業

10.20 京都商法会議所設立

10. 21 東京専門学校開校

(のちの早稲田大

学〉

10. x 下村紡績所開業(岡

山〉

11. 28 福島事件~11. 29 

12. x 明治協会結成



27) 11 r海事新報」と「商況月報J(中
外物価新報本局〉とが合併して改題

X.X 日本銭遁曾祉報告第1回(明治15年下半

季;15年 6 月 ~30日) ~37回(明治33年

1 月 1 日 ~6 月 30 日〉

明治16年(1883)

1. 20 *明治協曾雑誌 1 号~127号(19. 9. 10) 11 

旬刊箕浦勝人編輯主人→藤田職員主宰

1月 〔巌手燃〕勧業月報 1 号~43号 (19.8)

文献11

4. 13 *海南賀利雑誌(高知同社) 1 号~10号

(16.9.10) 半月刊編輯長兼印刷長;

西森良太郎

7月 全国商法の栽培(慶王堂〉初号F佐田介石
著

8.18 ロイド・航海雑誌 NauticalMagazine 

(日本ロイド社) 1 号~ll号(17.8)

8. 27 産業雑誌(愛媛砂糖会社) 1 号~5 号

(17.8.23) 

9月 福島鯨勧業報告 1 号~69号 (23.6.26).

69号附録 (23.6.27) 文献11

10. 15 *濁逸事協曾雑誌(独逸学協会) 1 号~66号

(22.3.15). 明22.10.10r皐林」と改題
10.20届 〔山形燃〕勧業月報 1号(明治16年8月)

~21号(同18年 7 月) (18.7.20).以後

「山形燃勧業報告J22号~54号 (18.10.

20~23.4. 13) *22号~30号 r勘業報

告」 文献11

10月 和歌山鯨勧業報告 38号~46号 (18.4)

文献11

10. X 和洋書籍及女具時債月報(丸善)1号~

(162J号 (30.3.15). 以後「皐の燈!

The Light of KnowledgeJ 1号 (30.3.

20)に合併 r皐鐙」として現存
11. 17 商業雑誌(鹿児島商法会議所) 1 号~2 号

(16.12.15) 月刊

X.X 日本銀行学季賀際報告書 1回(明治15年

下半季;15年10月 10 日 ~12月 31 日 )~119
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3. 1 第1回水産博覧会

4.16 新聞紙条例改正(言

論の取締強化〉

5. 5 国立銀行条例改正

(紙幣消却開始〉

6. 1 東京米商会所開業

6.29 改正出版条例(罰則

強化等〉

6. X 日本蚕糸協会設立決

定

7. 1 「官報」創刊

7.30 神戸株式取引所開業

10.16 東京商工会設立認可

(U.20 発会式

24.1 東京商業会

議所〕

11.28 鹿鳴館開館式

11月 各地で地租軽減請願

運動おこる

12月 長崎商工会設立 (26.

12同商業会議所〕

この年金融引締，物価下落，

商況不振深まる



回(昭17) *1-7回:半季寅際報告書，

8-12回:半季報告.13-22回:半季決

算報告.23回-:半季報告

X.X 富山鯨勧業月報 1号-33号(19.4*出版

届 18.5.7) 文献11

明治17年 (1884)

1月 高知豚勧業月報 1号 (17.3.15届済)-

幻号 (19.3).以後「高知勝、動業報告」

28-29号 (19.5-(6J) 文献11

2月 〔佐賀豚〕勧業月報 1号-9号 (19.6)

文献11

3.11 欧米政車協曾雑誌創刊今15.2.20政理

叢談

3.15 *法事協曾雑誌(忠愛社→法学協会雑誌→博

文館→法学協会事務所)1巻1号~現存

月刊

4. 4届徳島蘇勧業報告 15号-117号 (28.5.7)

文献11

4.28届静岡軍事勧業月報 34号(明治17年4月)-

35号(同17年5月)(17.4.28 出版届〉

文献11

4. x 庚告の便〈阿部新蔵編輯)3号 文献3

5.17 交通公報(駅逓局)1号-8号 (17.12)

5. x 商況報告(東京商工会)1号-68号 (22.
12) 

6.17 皐術攻究曾講義録〈忠愛社〉経済皐貨幣之

部1冊

6.28 日本質絡協曾報告 1号(明治17年5月分〉

-23号(同19年3月分)(19. 5. 1) (fIJ 

月刊

7.20 島根豚勧業雑報 1号-60号 (25.4.18)

「島根勝、勧業月報」より改題 文献11

7.21 中央茶業曾組合本部報告 1号(明治17年

6月分)-43号(同20年12月号)(明21J

8.10 鏑業雑誌(大阪鉱業会)1号隔月刊

10.19 *仙蓋義曾雑誌〈仙台義会雑誌局)1号-28

号 (20.3.27) 月刊

11月 [京都府〕勧業雑報 1号-6号 (18.8)
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1. 26 哲学会設立

1. x 法学協会設立

2. 9 博多米商会設立

2. X 学術攻究会設立

3.15 地租条例制定

3.31 東京商業学校開校式

5.15 群馬事件

5.26 免換銀行条例制定

5. X 十州塩田開業会設立

(18.8 十州塩田

組合と改称〉

7. 7 華族令制定

8.16 京都株式取引所設立

9.19 深川工作分局払下

9.23 加波山事件

9. X 大阪交換所，大阪銀

行集会所と改称

10.31 秩父事件

11.19 武相困民党結成

11. 29 同業組合準則制定

12.10 長崎紡績所開業

12.26 前田正名「興業意

見」

12月 中央茶業組合本部設

立

X.X 北水協会設立

この年官業払下さかん，松

方デフレによる倒

産，農民騒擾多発，

紡績業に深夜業広

まる



文献11

12. 5 皐術経済雑誌〈学術経済社) 1 号~4 号

(18. 3. 12) C!!J 岡田秀鋭編月刊

12月 〔長崎豚〕勧業月報 11号~58号 (23.12)

文献11

明治18年 (1885)

1. 7 屡遁局報(農商務省同局) 1 号~133号(19.

4.22) 

2. 7 *明法雑誌(明治法律学校) 1 号~98号 (22.

12). 以後「法政誌叢」と改題. 99号~

135号 (23.1.10~25.1.29) (明治法律学

校→明法堂〉

3. 1 農商工公報〈農商務省) 1 号~46号 (21.

12.15) //号外 (20.11~21. 3) 月刊

3.10 中央皐術雑誌(団々社→東京専門学校内同

攻会〉第1次 1 号~59号 (20.11.30) 

〈東京専門学校出版局内同攻会)//.以

後「同攻曾雑誌J 1 号~12号 (24.3.27

~25.3.15) を経て第 2 次「中央皐術雑

誌J(同社) 1 号~2 巻15号 (25. 5.15~ 

26.11. 30)3) 

3.26 日本鍍業曾誌:Journal of the Mining 

InstItute of J a pan → J ournal of the 
Mining and Metallurgical Institute of 

Japan (日本鉱業会)1輯1号~現存，

*85巻972号(昭和44年4月〉より「北海

道鉱山学会誌J. r東北鉱山J. r九州鉱
山学会誌」を合同

4.25 簿記事教授誌(東京明進学校) 1 号~3 号

(18.5.15) 

[8) 北水協曾報告〈札幌区間協会) 1 号~77

号及び号外 (26.3)//.以後「北海道水

産雑誌」と改題 1 巻 1 号~9巻 6 号

(26.6.23~42.9.30). のち「北海之水

産J 1 号~177号〈明44. 1. 29~昭20) // 

9.10 京都府〕最工商要報 1号(明治18年8

3) r早稲田大学百年史」第1巻による.
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1.20 院内鉱山払下

2. 9 日本鉱業会設立

2.20 農商務省に水産局設

置

3. X 大阪商法講習所，大

阪府立商業学校と

改称

4. 6 府県に小作慣行調査

を命令

4.14 阿仁鉱山払下

4.18 天津条約調印

専売特許条例公布

5. 5 屯田兵条例制定

5. 7 電信条例改正

5. 9 日本銀行先換銀行券

発行

5.28 品川硝子製造所払下

6.16 日本経済会設立

9.19 私立英吉利法律学校

(のもの中央大学〉

開校

9. X 広島区商工会設立

10. 1 東京瓦斯会社成立

11.10 大日本織物協会設立

11.11 足利織物講習所設立

11. 25 貿易協会設立

12.22 内閣制度設置，第一

次伊藤内閣

この年紙幣整理による不況

(松方デフレ〉



月)~20号(同20年 3 月) (20.4.26 内

務省交付〕

10. x *英吉利法律事校講義録 第1年級1号~明

22.9，明22.10より「東京法皐院講義録J，

1年級1号 (22.10. 7)， 2年級1号 (22.

10.9)， 3年級1号 (22.10. 11) ~ [明

36J →「東京法皐院大皐講義録」明36~

〔明38J →「中央大皐講義録」明38~明
45~ [ J4l 

11. 30 庚島県系]勧業報告 1号〔明治18年10月〉

~61号(同28年 8 月) (28.10.2)文献11

12.30 銀行逼信銀(東京銀行集会所) 1 号~113

巻677号(昭17.6.10)// 月刊 *1理財

新報」の後身

明治19年(1886)

2.28 大日本織物協曾報告 1 号~73号 (25. 11. 

20)，以後「大日本織物協舎舎報J74号

~212号(25.12.25~37.6.18)，以後「染

織之友」を合併し「染織時報」と改題，

213号~683号(明37. 7. 20~昭19.1)

2月 〔岡山県宗〕農商工月報 1 号~34号 (21.

11. 15) 

2月 栃木豚農商工報告 1 号~37号(明治22年

9月) (23.4.23)，付録 (23.12.15)

3.15 法律経済斯馨雑誌(京都斯馨館) 1号~

33号 (20.4) 終刊未詳持主兼印刷人

:山崎恩純編集人:野田寅之助半月

刊

3月 右川賂勧業報告 1号 (19.2.25屈)~4 

号 (20.6)

4.26 漣信公報(逓信省総務局) 1 号~6160号

(45.7.25)， 1 号~125 号(大1.7. 31~ 

大1.12. 28) 

4月 スタチスチック雑誌(スタチスチック社〉

1 号~68号 (24.12.23) ， 以後「統計塁手

雑誌」と改題， 69号~696号(明25. 1. 31 

4) 1中央大学百年史編集主ユースJ 1日本」などによる。
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1. 1 不換紙幣の免換開始

1. 26 北海道庁設置

1. x 北越殖民社創立

2. x 兵神懇親会(のちの

神戸同盟銀行集会

所〉

3. 2 帝国大学令公布

3. 19 名古屋株式取引所設

立免許

4.26 海軍条例公布

4.28 兵庫造船所貸与 (5.

19 川崎造船所と

改称， 20.7.6 払

下〉

5. 1 1東京横浜毎日新聞」

を「毎日新聞」と

改称

5. 6 漁業組合準則公布

5. [27]詑門社設立

6.12 静岡事件

雨宮製糸場女工スト

6. x 神戸商法講習所，公



~昭19.6.20)，以後「統計集誌」と合併，

「大日本統計協禽雑誌」となる

4月 〔宮城豚〕農商雑報 1 号~10号 (21.9) 

文献11

6.28 蜜綿業組合中央部月報 1 号~26号 (21. 3. 

23)， 特別報告 (21.3. 28)， のち「重量糸

業同業組合中央曾報告J，大15.10r中央
費総報」と改題

7.25 経済観術新誌(信文堂) 1 号~13号(19.

11. 30) 廃刊未詳主宰者:河名生太郎，

飯嶋重平

8.15 *皐馨雑誌(賛育社) 1 号~11号 (20.3.15)

半月刊→月刊 12号(20.5.15)より「内

外皐萎」

9.26 法律経済新報(同社) 1 号~13号 (19.2.

19) 廃刊未詳週刊山田東次らが創

刊

9月 大阪府農商工月報 1 号~55号 (24.3.25) ，

以後「大阪府農工商雑報J56 号~75号

(24.6.16~30.10.14) 

10.7 滋賀豚農商工報告 1 号~30号 (22.3.26)

文献11

10. x 長崎私立勧業曾報告(長崎 同会) 1号~

12号 (21.1. 26) 

12. 1 日本五業新報(同社) 1号 文献105

12. x 逼商報告創刊二会15.7 通商葉編

明治20年(1887)

1. 14 専修母校経済事講義筆記 第1年級1号~

50号 (20.9. 27)， 2期 1年級・ 2年級

(20. 1O~21. 9)， 3期 1年級・ 2年級・

3年級 (21.10~22.9) ， 4期 1年級・ 2

年級・ 3 年級 (22. 1O~24.6)

2. 5 *男女勤皐新誌(勧学新誌社) 1 号~2 号

(20.3.5) 

2.15 *国民之友;The Nation's Friend; Koku-

min no Tomo (民友社) 1 巻 1 号~23

巻372号 (31.8. 10) // 徳富蘇峰主宰

2月 秋田豚六種勧業別報 1 号~45号(明治23
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立神戸商業学校と

改称

7.23 東京農林学校設立

10.16 整理公債条例公布

11. x 札幌製粉所，宮原景

雄らへ払下

11. x 札幌麦酒醸造所，大

倉喜八郎へ払下

12. 9 横浜株式取引所設立

X. X 商業懇談会

この年鉄道，紡績，鉱山業

を中心に下期より

企業勃興

1.x 東京経済学協会発足

(2. 19 改称後第
1回会合〕

2. x 国家学会発足

3.23 所得税法公布

5.14 取引所条例公布

5.18 私設鉄道条例公布

6. 2 新町紡績所，三井組
に払下

6. 7 長崎造船所，三菱に

払下

6. x 会津私立勧業会設立



年11・12月分。4.2.24)，以後「秋田勝 7. 6 横浜正金銀行条例公

勧業報文」と改題 1号(明治24年1・ 布
2月) (24.4.7) ~74号 (35.5)，以後 7. x 釜石鉱山田中製鉄所

「秋田勝勧業時報J75号~87号。5.8.4 設立

~41. 8. 25) 8. 2 新潟・金沢・神戸・

2月. 富山懸勧業報告 1号(19.12.27届)~34 名古屋各取引所設

号。8.10.15) 文献11 立免許

3.15 国家事曾雑誌〈国家学会)1巻1号~現存 10. 3 大同団結運動(後藤

4.25 青森豚勧業要報 1 号~55号 (33.11.30) 象二郎〉

*1 号~3 号:勘業安報 文献11 10.15 東京商業学校を高等

5. 5 *欧米事術雑誌 3号編輯人:中村福太郎 商業学校と改称

5.15 農工商雑誌(同社) 1 号~40号 (22.5.10) 10. x 三大事件建白書〈地

月刊→半月刊 租軽減，言論集会

6月 *日本大家論集:The Collection of Essays の自由，外交失策

by Eminent Writers in Japan (博文 の挽回〉提出

館) 1 編~6 巻12号 (27.12) // 月刊 11. 6 農学会結成

明23.1r日本之教皐」を吸収編輯人: 12. 1 東京手形取引所付属
内山正如 交換所開設 (24.3.

6月 山口豚勧業月報 1号 (20.5.26届)~20 2東京交換所と改

号 (22.12.15 編纂， 23.1.16 刊行〉 称〉

文献11 12.25 保安条例公布

(1月 ~6月〕 三業雑誌(大阪農商工会)1号 12.28 新聞紙条例・出版条

文献4 例改正

9.20 遁俗経済新報(経済新報社) 1 号~3 号 この年輿農会〈京都)，小

(21. 2. 5) *冠称:農工商業者の道知る 作同盟会(岐阜〉
"，5) 発足

10. 1 法律行政経済講義銭(講法会〉第1期1号

~47号 (21.9.1)，以後「法律政治講義

録j(明治法律学校講法会)48号~163号

(21.9.8~23.12.20) 週刊，のち「明

治法律皐校講義録」として明治36年度ま

で続〈。同37年度より「明治大拳講義

録J~同45年~ ( J 
10. 5 日本之商人一日本開化之先導者:The 

Merchant of Japan (博文館) 1 号~27

号 (22.12)//月刊編輯人:内山正如，

5) 文献4では1号 (20.10.5)，r.通信経済新報」とあり，冠称は同じ.
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明23.1より「富国」へ統合

10.15 *東京専門事校法事部講義 1号-( J号，

明21.10より「東京専門事校司法科講義

録」 週刊

10.18 (改正〉官用簿記濁串誌(東京学館)1号

-9号 (21.2. 25) 神田鐘太郎編輯

10.19 *東京専門事校政事部講義 1号-( J号，

明21.10より「東京専門事校政治科講義

録」 週刊

11. 5 *博聞雑誌〈同社)1号-102号 (25.1.20)

月2回

11. x 経済叢話:経済法律及商事上ノ要録(大阪
蜂蟻堂) 1号*-11号 (21.4.11) -18号

(21. 10.10)-(明22J* 月2回*文献62

12. 8 *閥西法律事校講義録 1号-14号 (21.11.

9) - ( J号 (22.3.29).明21.9 r関西
法律拳校筆授生講義録」と改称，明22.5

筆授生制度を廃L.講義録を廃す 「関

西大学七十年史」より

X.X 銀行管業報告(大蔵大臣官房第三課→20次

~大蔵省監督局→25次~大蔵省理財局〉

第1次〔明治19年上半期J-19次(同28

年上半期) (29.12.22). 20次(同28年〉

(30.9.13)あたりより年刊となる-29次

(同37年) (38. 12. 28) 

X.X 中央責業新報(名古屋〕 明20-明34

文献17

明治21年(1888)

1. 8 *哲串館講義録〔第1期〕第1年級~第7学

年47・48号 (27.10. (20J) 

1. 30 日本之殖産:日本質業者之指針;The 

Production of Japan 1号-24号 (22.

12.25) //月刊編集:内山正如，以後

「日本之時事J. r園会J.r日本之商人」
と合併し「富園」と改題

1月 鳥取蘇勤業雑報 1号-38号 (27.3.26)

文献11

l.x 神戸商法禽議所月報 1号，明24.9より
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2. 6 工手学校開校

3.24 播州葡萄園，前田正

名に払下

4.25 市制・町村制公布

(22.4.1施行〉

4.30 枢密院官制公布黒

田清隆内閣成立

5. x 電気学会創立
5. x 中国四国銀行同盟会

設立

6. x 農商務省『農務顛末」



「神戸商業禽議所雑誌」と改題6)

2. 29 北海道鹿勧業月報 1 号~14号 (22.3.15)

文献11

2月 曾津私立勤業曾報告 1号(明治20年12月

分〉年3回

2. x 滋賀県草勧業協曾報告(大津) 1 号~62号

(26.4.15).以後「滋賀県議勧業協舎雑誌」

63号~82号 (26.5. 15~27.12.15) *19 

号より月刊と記載

2. x 貿易協曾雑誌 1号 文献87

4. 2 襲撃曾曾報:Journal of the Scienti五c

Agricultural Society 1 号~91号 (43.

2.1)，以後「笈皐曾報」と改題 92号~

327号(明43.3. 5~昭6.4)，英文誌名は

同じ

4. 3 *日本人(政教社〉編集主幹:三宅雄二郎，

第1次 1 号~73号(24.6.2). 以後「琵

細亜」と改題 1 号~71号 (24.6.29

~25.12) 2 巻 1 号~3 巻 3 号 (85

号)(26.2~27.10) ff 
第 2 次 1 号~18号 (26. 10. 1O~28. 2. 

3) /1休

第 3 次 1 号~223号 (28. 7. 5~37. 11. 

20) 改号400号~449号 (37. 12. 5~ 

39. 12) *改号数は「日本人J (第l次).

「亜細亜J. r日本人J(第2次〉を通
号，以後「日本及日本人」と改題 450

号~869号(明40. 1. 1~大12.9.1) 付

録38号F 復刊39号~440号(大13. 1. 1 

~昭20.2)

4. X 簿記畢講義銭(大阪大阪簿記学校) 1号

~2 号 (21.4. 13) ~20号 (21. 12. 10) 

4.10 (経世亀鑑〉記簿之友:The Friend of 

Book-Keeping (鹿城堂) 1 号~3 号(21.

5.10) 白木卯之助編輯

4.17 龍門雑誌(龍門社) 1 号~677 号(昭23.

6) r神戸商工会議所六十年史」による。
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編集完了

6. X 大日本紡績同業連合

会(紡績連合会よ

り改称〉発足

6. X 高島炭坑夫虐待事件

問題化

7.10 r東京朝日新聞」創
刊

7.14 利根運河起工式

8. 1 免換銀行券条例の改

正法律公布施行

9. X 肥料購売組合同伸社

設立

11. 20 r大阪毎日新開」創
刊

11. 30 メキシコと通商条約

(本邦初の対等条

約〉

12.22 第1回下野経済講話

会(於宇都宮〉

この年共愛会(京都府小

作団体〉設立



12) //休，昭24.4i青淵」と改題~現存

4.19 茶業報告(茶業組合中央会議所)1号(明

治21年1月分)~22号(同22年10月分〉

(22.11. 30) 

6.20 大阪商法曾議所月次報告 1 号~31号 (24.

4.10) //，以後「大阪商業禽議所月報」

と改題

6. x *交官受験橡修舎講義録第 1 年級 1 号~16

号 (22.3)，のち「文官受験皐科講義録」

~明23 文献4，84 
7. 5 *開園史料(成史書院) 1 号~9号 (21. 12. 

5) 

[7.25J *皐:Knowledge (江東義塾学会)1編~

5編 (21.11. 25) 月刊

8. 3 兵庫牒〕農工商業雑報 1 回~31回 (24.

4. 18) 

8. 8 *華族向方曾演説集(同方会) 1 号~6 号

(22.5.22)， 22.10より「華族同方舎報

告」と改題か

8.15 *法林(大阪法林社)1号 (21.8.15) ~ 

2号 (21.9. 20) 

8.25 牧畜雑誌(同社) 1 号~350号(大3. 12) // 

月刊→明22.7~半月刊

[8J 商業事講義録(振商社) 1 号~14号 (22.3.

10.12 

10.20 

10.25 

10.28 

10. x 

10. x 

10. x 

10) 編輯者:林治半月刊

*政友:The Political Friend (神戸政

友社) 1 号~12号 (22.3.27)

農事新報(有隣堂)1 ~125号 (32.2) // 

月刊

*専門事曾雑誌:Senmon Gakkai Zassi (同

会) 1 号~10号 (22.8.1) 月刊

銀行雑誌(同社) 1 号~31号 (23.9.25)

関直彦主筆活E川守朗主宰

*東京専門事校司法科講義鍛創刊週刊}

*東京専門事校行政科講義録創刊週刊}

*東京専門皐校政治科講義録創刊週刊)

明24.1より東京専門皐校出版部より発行，

明35.9より「早稲田大皐政治経済科講義
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録J r早稲田大事法律科講義録J r早稲
回大皐行政科講義録」 月2回発行，明

39.10 行政科講義録を廃す 〔昭20頃講

義録中断J7>

11.24 責地商業夜串校温信講義録:Business 

School (同校出版部) 1 号~4号 (22.2.

5)， 4号:賓地商業夜拳校講義録編輯

者:小田久太郎

12. 7 *経世評論(大阪同社) 1 号~20号 (22.9.

20) 

12.25 産業雑誌〈弘前同社)1号

明治22年(1889) 1. 20 水産伝習所開設(の

1. 20 *保守新論(中正社) 1 号~18号 (23.8.20) ちの東京水産大

月刊 学〉

2. 1 経済及統計:Economics and Statistics 1. 23 三池鉱山三井に払下

(経済統計社) 1 号~31号 (24.7.15) 1.x 名古屋同盟銀行集会

呉文聴主幹編輯委員:横山雅男，河合 所発足

利安月刊 2.11 大日本帝国憲法公布

2. 6 日本理財雑誌:経済財政政治世態上之観 。3.11.29施行〉

察;The Japan Economist (理財雑誌 衆議院議長選挙法，

社) 1 号~22号 (22.12.20) 日〕 天野 会計法公布

震之主宰編集人:八島直半月刊以 私立東京商業学校関

後「憲法雑誌Jと合併し，明23.4.5r公 校

友雑誌」と改題 3.13 理財協会(天野為之〉

2.17 *憲法雑誌(同社) 1 号~23号 (22.1 1. 13)， 3.14 国税徴収法公布

以後「日本理財雑誌」と合併し「公友雑 3.15 大日本紡績同業連合

誌」となる 会，対罷工規約を

2. x *現祉曾(同発行所)1号半月刊 制定

2. x 日本製総織物雑誌〈同社〉 1号 3.23 土地台帳規則公布

文献30 (地券廃止〉

3. 5 東京商業皐校講義録明治22年 1 号~25号 5. 6 函館商工会発足

(11.5J 23年1号 [2.5J ~25年 1 号 (4. 5. 9 会計検査院法公布

30) ~10号 (26.3.10) ~明治29年f 明 5. x 経済倶楽部発足〈渋

治23年2月より「本科講義録J (満2年 沢栄一，益田孝

卒業)1 号 (23.2.2)~ r普通科講義録」 ら〉

(満1年卒業)1号。3.2.8)~を追加 7. 1 東海道線全通(新橋

7) r早稲田大学百年史」第1巻， r.早稲田大学出版部100年小史」より.
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発行B)

3.22 紙業集談曾雑誌 1 号~12号 (23.6.30)

3.30 私立埼玉勧業曾雑誌(浦和宿 同会〉

1 号~5号 (23.7.5)

3. x 農談(静岡県犬居村帝国農家一致協会〉

1 号~143号 (34.2.28). 以後「大農園」

と改題 1号(通号144)~305号(明34.

4.15~大4)

4.11 工談雑誌(工談会) 1 号~192号(40.9.30)

月刊

(4.15J 江北商工曾雑誌(山形県酒田町江北商工

会) 1 号~57号 (26.12.15) 月刊

4.25 *地方協曾(名古屋同協会) 1 号~2 号
(22.5.28) 

5.25 殖民雑誌(札幌 同社) 1 号~6 号 (22.

11. 25) 1/.以後「勧農協禽報告」と合併，
「北海之殖産」として再発行

5月 聯合紡績月報(大阪大日本綿糸紡績同業

会) 1 号~26号 (24.6). 以後「紡織月

報」と改題 1 号~14号 (24.7. 25~25. 

8.30) 1/.以後「大日本綿総紡績同業聯合
舎報告J 1 号~111号 (25.9.25~34.12).

以後「大日本綿綜紡績向業聯合舎月報」

112号~122号 (35. 1. 28~35. 11). 以後

「大日本紡績聯合舎月報J123号~600号

(明35.12.25~昭17.10). 以後「東亜繊

維工業J (同会) 1 号~2 号(昭17~18.

1) /1. r日本紡績月報J (日本紡績工業
会→14号~日本紡績協会)1号(昭21.

11) ~現存

6.25 *準之燈(大阪府立大阪商業学校内撹眠

会) 1 号~2 号 (22.7.26) 月刊

7. 5 日本家禽協曾報告 1 号~6 号 (24.3.23)

季刊

7. 6 農界叢誌〈同社) 1 号~16号) (23.3.25) 

半月→旬刊主幹:高橋昌編輯人:米

8) 文献4.105による。
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神戸間〉

9. X 日本法律学校設立

〈のちの日本大学〉

9. X 横浜築港起工

10.25 三条内閣成立

11. 1 史学会第1回会合

11. 30 地租条例改正公布

12.24 内閣官制公布山県

有朋内閣成立

この年印刷工組合結成

年末より日本最初の

経済恐慌始まる



日梅吉

7.26届長野豚勧業要報 1 回~3 回(22.12.19届〕

文献11

8. 1 *園光(国光社) 1 巻 1 号~20巻216号 (34.

6.18) // 

8月 香川豚農商工報(高松〕明治22年8月

文献11

10. 1 *税法雑誌(大阪攻法会東京支会→攻法会〉

1 巻 1 号~29号 (24.3.16) 月 2 回明

24.4 I行政墜研究曾雑誌」に合併，以後

「行政皐研究舎誌」と改題

10.10 *皐林(独逸学協会) 1 号~13号(23.10.10)

//， I濁逸準協禽雑誌」より改題

10.10 *利園新誌(利閏社) 1 号~22号 (23.12.

25) 渡透洪基らが中心半月刊

10.11 簿記之友(同会本部) 1 号~9号 (23.12.

20) ~1O号 (23. 10. 30) ~11号 (23.5.

11) ~12号 [23. x J的

10.23 福井豚農商工雑報 1号(明治22年 9月

分)~29 号 (25.3.3) 文献11

10.30 *華族同方曾報告(同方会) 1 号~40号 (26.

4.4) 発行兼編纂者:小笠原長育→古城

貞吉 「華族同方曾演説集」より改題か

10.30 大日本銭這雑誌(日本鉄道用達会社→鉄道

雑誌社) 1 号~9 号 (23.6.23)

11.11 商業雑誌:The Magazine of Commerce 

(横浜商業雑誌社) 1 号~2 号 (22.12.

9) 半月刊

11. 30 節減曾報告(香川県栗林村節減会) 1号

~45号 (28.8.10) 隔月刊

11月 愛媛県草農商工特報 12号~41号 (31. 12. 8) 

41号:愛媛牒農工特報 文献11

[l1or12J 農工商(京都殖産社) 1 号~3 号 (23.

1) ~23号 (24.9.15) 編輯人:人見鹿

太郎

12.10 信濃殖産協曾雑誌(同会) 1 号~43号 (30.

9) 第 3版上の初版日付による。冠称:財政官有之基
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7.14) 月刊

明治23年(1890)

L 1 宮園(博文館) 1 号~24号 (23. 12. 15) // 

半月刊 r日本之商人J r日本之殖産J
rl3本之時事J r閥会」を統合，編輯人
:宮川大喜→伴山三郎，以後「日本商業

雑誌」に吸収される

1. 21 東京商業雑誌(東京商業学校奨商会)1号

~26号 (24.8.30) 編輯者:中村孝太郎

月刊

1. 26 高等商業母校単友曾雑誌 1 号~15号 (27.

8.18) 

1. 31 大阪簿記皐校校外生講義録 l号~明治34

年 1 号~同 6号 (34.9.28~35.7.25)

1. x *和例法律翠校講義録 第1期第1回~ 月
2回 3期 (26.4) ~月 2 回 4 期 1

号 (26.10.5) ~月 2 回，明29.3 に 1

ヶ年に完結するよう組織変更，明32.2学

年別編成より学科制!となる，月 2回 35 

年度学年制復活，高等科講義録 1 号~3

号 (35.12.19~36.2.12). 36年5月より

普通科，高等科，特別法科にわかれる，

37年度より「法政大皐講義銭J.40年度

講義録より11月初刊を10月に改める

「法政大学八十年史」より

1.x 経政法理(大阪学而会) 1 号~3号終

刊未詳編輯人:大野昌太郎月刊10)

文献61

1. x *文明之法(大阪文明社) 1号~終刊未詳

編輯兼発行人:小原正之亮 文献61

2. 1 官商用簿記翠雑誌(広島佐伯郡専門簿記

翠校講習所) 1号半月刊

2.11 *経国(大阪経国社) 1 号~4 号 (23.3.

25) 編輯人:中野徳松半月刊

2.11 *庚寅雑誌(同社) 1 巻 1 号~9 巻98号 (27.

3) 半月刊

10) 文献105(518号)に3号寄贈の記事あり。
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1.18 富山に米騒動，以後

7月まで各地に続

発

1. 31 大阪経済会発会式

(森本陵，永江為

正ら〕

4. 1 第三国内国勧業博覧

会開催

4.26 商法公布

5. 3 工学会創立

5.20 日銀，担保付手形割

引制度実施

6. 6 大日本労働者同盟会

結成

6. 15 紡連第1次操業短縮

6.21 水利組合条例公布

7. 1 第1回総選挙

7.25 集会及政社法公布

8.25 銀行条例，貯蓄銀行

条例公布

8. x 東京職工共同商会

(購買組合〕設立

9. 8 税関法公布

9.12 商業会議所条例公布

9. 15 立憲白由党結成

9.26 鉱業条例公布

10.27 国家経済会結成(富

岡鉄之助，大島貞

益ら発起〕

10.30 教育勅語発布

11. 15 大阪商品陳列所設立

11.15 全国紡績連合大会

11. 25 第l回議会召集(11.

29 開会〕

12. 9 神戸商業会議所設立



2.17 商業協曾雑誌(神戸同協会) 1号

2.25 (官報紗本〉遁商報告 創刊二会15.7 通商

業編

3. 9 銀行報告誌(大阪大阪同盟銀行集会所〉

1 号~92号 (30.8.30)，補巻 (30.9) // 

発行兼編輯人:北JII熊次郎 6号 (23.

6.30)から月刊，以後「大阪銀行通信

録」と改題

3.10 北海之殖産創刊今14.12勘農協禽報告

3.25 織染研究曾報告(栃木県足利町 同会)1 

号~34号 (25. 12. 15)，以後「織染研究

雑誌」と改題 35号~58号 (26. 1. 22~ 

27.12.25) 

4. 5 *公友雑誌(同発行所) 1 号~2 号 (23.4.

25)， 1憲法雑誌」と「日本理財雑誌」が

合併

(4J *地方行政事研究曾雑誌(同会) 1 号~16号

(23.12.4)，以後「行政事研究曾雑誌」

〔同会)17号~25号 (24. 1 ~24. 4. 18)， 

24号 (24.4. 27)'1)より「税法雑誌」を合

併，以後「行政皐研究舎誌J (同会〉と

改題，お号~30号 (24.10.6)，以後「行

皐研政究雑誌J (行政研究会)31号~68

号 (24.11.2~26.5.8) のち「行政翠研

究舎雑誌」と復題 2 期 (lJ 号~96号

(26. (9J ~29. x)，以後「行政機関」

(1巻1号:29.7.12)と改題

5.20 荘内商工雑誌(山形県鶴岡町鶴岡商工談

話会) 2 号~5 号 (23.12.3) 編輯人:

大沼伊八

5. x 商人の魁雑誌(京都)1号12) 文献87

6.21 *日本法律事校講義録創刊同校参考科講

義銭，同校正科講義録，法学講義を発行，

明36.8 日本大学と改称後 同犬学法律

科講義銭~明45~ ( J 13) 

11) 東大明治文庫所蔵誌による。
12) 文献60では「商人魁雑誌」
13) 1日本大学七十年史略J，文献29による。

- 28ー

12.16 東京横浜間電話開通

12.20 専修学校理財学会創

立 (24.3.22発会

式〉

12.26 岐阜商業会議所設立

認可



6.30 商(京都尚商会)1号

7.15 農民:The Agriculturist (愛媛県島野村

農事改良会→日本農民会→農民雑誌社→

日本農民会本部) 1 号~166号(38. 1. 31)

月刊

7.17 園本(金港堂) 1 号~26号 (24.3.25) 発

行兼印刷人:潰回己助編輯人:師尾孫

衛旬刊

9.25 商法問答新誌(大阪同社) 1 号~ll号

(24.4. 25)， 1号 (24.6.15) 編輯:宮

気立彦半月刊

9. x 賓業(岩手同協会) 1 号~12号 (24.1 1.

30) //ω 
10.15 貧民(神戸貧民雑誌社〉再干iJ1 号~2 号

(23. 11. 15)15) 

10.20 日本商業雑誌(博文館) 1 巻 1 号~4 巻24

号 (27.12. 3) // 発行人兼編集人:坪谷

善四郎1"富園」を吸収半月刊*(1

号には月 1固と表示〉

10. (25J宮(大阪段々堂) 1 号~2 号 (23.1 1.

26) 月刊

10. x 日本銀行統計月報 1号~明39.7，以後

「日本銀行調査月報」 文献99

11.10 産業時論(同社) 1 号~28号 (24. 12. 25)// 

横井時敬主筆，以後「日本農業新誌」→

「農業世界」

11.10 交通(交通学館) 1 巻 1 号~418号(明41)

11.13 国家経済曾報告(国家経済会) 1 回~50回

(29.9) 大島貞盆編集

11. 30 愛媛殖産協曾雑誌(同事務所) 1 号~12号

(明29)

12.10 簿記皐濁習雑誌(名古屋愛知簿記学校〉

1 号~5 号 (24.9.10) 月 2 回御宿正

定編輯

12.30 日本紙業協禽雑誌(同会) 1 号~3 号 (24.

14) r農工商」掲載の広告(明24)に「昨年九月を以て世に紹介されしより H ・H ・」の記事あ
り。

15) r産業時論J4号掲載の広告及び文献105。
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3.31) 

12. X 大阪商品陳列所報告(大阪梅原亀七)1 

号，のち「遁商月報J(大阪商品陳列所〉

1 号~232号(27. 2~大4.6) //，以後「通

商業報」

明治M年(1891)

1.12 日本質業雑誌(大阪実業大成会)1号

文献105

1. 21 農事国(同社) 1 号~11号 (24.1 1. 30) 

月刊

1. 28 宮源雑誌〈富源社) 1号 文献105

2.12 (拓地殖民〉北海時論(東京→札幌)1号

~9号 (25. (2.20]) 村上祐〈北限〉主

宰柳内義之進主筆半月刊16)

2.12 利民(米沢置賜殖産協会) 1 号~6 号

(24.9.28) 

3. 1 *自由平等経論(同社) 1 号~31号 (25.8.

1) 半月刊

3.27 *同攻曾雑誌(東京専門学校内同局)1号~

12号 (25.3. 15)， 25. 5. 15より「中央皐

術雑誌J (第2次〉と改題 +>18.3.10 

中央皐術雑誌

4. 7 秋田麻勧業報交 今20.2 秋田県議六種勧業

別報

4.20 事納税議員月報(木内重四郎→2号~兼康

信) 1 号~7号 (24.10.20) 月刊

4.25 *法草新報(同社→中央大学法学会)1号~

現存

5.15 講農禽曾報(東京駒場農科大学講農会)1 

号~174号(昭15.11. 15) 

5.21 日用経済雑誌(公友社出版部) 1 号~2 号

(24.7.9) 秋山午之助編月刊

5.23 茶業報告〈横浜茶業組合中央会議所)1 

号~17号 (32.12.30) 半年刊

5.23 北海工業雑誌〈札幌区同社)1号隔月

刊

16) 9号情報は文献105(613号)による.
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1.12 東京商業会議所，

大阪商業会議所，

広島商業会議所設

立認可

1.16 名古屋商業会議所設

立認可

2.23 堺商業会議所設立

3.17 金沢商業会議所設立

認可

3.22 専修学校理財学会開

会式

3.24 度量衡法公布 (26.1.

l 施行〉

4.16 大津商業会議所設立

認可

4.19 群馬経済学協会発会

式

5. 6 第一次松方内閣成立

5.11 大津事件

5. x 東邦協会創立(榎本

武揚〉

6. 5 高知商業会議所設立

認可

6.22 仙台商業会議所設立

6.24 東京工業協会開会式

7. 2 熊本商業会議所設立

認可

7. 7 京都商業会議所発足

7.15 博多商業会議所設立

認可

8. X 茶業貿易協会設立



5.27 秋田興産曾雑誌(同会)2号高垣徳治編

斡

5. x 神戸港外園貿易月表:Monthly Return of 

the Foreign Trade， Port of Kobe明治

24年5月~昭和6年，以後「神戸税関外

園貿易月表」

5. x 商工業話曾雑誌創刊 文献91

5月 東邦協曾報告 1 号~38号 (27.7.9)，以

後「東邦協舎舎報」と改題

6.15 石川殖産曾曾報(石川県羽咋 同会)1号

~2 号 (25.10.31)

6.20 中央煙草業協曾曾報 1 号~7号 (24.12.

18)，号外 (24.9.11~24.12.12) (のち

「煙草雑誌;Tobacco }ournalJ (中央煙

草雑誌社〕と改題か)180号~189号 (38.

11. 6~39. 8. 8) 月刊

6.29 5:a細亙創刊二~21.4. 3 日本人

6. x 国本(岡山殖産協会) 1 号~2 号 (24.7.

25) 

7.25 紡織月報 創刊二会22.5 聯合紡績月報

7.28 市立大阪商業皐校〕同窓曾襟誌 1号~

42号(明34)，以後「舎報J(私立大阪高

等商業学校同窓会)43号~60号(明34~

39) 

7.30 三民(振農会) 1 号~7 号* (25. 1. 20)17) 

8.16 富園(埼玉実業家同盟会) 1 号~ (2号

(24.9.30))18) 

9.15 神戸商業曾議所雑誌 1 号~20号 (26.5.

20) 

9.30 商業(東京商業学会) 1 号~3 号 (24.12.

10) ~明26年春頃編集名谷民三→ 4

号~伊勢本一郎19)

9. x 日本商業改良雑誌(大阪 日本商業改良

会) 1 号~4 号 (24.12)，以後「日本之

17) 7号情報は文献105(607号)による。
18) 1号に2号予定として記載あり。

9. 1 日本鉄道，上野青森

間全通

9. 9 下関商業会議所設立

10. 9 関西勧業会発会式

11. x 防長勧業会設立
12.18 田中正造足尾鉱毒問

題の質問書議会に

提出

この年私鉄国有問題おこる

19) 発行人:潰田健次郎 3号情報は文献105(603号)，それ以後は杉原四郎「浜田健次郎と
東京商業学校J (甲南経済学論集 v.22no.3 1981 p.24)による。
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商業」と改題 5 号~10号 (25. 1. 25~ 

25.6.25) (7号 or8号~日本商業会〉

発行兼編集者:小山松之助月刊

10.22 専修単校理財科講義 1 号~166号 (28.8)

演ID健夫郎編輯
10.25 *[自由業〕簾報(自由党党報局) 1 号~96

号 (28.11.10)，以後「自由窯黛報J97 

号~158号 (28.11.25~31.6.10) #半月

刊

11.15 農商新誌(佐賀佐賀農商協会)1号

11. 20 京都商業曾議所月報 1 号~113号 (34.3) ，

114号 (34.4.20)より「商報」と改題，

明36.11.25より「京都商業曾議所半年報

; Semi.Annual Report， The Chember 

of Commerce Kyoto， JapanJ 1 日~17

回附録 (45.6.22)~ (30J回(大8)

12.21 窯工曾誌(同会) 1 号~4 号 (25.6.13)

明治25年 (1892)

1. 5 日本農業新誌(博文館→明28~東京良書

館) 1"産業時論」を改題巻 1 号~8

巻3号 (32.3.15) 横井時敬主筆涌井

武次郎編輯坪谷善四郎発行兼印刷者

半月刊→3巻より月刊，以後「農業世

界」と改題

1. 5 殖民大臣(北海独立館) 1号

1. 7 商務雑誌(勝島活版所) 1 号~126号 (35.

1. 6) 発行人兼編輯人:田口幸太郎 月

刊

1. 26 海事雑報;The Marine Magazine (神戸

海事協会) 1 号~230号(40.1 1. 10) (186 

号より海事協会と帝国海事協会とが合同，

以後帝国海事協会より発行)，以後「海

事新報」と改題， 231号~355号(明40.
12.15~大12.7)

[2J 秋田商業雑誌(秋田 秋田商業講習会)1 

号~3 号 (25.4.15) 月刊 文献105

3. 1 *経園〔同社) 1 号~24号 (26.5. 8) // 半

月刊
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1. 7 東京貿易雑貨商組合

1.17 統計学社(スタチス

チック社より改

称〕

1. 28 選挙大干渉開始〈予

戒令公布〕

2. 5 茶業組合中央連絡会
議開催

2.25 大日本蚕糸会設立

2. X 信用組合研究会(相

駿遠各報徳、社〉発

足

4. 1 大阪商業興信所設立

5.14 日本電灯協会(のち

の電気協会〉設立

6.21 鉄道敷設法公布

6.29 大日本窯業協会設立

6. X 蚕糸業振興会設立

7. 3 京都商工同盟会設立

7.12 静岡商業会議所設立

8. 8 第2次伊藤内閣成立



3.15 名古屋商業曾議所定期報告 1 号~4 号

(26.8.28) 

3.20 (大日本帝園〕報徳(静岡 報徳学図書

館) 1 号~234号(大10) 月刊，以後

「報徳の友J235号~271号(大10~大13).

「大日本報徳J272号(大14)~昭20

3.25 近江尚荷曾曾報(大津同会) 1 号~52号

〔明40J *17号 (28.7.6) ~ 滋賀豚商

業率校「近江尚商舎曾誌」

4. 5 大日本輩綿曾報告 1 号~7 号(25. 12. 29). 

以後「大日本重量糸禽報:Report of the 

Sericultural Association of JapanJ 8 

号~35巻412号(明26. 2. 2~大15). 以後

「重量総舎報」と改題 35巻413号~72巻

847号(大15~昭38.6) //休

4.10 *精神(同社) 1 号~70号 (28.10.21) 半

月→月刊→旬刊，以後「明治評論J5巻

1 号~6 巻11号 (28. 12. 1 ~30. 10. 5). 

のち「中外持論」と改題 1 号~4 号

(31. 1.5~31.4.5) 

4.12 工商之友〔東盛館) 1号旬刊

4.15 工業雑誌(同社) 1 号~76巻958号(昭15.

10) 発行兼編輯人:杉山輯吉以後

「機械金属」と合併 1機械と材料」と

改題

5. 1 *意林(札幌札幌農学校予科内学芸会) 1 

号~18号 (28. 12. 28). 以後「皐塾舎雑

誌」と改題. 19号~34号 (29.4. 20~33. 

11. 14). 以後「文武舎報」と改題・追号

5. 1 商報雑誌(勝島活版所→商報雑誌社)1号

~235号 (44. 10. 1) 発行兼編輯人:久

保田音衣郎

5.15 中央翠術雑誌(同社) 1 号~2 巻15号 (26.

11. 30) 件 18.3.10 中央翠術雑誌

7. 1 商海之燈蔓(有文舎) 1 号~124号 (34. 11. 

18) 編輯人:河根源四郎

8.13 理財新報(経済書院) 1 号~13号 (26.3.

. 4) 加藤七五郎編半月刊
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8. X 掛川信用組合設立

9. 1 横浜蚕糸貿易商組合

設立

9.20 鉱業家諮問会

9.25 第1回全国商業会議

所連合会開催(於

京都〉

11. 1 1万朝報」創刊

11.14 大阪農工商会設立

11.15 岡崎商業会議所設立

11. 25 尾道商業会議所設立

11. X 日本労働協会結成

(大井憲太郎ら〉

12. 3 電信協会設立

X.X 日本製茶貿易会設立



9.12 群馬経済協曾報告(前橋)1回

9.16 大日本窯業協曾雑誌 1 集 1 号~54集624

号(昭21.12).以後「窯業協舎雑誌J.

58集643号以降「窯業協舎誌」と改題~

現存

9.20 大阪商業曾議所月報:Osaka Chamber of 

Commerce J ournal 1 号~133号 (37.

9.20). 以後「貿易通報:The Osaka 

Trade JournalJと改題.15巻1号 (134

号)~175号(明39. 4. 16~大1 1. 1. 5). 

以後「大阪商業曾議所月報」に復題，

176号~247号(大1 1. 1~昭 2.12). 以後

「大阪商工曾議所月報J248~435号(昭

3. 1 ~18. 8). r大阪商工経済会月報J 1 
号~19号(昭18.8~20.4). rチェンパ
ー:ChamberJ (昭25.1)~現存

9.25 大日本綿綿紡績同業聯合曾報告創刊今

22.5 聯合紡績月報

9. x 産業雑誌〈大津同社〉 創刊

文献87. 105 

9月 東京商業曾議所月報 l号(明治25年8月

分)~97号(同33年 8 月分) (33.9).以

後「東京商業曾議所報告J98号(明治33

年9月分)~106号(同37年 9 月分) (33. 

11. 15~37. 10). 以後「東京商業曾蹴庁

月報:The MonthlyReturn of the 

Tokyo Chamber of Commerceに復題，

1巻1号(明治41年6月分)~ll巻 3 号

(明41.7.25~大7.3.25). 以後「東京商

業曾議所報J 1 号~8 巻 5 号(大7.5.1

~14.5). r商工月報J 1 巻 1 号~10巻 8

号(大14.7~昭9.8). r東京商工禽議所
々報J (1輯:昭9.11~). r東商時報」
1 号~37号(昭22.1~25.4). r東商J1 
号~306号(昭25. 5~47. 12) // 

[9J 大阪商工雑誌(大阪同社) 1 号~7 号

(25.12.20) 文献87. 105 

10.18 信濃賓業新報(松本天佑社)1 ~4号
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(26.2.18) 

10. x 日本回漕雑誌(神戸数嶋学館) 1 号~4

号 (25.11.30) 編輯人:社川延三20)

11. 1逓 (貸業者之指針〕賓業叢談(甲府大関支

舎) 1 号~2 巻22号(明25~26.12.25)

月刊発行兼編輯人:森本保太郎

11. 22 紳戸貿易商業倶築部雑誌 1 号~5 号 (26.

(4])，以後「紳戸貿易商業雑誌」と改題，

6 号~17号 (26.5.31~27.10)

(11) *大日本中寧曾義講銭創刊~ ( )号 (30.

1.17) 月3回 文献84

12.20 東京高;兄月報(博文館) 1 号~2 巻 5 号

(27. (5]) 

12.20 *立憲改準嫌嫌報(同局) 1 号~56号 (29. 1. 

30) 半月刊

12.29 砂糖(同雑誌社)1号半月刊

12. x 境商報(鳥取西久平〉 創刊

明治26年(1893)

1. 25 電信協曾禽誌 1 号~347号(昭17.1)

2.15郵商海(勝島活版所) 4 号~140号 (26.5.8

~36.12. 7) 発行人兼編輯人:田口幸太

郎→大野幸太郎

3. 4逓大阪商;兄月報〈大阪家光堂〉明治26年6

号~2 巻 5 号 (26.7.25~28.2.21) 編

輯:稲井淳

3.15 染織工業雑誌(京都同社) 1 号~11号

(28.8.31) 

3.28 鍍山雑誌(同社) 1 号~35号 (30.3.31)

3.31 水産調査報告〈農商務省→大日本水産会→

農商務省水産局) 1 巻~14巻 2 冊〔明38)

3月 白英賓業雑誌〈同社→〔東洋出版J)1号

~27号(明33) 27号情報は文献105

(1031号〕による

4.15 殖民協曾報告 1 号~68号 (32.6.12)，以

後「殖民時報」と改題， 69号~100号(32.

8. 16~35. 11. 25) 

1. 25 

1. x 

2. 4 

2.12 

2.27 

2. x 

3. 4 

3.11 

3.23 

3.24 

3.26 

4. 7 

4.22 

4. x 

5. 1 

20) 4号に r5号ハ12月14日， 6号ハ12月30日」の予定とあり。
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日本海運業同盟会

第1回創立会

京都商工協会設立

岡山商業会議所設立

日本茶業会設立

大垣商業会議所認可

日本貿易協会発足

取引所法公布(従来

の米商会所条例廃

止〉

殖民協会発会式

実業協会第1回総会

豊橋商業会議所設立

北海道協会発会式

浜松商業会議所設立

臨時製鉄事業調査委

員会設置

中央綿系紡績同業会

富山実業協会設立



5. X 西陣織物雑誌創刊明29.5r織物要誌」
と改題

6. 1 大阪経済雑誌(大阪 聞社→大阪商工協

会)1号-23号 (27.3.15) 潰田健次郎

主幹半月刊

6. 1 賓業(山形県小松町瑞穂実業青年協会〉

1号

6.20 殖産雑誌〈同社)1号月刊

6.23 北海道水産雑誌創刊今18.(8J 北水協

会報告

6.30 賓業新報(水戸同社) 1号-7号 (27.1.

25) 

8. X 高知豚商業月報(高知商業会議所)97号~

106号 (40.7.1-41.4.15)，明42.12より

「高知商業時報J1号-358号(昭4.4)，

以後「高知商工時報J(高知商士会議所〉

359号-531号(昭4.5-18.9)， r高知県系
経済時報J532号-539号(昭19.9)

9. X 金:撃の責業創刊編輯人:松本文太郎

文献61

10.10 彊業新報(蚕業新報社)1年1号-49巻

573号(招16.1.1)// 

10.22 高知殖民協曾報告 1号-4号 (27.10.5)

10.25 産業(同社)1号-38号 (30.2. 28) // 前

田正名創刊、

10.25 名古屋商業曾議所月報:Nagoya Chamber 

of Commenrce J ournal 1号-243号

(昭2.12) (67号-77号:名古屋荷業禽

議所報告)，以後「名古屋商工禽議所月

報J244号-365号(昭3-14)//， r名古
屋商工禽議所所報J1号-20号(昭14-

18)→「名古屋商工会議所月報J-現存

11.10 商業資料 1巻4号 (27.2. 10) Shogio・

shiryo， 1巻 5号 (27.3. 10) -The 
Treasure of Commerce (大阪大阪経

済社) 1巻1号-3巻9号 (29.9. 10) 

(3巻8号:休刊)，再興1号-7年4号

(31.10.1-32.1.10)，明32.5より「大阪
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5.10 津商業会議所設立，

四日市商業会議所

設立認可

5.13 鹿児島商業会議所設

立

5.22 戦時大本営条例公布

6. 4 浦和商工会開会

6.23 桑名商業会議所設立

7. 1 商法旧会社編施行

三井合名会社に改組

三菱合資会社設立

7.16 東北本線全通

7.27 栃木商業会議所設立

(7J 銀価調査会発足

(7J 社会問題研究会(酒

井雄三郎，小島太

郎結成〉

8.11 帝国大学令改正公布

8.12 宇都宮商業会議所

8.25 福井商業会議所設立

8.26 亜細亜貿易保護協会

9.10 第1回全国茶業者大

会 -12日

9.18 知多商業会議所設立

10. X 奥羽北海道銀行同盟

会創立

11. 2 東方通商協会創立

11. 4 貨幣制度調査会議

11. 9 大阪糸綿木綿取引所

設立認可

12.18 名古屋株式取引所

(第2次〉設立免

許

12.26 青森商業会議所設立

12.27 長崎商業会議所設立

この年商法一部施行にとも

ない会社改組相つ



経済雑誌」と改題 8 年 1 号~26年 6 号

(32. 5. 25~大7.10)以後「大阪朝報」と

改題永江潟政主幹

11.10内*明治議単曾尋常師範事科講義銭(明治講学

会) 1 号~26号 [27.6.25J 金谷熊四郎

編輯兼発行

11. 13 日本貿易雑誌(横浜横浜貿易新聞社) 1 

編 1 号~12号 (27.10.5) 発行兼編輯人

衣川英治月刊

11. 26 信濃殖産協曾雑誌(長野長野石版会社→

3号~信濃新聞株式会社) 1 号~14号

(28.1. 26) 月刊

12.29 鹿島商業曾議所時報 1 号~14号 (28.3.

11).のち「康島商業禽議所月報」→「康

島商工舎議所月報」

明治27年(1894)

1. 7 恒産雑誌(仙台同社) 1 号~57号(明32.

3).以後「東北之産業」と改題.58号~

70号 (32.4.30~33.5.9) 編輯人:永津

小兵衛

1. 29 北海道協曾報告 1 号~30号(自大正 7 年

4月至大正11年3月) (大11.10) 

2.10 遁商嚢纂創刊二会 15.7 通商業編

2.10 日本貿易協曾報告 1 号~C J 明33.6.

15より「貿易」と改題

2.15 勧業と教育(鳥取勧業教育社) 1 号~4

号 (27.5.25)

2.24 日本茶業禽報告(日本茶業会中央本部〕臨

時特報1号 1回 (27.12. 5)*~ 3号(明

27.11. 9~同29.2.28) (30.1.30)2口

2.27逓賞業(山形山形県実業協会) 2 輯~4 斡

(27.4.1~27.7.10) 編輯人:小林震治

fl~ 

3.15 機業雑誌(京都→11号~高松機業社〉

「菱屋商報」より改題 6 号~15号 (27.

12.20) 

1. 6 農民協会(地租修正

派〕組織

2. X 棉作奨励会発足

3.14 全国取引所同盟会

3.16 松江商業会議所設立

3.24 帝国財政革新会発足

4.15 五二会発足

全国取引所連合会開

催 ~4.17(大阪)

4. X 横浜銀行集会所創立

5. 2 地価修正倶楽部組織

5. 4 大阪銅鉄取引所設立

5. 5 日露実業協会創立相

談会(尾崎三良ら)

5.26 綿糸輸出海関税免除

法公布 (7.1施行〉

7.16 日英新通商航海条約

8. 1 日清戦争宣戦布告

報国会結成

小樽港開港式

8. 4 報国義会設立

21) 土屋文庫所蔵による。国会図書館所裁は12.8flJ.表紙ハ茶業舎報告 >lH号。
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3.28 *中央時論(中央学会) 1 号~27号 (29.8.

20) 月刊

5.10 四日市商業曾議所報告 1 号~22号 (31.

3.5)，以後「四日市商業統計月報J23号

~139号(明31. 5~大14) ， r四日市商業
禽議所月報J140号~174号(大15~昭3.

12)， r四日市商工禽議所月報J175号~
269号(昭 4~11)

8.29 東邦協曾曾報 1 号~231号(大3.7) ， r東
邦協曾報告」より改題

9.15 質業界(伏見伏見実業青年会) 1号

9.25 館林質業雑誌(群馬県館林実業雑誌社〉

1号

(9) 海運新誌(神戸同社) 1号 文献105

10.15 興農雑誌:The Japan Agriculturist (東

京興農園) 1 号~13巻146号 (40.1) // 

月刊，以後「東京輿農雑誌」と改題

10.18 宇都宮商業曾議所報告 l 号~253号(昭3) ，

以後「宇都宮商工食議所報J254 号 ~333

号(昭16.8)// 

11. 3 *東E説林(同社) 1 号~4 号 (28.3.16)

月刊

12. 4 熊本商業曾議所定期報告 明治27年度上半

期

明治28年(1895)

1. 5 *太陽:TheSun (博文館) 1 巻 l 号~34巻

2号(昭3.2.1) // r日本犬家論集J r日
本商業雑誌J r日本農業雑誌J r日本之
法律J r婦女雑誌」を統合月刊

1. 28逓商海示録(伺会) 1 回~12回 (28.9.15) ，

のち「園の賓」と改題 14回~15回 (28.

11. 20~12.1) 

1. 31 商業講義録(帝国商業学会) 1 号~6 号

(28.4.15)，以後「帝園商業皐禽講義録」

と改題 7 号~16号(28.5.31~29.4.25)

3.26 内外海事要録(内外海事学会) 1 号~9号

(28.12.17) 月刊→4月より半月刊

古川金夫郎編
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8.17 八王子商業会議所

8. x 大日本商工会設立

9. 5 日本燐寸義会設立

9.13 九州石炭同盟会設立

lO. 1 東京商品取引所開業

lO.24 臨時軍事費特別会計

法公布

12. 1 第1回全国農事会

12. 5 第1回全国蚕糸業大
J午

"'" 
12.11 第1回全国実業各団

体連合大会

X.X 日韓通商協会設立

X. X 保険学会創設

2.13 銀行条例改正公布

3.15 大日本木蝋会設立

3.16 貯蓄銀行条例改正

3.22 伏見商業会議所認可

3.30 商業会議所条例中改

正公布

4. 1 第4国内国勧業博覧

会 ~7.31 (於京

都〉

4.17 日清講和条約調印

4.23 三国干渉

4. X 鳥取県中央勧業会

5. X 全国酒造組合連合会

6. 8 日露通商航海条約



4.22 航海雑誌(同社) 1号1 石井民司発行兼
編輯

5.18 大日本質業事曾商科講義録 第1期 1回~

明33 他に「農科講義銭J1回 (28.5.

3) ~ [明33J，r普通商科講義録Jr高等
商科講義」があり 文献29，84 

5.25 (月刊〉信濃雑誌;The Gekkan Shinano 

Zasshi ; Review and Record of Politics， 

Law， and Economics of Shinano 

号~37号 (31.9.10) 

6.10 松江商業曾議所報告 1号

6.22逓賓業雑誌(福島福島実業雑誌社) 1号~

122号 (38.10.15) 明42.5r寅業」と改
題月刊

7.16逓*醗謹雑誌(同社) 1 号~3 号 (28.9.1)

8.10 英国商業雑誌:British Trade Journal 

(向社) 1 巻 1 号~13巻73号 (40.4. 1)，

以後「日英商業雑誌:Anglo Japanese 

Trade JournalJ (同社)13巻74号~20

巻117号(明40.6.15~大3.8)

8.27 岐阜鯨農商工報告 1 号~49号(大3.12)

9.15 日韓逼商協曾報告 1 号~39号 (31. 12. 

22) 

9.16 東京古泉曾報告 1 号~17号 (30. 1. 23) ，

以後「東京古泉曾雑誌」と改題， 18号~

29号 (30.2月 ~31. 5.14) 編輯兼発行者

:中川善

9.20 保険雑誌(保険学会) 1 号~289号(大10.

5)，以後「保険皐雑誌」と改題， 290号

(大10.6) ~現存

10.30 中央農事報(第1次) (産業社) 1 号~3

号 (28.12. 30) //休月刊 33.4.20r中
央農事報J (第2次〉 創刊

11. 15 東洋経済新報:The Oriental Economist 

1 号~2976号(昭35.12.10) 主宰:町

田忠治→明30~天野潟之→明40.3~植松

孝昭旬刊以後「週刊東洋経済」と改

題. 2977号(昭35.12)~現存
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6.18 生糸検査所法公布

6.20 九州実業協会〔発足]

8.24 高崎商業会議所設立

8.30 横浜商業会議所認可

8. x 大日本蓄産会設立

9.25 全国商業会議所連合

会議開催 ~9.29

9.27 函館商業会議所設立

[9J 秋田鉱業同盟会発足

10.16 三菱合資会社・銀行

部開業

11. 1 住友銀行開業

11.16 日英実業協会披露会

水産調査会設置

12. 2 小樽商業会議所設立

12.27 上回商業会議所設立

この年企業勃興はじまる



12.21 賓業費函(修道堂)1号月刊

X.X 東京交換所竿季報告第1回〔明治28年上

半期J~64回(大正15年下半期〕山

明治29年(1896)

2. 9 日本海事雑誌:海軍海運及通商擁張之機関

; The Marine Magazin巴(海国社) 1 

号~22号 (31.4) 

2.11 東京質業雑誌(同社)1号

2.28 金津商業曾議所月報 l号(明治29年1

月)~57号(同38年 2 月) (38.3.3) 

2月 長崎商業曾議所報告 l 回~4 回 (31. 2. 

24)， 1 号~16号 (31.9.30~35.3.20) ，

のち「長崎商業曾議所報J ~111号(昭

2)， r長崎商工禽議所報J112号~136号

(昭3~ 6)， r長崎商工会議所経済月
報J137号~283号(昭18) // 

3.13 勧業雑誌(勧業合資会社)1号信田忠蔵

編刊

3.31 博多商業曾議所報告 1号(明治29年1月

分)~35号(同37年12月分) (38.8) 

3月 函館商業曾議所事務報告 1 同~3 回 (30.

12.30) 

4.28 島根豚産業別報 1 号~12号 (31.4. 13) 

文献11

5.14 大日本盟業協舎〕曾報 1 号~75号 (36.

12.7) 季刊→月刊

5.15 織物要誌(京都織要社) 1 号 ~100号

(37.10.15)， r西陣織物雑誌」を改題
5.25 鳥取軍事中央勧業曾曾報 1 号~9号 (30.6.

25) 

5.30 大日本畜産曾報告 1 号~12号 (36.4.25)

5. x 銭遁(同雑誌社) 1 号~137号〔大 6.1 1.

15) 

6.20 庚報雑誌(広報館)1巻1号 (29.6.20)

月刊発行兼編輯人:渡逢親之助

6.28 鹿児島商友曾誌(鹿児島同会)1号半

1. 21 第3回全国農事大会

2. 6 東京興信所創立

2.19 高岡商業会議所設立

3. 1 進歩党結成(立憲改

進党，立憲革新党

などが合同〉

3. 7 神戸生糸検査所設立

3.10 大日本塩業協会設立

3.20 会津実業青年会創立

総会

3.24 造船奨励法，航海奨

励法公布(10.1施

行〕

3.28 横浜生糸検査所設立

登録税法，酒造税法，

営業税法，葉煙草

専売法公布 (31.1. 

1施行〉

3.30 八幡製銭所官制発布

貿易品陳列館設置

(30.7.28 商品陳

列館を改称〕

3.31 台湾総督府条令公布

4. 1 大阪手形交換所開業

(12年設立の旧交

換所は11月に解

散〉

4. 2 社会政策の研究団体

発足， 30.4.24社

会政策学会と命名

(桑田熊蔵ら〉

4. 8 移民保護法公布

河川|法公布

22) 明治20年-24年上半季分は「東京銀行集会所半季報告」に報告。
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月刊

7.25 *世界之日本(開拓社) 1 号~5 巻56号 (33.

3. 2) 11 半月→31年月刊→週刊竹越輿

三郎創刊，以後新聞「世界之日本」

8. 3 仲買人雑誌(同社)1 号~4 号 (29.10.15)

10.10 横漬商業禽議所月報;Monthly Report of 

the Y okohama Chamber of Commerce 

I 号~115号 (38.5)，以後「横潰商業舎

議所機門月報」と改題 116号~325号

(明38.6. 25~大12.11) ， .1号(大正13

年5月分)~42号(昭和 2 年 11 月分〉

〔昭2.12)，以後「横潰商工舎議所月報」

→「横漬商工月報J (昭10.5より「横漬

経済統計月報」を分離〕→「神奈川際商

工経済曾報」→「横漬商工時報」→「横

浜商工月報J~現存

10.20 *大日本;The Greater Japan; Monthly 

Reveiw of Po1itics， Finance， Commerce， 

Art and Literature→An International 

Journal of Commerce，Industry， Engi-

neering， Finance and 0伍cialReview 

松本君卒主筆月刊

大日本社版 1 巻 1 号~3 巻 8 号 (31.

11. 1)， 10 巻 11 号~11巻 5 号 (39. 11. 

20~40.5. 1) 

大日本編輯局・日米商工協会版「日米通

商雑誌J 1巻1号 (31.2. 14逓)~3 

巻2号 (32.12)，以後「日米通商大日

木J 3 巻 3 号~4 巻 7号 (33. 1. 20~ 

34.7.15) 

直美通商雑誌大日本社版「亜美通商雑誌

大日本;The American-Asiatic Co・

mmerce and Greater JapanJ 5巻1

号~6 巻 4 号 (37.10.25~39.4) 月

刊

10.21 日本煙草雑誌;Nippon Tobacco Journal 

(同社) 1 編 1 号~9 巻 7号 (38.4.25)1

月刊
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4.20 銀行合併法，

日本勧業銀行法，

農工銀行法公布

5. 9 電気事業取締規則公

布 (6.1施行〉

5.14 北海道鉄道敷設法

5. x 東京貸資協会発足

6. 9 朝鮮に関する日露協

定(山県・ロパノ

フ協定〉調印

6.19 水戸商業会議所設立

7.25 新潟商業会議所設立

8.10 太田商業会議所設立

8.28 神戸銀行集会所設立

9.16 佐渡鉱山，三菱合資

に払下

9. 18 第2次松方内閣〔松

限内閣〕成立

9.25 国立第一銀行，株式

会社第一銀行に転

換(以後32年2月

までに122行が国

立銀行より普通銀

行に転換〕

9.26 神戸商品取引所設立

9.29 佐賀商業会議所認可

10.19 第1回農商工高等会

議開催 ~10.26

11. 19 経済事情攻究会開会

(大江卓，原六郎

ら〉

12. 5 群馬県蚕糸業協会

12. X 福島商業倶楽部開館



11. 4 農事調査(農事調査会) 1 号~11号 (31.

5.20) 

12.31 曾津賓業青年曾曾報(若松岡会)1号

(29年10月〉

12.31 岡山商業曾議所〕商工黛報 1 号~6 号

(30.12). のち「岡山商業曾議所商工業

報」→「岡山商工業報J*

「岡山商工会議所八十年史」などによる

X.X 群馬蘇農商工公報 1号~明治44(明45?J 
文献11

明治30年(1897)

1. 25 上回商業曾議所報告 1 号~9号(32.6.6)

2. 4 賓業世界(実業家保全会) 1 号~9号 (30.

12.22) 

2.15 小樽商業曾議所月報 1号(明治30年1月〉

~225号(昭2.9). 以後「小樽商工会議

所所報J226号~287号〔昭3.1~昭18) 11 

3. 1 殖産雑誌(耕牧園→9号~殖産雑誌社)1 

号~12号 (31. 1. 25) 発行兼編輯人:松

田秀衣郎

3.25 農商務省商工局臨時報告 明治30年1冊~

同38年3冊 (38.3.31).以後「農商務省

商工集報」

3.30 *早稲田寧報(早稲田学会→167号早稲田大

学校友会) 1 号~581号〔昭19. 1) 月刊

復刊 1号(昭33.9) ~現存

4.17 本社曾雑誌(同社) 1 巻 1 号~l 巻15号 (31.

8). 1巻7号以降「日本宗教」を合併

月刊布川孫市主筆23)

5. 1 *進歩黛嫌報(同局) 1 号~27号 (31.6. 5) 

5.25 日本経済雑誌〔大阪 同社) 1 号~40号

(明31) 潰田健次郎，件直之助主幹

発行兼編輯人:三宅延三郎旬刊24)

6.10 賓業之日本(同社〉主宰:光岡威一郎(明

33没)→増田義一，昭39.7より「質業の

日本J~現存

23) 1巻15号情報は文献105(945号)掲載の広告。
24) 40号情報は文献220
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1. 22 阿波商業会議所設立

山形商業会議所設立

2.27 ハワイ日本人移民上

陸拒否問題おこる

2. x 北陸同盟銀行会設立

2. x 工業団体同盟会設立
(村松民太郎ら〉

3. 2 足尾鉱毒事件

3.24 新聞紙条例改正公布

3.29 貨幣法公布(金本位

制採用 10月施行〉

関税定率法，国税徴

収法，免換銀行券

条例改正公布

3.30 北海道固有未開地処

分法公布 (4.1施

行〉

3. x 国際法学会設立

4. 1 台湾銀行公布
4. 2 遠洋漁業奨励法公布

4. 3 社会問題研究会結成

(樽井藤吉ら〉

4.12 森林法公布，重要輸

出品同業組合法公

布

4.19 株式組織横浜商品取



6.30 産業指針(千葉町同社)1号月刊

6. x 三井銀行本部旬報明30.6-32.3 旬刊，
以後「三井銀行報知」に改題明32.4-

798号(昭18.3)，明36.1より「三井銀行

報知付録」を発行 1号-48205号(昭

18. 3) 

(6) 鳥取市責業協禽月報 1号-2号 (30.7)

7. 5 賓船(実業教育社)1号-2号 (30.7.20)

半月刊

7. 7 工業談話曾曾報(同会)1回-3回 (31.3. 

9) 

7月 水戸商業曾議所報告 1号

11. 5 足利機業雑誌(足利町 同発行所→足利機

業組合雑誌部)1号-8号 (31.6. 25) 

11. 25 賓業世界(同雑誌社)1号-3号 (31.1. 

25) 

11. 27逓責業教育〈同社)1巻1号-2巻14号 (31.

6.25) // 

11. 30 大阪銀行遁信銀(大阪大阪銀行集会所〉

「銀行報告誌」より改題 1号-540号

〈昭17.8)// 月刊， 以後「全園金融統

制舎報」に吸収

12. 1 努働世界;The Labor World (労働新聞
社)1号-100号 (34.12.21) 月2回→

月3回編者:1号-21号 (31.10.1); 

篠崎伊奥亮， 22号 (31.10. 15)-100号;

片山潜，以後「内外新報J(日刊〉明35.

1-35.2， r努働世界J6年1号-7年
6号 (35.4.3-36.2.23)，r祉禽主義」
7年7号-8年14号 (36.3.3-37.12.3)

「渡米雑誌J9年1号-9年5号 (38.1.

3-38.5)， r亙米利加J (同社→日米通
信社)10巻1号-11巻6号 (39.1-40.

6)，以後「渡米J (渡米協会)1巻1号

-2巻1号 (40.11.12-41.1.5)

X.X 第二銀行〕管業報告書第1期〔明治29

年下半期)-第3期〈明治30年下半期〉

(明31) 文献55
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引所設立

4.27 生糸直輸出奨励法

4.28 大蔵省官制改正公布

4.30 酒田商業会議所設立

4. x 造船協会設立
6.22 帝国大学を東京帝国

大学と改称

京都帝国大学新設

7. 1 神戸手形交換所開業

7. 5 労働組合斯成会結成

(職工義友会改称〉

8. 2 日本勧業銀行開業

8. x 北陸，東北を中心に

11月下旬まで米騒

動

9.17 日本・オランダ通商

航海条約公布

9. x 那覇商工会設立
10. 5 大阪銀行集会所設立

10.17 大阪築港起工式

11. 27 静岡農工銀行設立

(以後33年迄に各

府県に46行農工銀

行設立〉

12. 1 鉄工組合発会式

12. x 商人倶楽部発足

この年綿糸の輸出高，輸入

高を超える

翌年にかけて日清戦後の第1

次恐慌おこる



明治31年(1898)

1. 1 日本染色雑誌(大阪 同発行所) 1 号~5

編7号 (35.7.25)

1. 20 農(同発行所) 1 号~40号 (37.7.20)

1. 24 新潟商業曾議所報告 1 回~79回(大8) ，

以後「新潟商業禽議所所報」

2.11 *外交時報;Review Diplom呂tique(同社)

1 号~112巻952号(昭28.1) 休刊:昭・

28. 2~32.12 復刊 1 号 (953) (昭33.7)

~現存

2.14 農商務省商品陳列館臨時報告 1 号~2 号

(31. 4. 30) 

2. 14逓日米通商雑誌;The Greater Japan; The 

Japan-American Commerial Journal 

(大日本編輯局， 日米商工協会〉編輯主

任:松本君卒 1 巻 1 号~3 巻 2 号 (32.

12)，以後「日米通商大日本J(英文誌名

は同じ) 3 巻 3 号~4 巻 7号 (33. 1.20 

~34.7.15) 7+29.10.20 r大日本」
3. 7 *慶慮義塾事報 1 号~209号(大3.12) 月

刊，以後「三回評論」と改題， 210号(大

4.1) ~現存

3. 16 研農曾報告(京都京都府研農会)1号~

8号 (33.4.13)，のち「京都府研農舎舎

報」と改題 16号~24号 (34. 12. 26~36. 

10.26) 

3.25 *高等商業母校同窓曾曾誌 1 号~26号 (36.

2.28)，以後「東京高等商業率校同窓舎

曾誌J27号~129号(明36.4.30~大9.6.

30)，以後如水会と合同し「如水禽禽

報」と改題 ~現存

4. 4 宮城懸農商工報 1 号(明治31年 1 月)~

50号(同35年2月)(35.3.12)，以後「宮

城豚勧業報告J51号~69号(明35.6.16

~大8.6.30)

4.13 阿波商業曾議所報告 2 号~1O号 (33.3.

31) 

5. [lJ 賓業;The Trademen's to be published 
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1.10 京都銀行集会所設立

1.11 直江津商業会議所設

立

1.12 第3次伊藤内閣成立

1.15 京都手形交換所設立

1. 22 前橋商業会議所設立

3.10 木曜会発足

4. 5 日本鉄道矯正会結成

4.23 大倉高等商業学校

(のちの東京経済

大学〉

4.27 貧民研究会結成(片

山潜，横山源之助

ら〕

5. 4 実業同志会発足(渋

谷喜作，雨宮敬次

flBら〉
5.18 生命保険会社談話会

(のちの生命保険

会社協会〕成立

5.19 財政整理期成同盟会

(曽我祐準，富田

鉄之助〉

6.21 民法4，5編公布

(7.16 全編施行)

6.22 憲政党結成

6.30 第1次大限内閣成立

(隈板内閣〉

7.11 和歌山商業会議所設
立

7.26 松山商業会議所認可

8. 1 豊田佐古自動織機の

特許取得

8. 4 活版工同志懇話会結

成

9. 2 日本綿花同盟会結成

10.18 社会主義研究会結成

(片山潜，幸徳、秋



on the First and the Fifteenth of 

Each Month (間発行所)1号 (*31.5. 

6逓)~30号 (32.9.1)

6.21 埼玉経済時報(埼玉同社) 1 号~30号

(33.11. 30) 

6月 尾道商業曾議所報告 1 号~7 号 (31. 12. 

21) 

6. X 産業評論;lndustrial Review (同社) 1 

号~104号 (40.4.1) 小林肱水主筆

月刊

7.14 農事雑報;The Agricultural Journal (同

社) 1 巻 1 号~12年139号 (42.12) 月

刊

7.25 函館商業曾議所報告 1 号~28号 (34. 12) 

8. 5 * [憲政黛]黛報(同局) 1 号~6 号 (31.

10.20) 半月刊以後「憲政黛黛報」と

改題

10.15 '桐生之工業(柄生町桐生社) 1 号~59号

(36.8) 月刊，以後「織物工業J20号

~151号 (36.9.5~44.9.1) 月刊

10.20 *蔓湾協曾曾報 1 号~100号 (40. 1. 20)，

以後「東洋時報」と改題 101号~279号

(明40.[2J~大10.12.20)， 280号(大11.

1)より「東洋」

10.25 銭這協曾誌 1 巻 1 号~1 巻 3 号(32.5.

25) 

10. X 保険銀行時報(同社) 1 号~2110号(昭18)

11. 3 商業世界;The Commercial W orld (同文

館) 1 巻 1 号~6 巻 8 号 (35. 1.1)

12. 1 * [憲政本黛〕薫報(憲政本党々報局)1号

~4 巻 2 号 (42.1 1. 10) 半月刊

12. 5 *憲政煎策報(同局) r黛報」より改題 1
巻 1 号~4 巻44号 (33.9. 25) //半月刊

12月 *東亜時論(東亜同文会) 1 号~26号 (32.

12) [以後「東亜同文曾報告」に改題

か?J
明治32年 (1899)

1.17 大日本農事奨励義曾報 1 巻 1 号~3 巻 6
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水ら〉

10.20 第3回農商工高等会

議開催

10.22 専売局官制公布

11. 2 東亜同文会創立

11. 3 憲政本党結成

11. 8 第2次山県内閣成立

11.12 社会学研究会設立

(加藤弘之ら〉

11. 28 帝国鉄道協会設立

11. X 全国農工銀行連合会

12. 6 第6回全国農事大会

12.13 地租増徴期成同盟会

組織

12.30 地租条例改正公布

12. X 労働組合研究会結成

(神戸〉

1. 1 大日本綿糸紡績同業

連合会第2次繰業



号 (33.6.25) 月刊

1. 22 (耕地区責改良〉大成同盟禽曾報(同会本

部) 1 編~5 編 (34.6.23) 発行兼編輯

人:樋田魯ー

1. 25 *中央公論;The Central Review (反省

社→中央公論社)14年 1 号~59年 7 月号

(昭19.7)，再建1号〈昭21.1) ~現存

「反省舎雑誌:The Temperance; a 

MagazineJ (京都反省会本部〕創刊

号(明20.8)，再刊l号 (20.12)~25 

年3月号 *25年4月号:休刊

「反省雑誌J (京都→東京同社)7年

4 号~13 年 12号〈明25. 5~31. 12. 1) 

より改題

1. 25 買業評論(同社) 1 号~133号 (43.2.1)

月刊編集人:久保田高三

1. 28 海洋;The Marine Magazine (帝国海事

会) 1 号~19号 (35.5.19) 月刊

1. 30 税務協曾雑誌 1 号~176号(大 5)

1. 31 *紅曾;Shakai ; The Society (社会学研究

会) 1 巻 1 号~3 巻12号 (34.12.20)

月刊布川孫市主筆，以後「枇曾皐雑誌

; The J ournal of Sociology J 4巻1号

~5 巻 3 号 (35.2.5~36.4.25)

2.10 簿記世界(簿記学研究会) 1 巻 1 号~22巻

11号(明32.2.10~大9.12) 月刊，以後

「簿記」と改題

2.10 商事新報(同社) 1号月刊

2.11 新農報;The New Agricultural Report 

〔大阪同社) 1 号~216号〔大 5) 月

刊

2. 13 *三田評論;Mita Review (同社) 1 号~44

号 (41.3.1)年8回→年3回→年8回，

以後「三回皐禽雑誌」と改題

2.20 東海賓業雑誌(名古屋同社)3号

文献17

[2J 商業遁信録(帝国商業興信社) 1 編~2 編

(32.3.9) 
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短縮

1. x 全国商工業同志会

2. 7 実業学校令公布

2.12 西部銀行集会所設立

2.13 所得税法公布

2. x 実業倶楽部発足

3. 1 郵便条例改正公布

3. 2 北海道旧土人保護法

公布

特許法，意匠法，商

標法公布

農工銀行法中改正法

律公布

3. 4 著作法公布

3. 8 船舶法及び船員法

3. 9 商法改正公布

3.14 関税法公布 (8.4施

行〉

3.22 耕地整理法公布 (33.

1. 15 施行〉

北海道拓殖銀行法

3.23 国有林野法 (7.1施

行〉

3. x 大日本水産大会(於

鹿児島市〉

4. 1 塩業調査所設立

4. x 第1回府県実業相談
A 
Zミ

5.15 日本製紙所組合，製

紙所連合会より改

称

6. 8 久留米商業会議所設

立

6. 9 農会法公布 (33.4.1

施行〉

7.13 新開港場22港を指定

(清水港など〉

7.17 日英通商航海条約



5.25 帝国畿道協曾曾報 1 巻 1 号~40巻(昭

15)，以後「汎交通」と改題

6. 1 海高温報(海商社) 1 号~2102号 (45.6)

~4625号

6.15 *大帝国;The Great Empire (博文堂)1 

巻 1 号~3 巻10号 (33. 11. 20) /1 半月

刊

(7.20) 賞用商業雑誌;Practical Commercial 

Magazine (同社) 1 号~7 号 (32. 10. 

20) 半月刊

8. 5 農業世界(同社) 1 巻 1 号~3 巻 6 号 (34.

3) // r日本農業新誌」を改題
8月 古泉品評曾誌(東京古泉協会) 1 号~2 号

(32. ll)，以後「東京古泉協舎雑誌」に

改題 3号 (33.2)~17号 (35.9)~大7.

7 年6回，以後「貨幣J (東洋貨幣協

会〉に改題 1 号~298号(大7.8~昭19.

1) // 

9.11 商品雑誌(同社)1号月刊

9.15 *明治法事(明治法学会) 1 号~74 ・ 75号

(37.8) 月刊，以後「明治皐報J (明

治大学明治学会)76号~132号 (37.9.8

~41. 12. 8) 月刊，以後T明治評論」

(明治大学内明治評論社)12巻1号(133

号)~12巻 9号 (42. 1. 1~9. 1) 月刊

10. 1 農業報知(簡易農学会) 1 号~7 巻 1 号

(38.1.1) 月刊

10. 4内賓業倶集部(大阪同部) 1 号~66号 (36.

4.10) 月刊

(12) *東E同支禽報告 l 回~132回 (43.6) //月

刊，以後「東亜同文舎支那調査報告書」

と改題

X.X 努働月報〈大日本労働協会月報局)1年1

号~8年 6 号 (39.18.25) 月刊

明治33年 (1900)

1.x 責業同志曾雑誌創刊 文献91

2.23 東京管業便覧(博報堂)1輯 編輯兼発

行者 :JII島静治
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(27年調印〉など

発行

改正条約実施(内地

雑居〉

輸出税全廃

9. 3 下野実業懇話会発会

9.15 札幌実業協会設立

9. x 大日本労働協会設立

(大井憲太郎ら〉

10. 2 普通選挙期成同盟会

結成〈山口弾正ら〉

ll. 1 東京銀行倶楽部開設

11.15 帝国海事協会設立

12.10 京都銀行倶楽部設立

1. 22 全国漁業組合連合会

総会

1. 28 社会主義協会(社会

主義研究会より改



3. 7逓賓業新報(同社) 1 巻 1 号~2 巻 4 号 (33.

8.10) 月刊

3. 7郵各地織物要誌(有文社) 1 号~130号(大

1) 月刊

(3.20J 商海時報;Commercial Journal (同社〉

1 巻 1 号~2 巻12号 (34.2.20) 月刊，

のち「帝園経済雑誌;The Imperial 

EconomistJ (同社) 3 巻 1 号~5 巻 4

号 (35.1.20~36.4.20) 月刊

3.25 内外茶業新報(茶業組合中央会議所)1号

~59号 (38. 1. 25)

3.31 静岡豚勧業報告 1号，明35.3編纂分，の

ち「静岡懸勧業実報」

4.10 明義〔同雑誌社) 1 巻 1 号~8 巻 4 号 (40.

8) 月刊瀧本誠一主筆，以後「政治経

済雑誌J (同社〉と改題 8 巻 5 号~9

巻 7 号 (40.7.7~41.7) ff 
4.11 *国力(同社) 1 号~16号 (33.8.18) 週刊

→半月刊

4.20 中央農事報(第2次) (農事会本部→全国

農事会〉 月刊 l 号~128号 (43.1 1.

25) 大島圏三郎編集，以後「帝図農曾

報」

5.10 鏡業雑誌(鉱業社) 1 号~3 号 (33.7.10)

月刊

5.30 仙蓋商業曾議所報告 1 回~13回 (35.12.

25) 

(6.10J 臼本商業新報(同社) 1 号~3 号 (33.8.

10) ~3 巻 3 号 (35.3.10) 月刊 (*33. 

6.25逓〉

6.15 貿易;Commerce ; Le Commerce ; Handel 

; El Commercio C日本貿易協会) r日
木貿易協舎報告」より改題 1 号~44巻

2号(昭19.6) 月刊

6.25 水産(水産学会→水産同窓会)1年1号~

7年臨時増刊号 (40.3.23)*明35.4r水
産同窓曾誌」と「水産J (同学会〉が合

併，以後水産同窓会の機関誌となる 月
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組〕

1. 29 有楽会結成(井上馨，

渋沢栄一，益田孝

ら〉

2. 1 横浜手形交換所開業

2. 12 農会令公布 (4.1施

行)

2.19 綿糸ツラスト ~34. 

1. 

2.28 国民経済会(金子堅

太郎，有賀長久

ら〉

3. 7 産業組合法 (9.1実

施〉重要物産同業

組合法，土地収用

法公布

3. 10 治安警察法公布(集

会及び政社法廃

止〕

3. 14 電信法公布

3.16 私設鉄道法，鉄道営

業法公布

3.22 保険業法公布

3.23 日本興業銀行法公布

4. 2 北海道拓殖銀行開業

4. X 各地に金融恐慌

5. 7 西部銀行同盟会(九

チI'i.中国，四国の

銀行同盟の連合〉
結成

5.11 日本船主同盟会(日

本海運業同盟会よ

り改称〕

5.14 長野商業会議所設立

5. 16 実業調査会設置

京都府農会，群馬県

農会設立認可，以

後各府県農会設立



千日→季刊

7.27郵責業世界;The Jitsugyo Sekay (大阪

同社) 1 号~41号 (36.4. 15)~60号 (37.

11.1) 

9. 1 大日本貨幣研究禽雑誌;The Numismatic 

; The Coins of W orld 1 号~45号

(37.6.1) 月刊

10.15 *政友(立憲政友会報局) 1 号~478号(昭

15.9. 1) // 月刊

11.16郵武毛之買業 ;(7号~51号) The Bumo no 

Jitsugyo (熊谷町→川越町実業社〉

1 号~2 号 (33.12.15) ~67号 (36.12.

5) 

11. x 長崎税務曾誌(長崎同会) 1 号~4 号

(34. 2. 28) ~ 7号 (34.5.28) 月刊

発行兼編輯人:湯浅清吉

明治34年 (1901)

1. 1 商海之少年(帝国尚商会) 1 号~7号 (34.

4.10) 半月刊

1.15 関東賓業雑誌(宇都宮同社) 1 号~10号

(35.1. 10) 月刊

1. 25 農業敬育(東京帝国農科大学内農業教育研

究会) 1 号~538号(昭26) 月刊

2. 9郵銀行協曾雑誌 1 号~45号 (35.6.25) 月

刊

2.15 寅業世界〈同社) 1号半月刊

3. 5 名古屋経済曾報告 1 回~2 回 (34.5.27)

3.15 大日本農事協曾報 1 号~24号 (36.11.5) 

月刊臨時17号 (35.10.25)

(3.25J 北海道之拓殖;The Cultivation of 

Hokkaido (同社) 1 号~2号(34.4.25)

月刊編輯人:坂元治八郎発行兼印刷

人:中村八太郎

3. x 西部銀行集曾所月報〈福岡) 1 号~10号

(35.1) ~昭19 文献51，79 

4. 1 経済時報*(京都同社) 1 巻 1 号~3 巻

31号 (36.10. 15)，以後「法政時論J(京

都京都法政専門学校出版部→京都法政
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相つぐ

5.19 陸海軍両者官制公布

軍部大臣現役武官制

6. 2 広島手形交換所開業

6. 2 行政執行法公布

9.15 立憲政友会結成

9.24 国民間盟会結成

9. x 貧民研究会(井上友

ーら〉結成

10.19 第4次伊藤内閣成立

12月末~翌34年にかけて日清

戦後の第2次経済恐慌

2. 3 黒龍会発会式(内田
良平〉

2.24 福岡築港起工式

3.23 大阪同盟銀行集会所

解散，大阪銀行集

会所組合に合流

4. 3 第1回日本労働者大

懇親会開催

4.21 鹿児島築港起工式

4. x 34年恐慌のピーク

5.11 日本船主同盟会発足

5.18 社会民主党結成

5.27 山陽鉄道神戸馬関間

全通

6. 2 第1次桂内閣成立

6.13 製茶トラスト協議会

7.20 理想団発会式(黒岩

周六，内村，幸徳

ら〉

9. 1 全国窯業品共進会開

催 ~9.30

9.10 大日本労働団体連合



大学出版部)4巻1号-4巻14号 (36.

11.29-37.12.28)月刊，大5.1より「立

命館皐誌」と改題25)

4. 1 *評論(浦和同社)1号-150号 (41.5.5)

半月刊野附常雄主幹発行兼編緯人:

金子菊兵衛

4. 5 殖民公報(札幌北海道庁殖民部)1号

(明治34年3月)-123号(大10.12.5)//

4.10 *東洋(経緯社)1号-2巻5号(34.12.10)

4.15 大農闇創刊=会22.3 農談

4.20 経済叢書(経済書庖)1号-26号 (36.5.

23) 11 月刊

4.25 賓業世界(芝区実業会)1号

5. 8郵責業倶集部(大日本青年実業倶楽部)1号

-2号 (34.5.28)半月刊

5.12 経済評論:Economic Review (同社)1 

巻1号-12巻12号(大1.12) 半月刊

小手川豊次郎主幹

5.29 貌閥月報(横浜横浜税関)1号-99号

(42.8.31) 

5.30 税務行政(中央税務研究会)1号-14巻8

号(大3.12) 月刊

6.25 *雄耕時論(清華堂)1号

7.20 帝園農報;The Teikoku-Noho (帝国農事

会)1号

7.25 法律鰹演;木曜会雑誌(大阪木曜会)1 

号-32号 (37.2.10) 月刊編集兼発行

人:菅原大太郎

9.21 書技大福帳(熱田丹心館)1号-15号

(明35末〉 月刊文献17による

10. 1郵賓業世界;Business World (エックス倶

楽部)1号-4巻6号 (37.6.5) 月刊

編輯人:青木銀蔵 *34.5.24 内務省認

可

10. 5 賓業時論(大日本実業学会)1巻1号-4

巻9号 (37.5.1) 月刊→37.1-半月刊

25) のちに TheEconmic Timesの英文誌名を付す.
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本部結成

10. 2 関東実業大会(於水

戸〉

11.12 八幡製織所開業式

11. 27 商工経済会総会(経

済研究会，東京商

工相談会の合同〉

12. 5 大阪三品取引所(大

阪糸綿木綿取引所

の改称〉発足

X.X 経済学談話会(秀英

舎の豊原又男ら〉



10.12 経済時報(同社) 1 号~222号(大12.6.1)

半月刊

11.15 産業組合報(京都産業社) 1 号~59号

(昭ll)

11. 26 新経済(同社)1号半月刊

12.20 経済論集(専修学校理財学会) 1 輯~2 輯

(35.5.23)，以後「経済論叢」と改題，

3 輯~5輯 (36.4.4~37.7.7)

X. X 長崎税関外国貿易月報明治34~昭151/

「長崎港外九港外園貿易月報」の続き

文献52

明治35年 (1902)

1. 1 *京都法政母校講義録 第 1 学年 1 号~14号

[ J 第 2 学年 1 号~21号，第 2 期 l 学

年1号 (35.9) ~12号[ J 

「立命館創立五十年史」による

2.11 法律事・経済事・内外論叢(京都帝国大学

法科大学) (大阪宝文館)1巻1号~

5巻6号 (39.12)11 隔月刊
2.28 神戸商業曾議所月報 1 号~40号 (38.5.

15) 

2. x 賓業之大阪(大仮同社) 1 号~288号(大

4.12) 

3.10 経済世界;The Economic World (同文
館→26号;明37.1~世界経済社) 1巻1

号~40号 (39.1) 11 月刊 *英文誌名は

世界経済社版から

3.13郵商j毎月報(有文舎) 1 号~61号 (40.9.20)

月刊

3.21 松代勧業祉月報 1 号~26号 (37.4.20) ，

以後「松代勧業協舎月報J27号~62号
(37.5.20~40.3.20) ， r松代勧業J(同
協会)63号~79号 (40. 4. 16~40. 12. 18)， 

以後「動業新聞」と改題

4. 5 商家の友(時事新報社) 1 号~55号 (39.

10) 月刊

4.25 賓業(長野実業奨励会)1号月刊編

輯兼発行人:小林伊助
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1. 14 

1. 30 

3. 3 

3.25 

3.28 

3.27 

4. 6 

4.11 

(4J 

5.12 

5.17 

5. x 
6. X 

東京統計協会設立認

可(昭19.7 統計

学社と合併し日本

統計協会〉

日英同盟協約

朝鮮協会創立総会

(38.3 東亜同文

会に合併〉

商業会議所法公布

(7.1施行〉

神戸高等商業学校設

立

農会令改正公布

土地復権同志会結成

(宮崎民蔵ら〉

日本興業銀行開業

清韓協会発足(渋沢

栄一，近藤康平

ら〉

大日本労働至誠会結

成

漁業組合規則，水産

組合規則 (7.1施

行〉

日本実業協会設立

社会問題研究会(札

幌，竹内余次郎



5. 6 東洋貿易新誌;BOCTOqH副首 ToprOB副首

BもCTHIfKb; The Orienial Trade 

Magazine (日本海外貿易協会)号

月刊

[5.18J 内外織物新報(染織新報社) 1 号~22号

(37.2.18) 月刊発行兼編輯人:山下

巌太郎

5.27郵織物界(同雑誌部) 1 号~215号(大9.4)

月刊

5.28 内国税嚢纂(東京税務管理局→3号~同監

督局) 1 号~3 号 (35. 12. 26) ~69号

(大3.6)

6. 4 津軽産業禽報(弘前同会) 1 号~2 号

(35.12.17) 

6.21 織物月報(有文舎) 1 号~62号 (45. 1. 1)

7. 5 朝鮮協曾曾報 1 回~10回 (38.4.15) 編

輯兼発行人:野尻三蔵

7. 12 東京商業謬曾曾報(私立東京商業学校内同

会〉第1冊年2回

8.14郵大阪物慣時報(大阪同社) 1 号~44号

(39.10.15) 月刊編輯人:村上善吉

[8J 足利染織月報(足利足利染織研究会〉

月刊 1 号~33号 (38.4. 20)~317号(昭

[3J) (足利染織試験所〉

9. 5 曾津賓業雑誌(若松同社) 1号半月

刊

[9J 商業講習録(商業学会) 1 号~2 号 (35.

10.20) 月刊 *33.11. 13郵函号45号

と記載あり

10.10 成功:Success (同雑誌社) 1 巻 1 号~30

巻3号(大4.12) 月刊→半月刊→月刊

10. [10J賓科教育(開発社) 1 号~3 号(35.12.10)

~6 号 (36.3.10) *35.10.20郵月刊

10.15 保険(同発行所) 1号月刊

11. 20郵経済事情(経済攻究会) 1 号~11号 (36.4.

20) ~42号 (38.1 1. 28) 月刊

11. 20郵賓業時論(同編輯局) 1 号~75号 (41.7. 

28) 月刊高見鍛蒲主幹編輯人:久
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ら〉

7. 1 大白木綿糸紡績同業

連合会第4次操業

短縮

7.16 呉海軍工廠スト

7. x 福島商業会議所設立

9. 1 名古屋手形交換所開

業

9. 2 東京専門学校，早稲

回大学と改称

10.12 東部農工銀行結合大

会開催

10.17 関東実業連合大会開

催 ~10.19

10.28 大日本紡績連合会

(大日本綿糸紡績

同業連合会より改

称〕

[10J 帝国蚕業調査会設立

11. 1 専売局官制公布

11.11 第10同全国農事会

12. 1 国勢調査に関する法

律公布

12.27 食会に於て農事に関

する事項調査の件

(農事統計の開始〕

この年社会主義地方結社の

結成進む



米川治三郎

12. 5郵 〔寅業雑誌〉宮圏膏年(同社)1号-3号

(36.2.5) 月刊

12.19 *和悌法律事校高等科講義録 1号-3号

(36.2.12)月3回押23.1 和傍法律

皐校講義銭

X. X 日本皮革時報;The Japanese Shoe and 

Leather Trades' Review (益世社→日

本皮革時報発行所) 1号-13年54号(大

3.12.15) 半月刊，以後新聞扱い

X. X 日本興業銀行〕管業報告書第1期〔明

治35年上半期J-6期(明37年下半期〕
-69期(昭和11年上半期) 文献35

X. X 日本工業協曾誌;The J ournal of the 

Japan lndustrial Association 1巻1

号-3巻9号 (37.9.25)-11巻6号 (45.

6) 月刊 *36.8.28郵

明治36年(1903)

1.10 賓業世界・太平洋(博文館) r週刊新開・
太平洋」より改題 1巻1号-5巻15号

(39.7.15) 月刊→半月刊編集兼発行

人:川上助次郎→9号~演目四郎→鳥谷

部銑太郎，以後「商工世界・太平洋」と

改題 5巻16号-9巻24号 (39.8.1-43. 

12) //鳥谷部→金子範二→;11本忠太郎
半月刊臨時増刊号アリ

1. 20 北海道鹿勧業時報 1号-19号 (42.4.30)

文献11

3. 5 *一橋曾雑誌(東京高等商業学校一橋会)1 

号-151号(犬9.3. 10) // 月刊，以後

「一橋Jと改題

3.15 (質業指銭〉卒和の旗風;The Flag of 

Peace (天香書院)1巻1号-1巻5号

(36.7. 15) // 月刊

4. 1 青年努働議曾(青年教育義会仮事務所)1 

号月刊発行兼編輯人:井波正雄

4.30 八王子染織界(八王子東京府立染色学校

同窓会講究会→桑都織友会)1号-24号
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1. 1 

3. 1 

3.20 

3.27 

3.31 

4. 6 

4.11 

4.23 

5.14 

5.15 

8.13 

諏訪製糸同盟結成

第5回勧業博覧会

-7.31 

全国手形交換所連合

会開催

専門学校令公布

農商務省編『職工事

情」全5巻

全国保険業者大会

(於大阪〕

全国農事大集会~

4.12 (全国農事会

と大日本農会との

連合主催〉

第1回全国銀行者大

会(於大阪〉

三菱長崎造船所職工

スト

日本倉庫業連合会組

織

東京法学院大学(の



〈大3.1. 1) 

(4) 函館商業曾議所月報;26号~ Monthly 

Report of the Hakodate Chamber of 

Commerce 1 号~261号(昭2.12)(*113 

号~202号:函館商業曾議所所報)，以後

「函館商工舎議所月報」→「函館商工会

議所所報」

5. x 中央銀行曾月報(名古屋名古屋銀行集会

所) 1 号~24号 (38.4)，以後「中央銀

行通信録」と改題 25号~472号(明38.

5~昭17.7)

6. X 北海這畜産協禽報(札幌同会)1 ~5 

〔巻J(明40)11 月刊，以後「畜産雑誌」
と改題 文献51

10.28 賓業奨働雑誌(実業奨励会)1号 月刊

11. 25 京都商業曾議所牟年報 今24.11. 20 同所

月報

11. 28 賓業界〈博学堂) r欧米時論」より改題
1 号~12号(明37) 月刊 文献105

12.12 運輸乃友〈浦和町 同雑誌社) 1 号~2 号

(37.1.12) 月刊

12.25 造船協曾曾報;Journal of the Society of 

Naval Architects; Journal of Zosen 

Kiokai r浩船協舎年報」より改題 1号
~83号(昭26.2) 年2回，以後「造船

協会論文集」と改題

X.X 綿綿紡績事情参考書(大阪大日本紡績連

合会)1次(明治36年上半期)~12次

〈同41年下半期)(42. 4) ~昭和38年下半

期(昭39)， 以後「紡績事情参考書」と

改題

明治37年(1904)

1. 1 商業界(同文館) 1 巻 1 号~13巻 5 号 (43.

4.1) 月刊，以後「寅業界」と改題

1. (20)廃告大福帳(大阪毎日繁昌社) 1 号~15

号 (38.3.20) 月刊 *37.1. 25郵，以後

「大幅帳」と改題 16号~57号 (38.4.

20~4L 10.1) 月刊 20号~24号:庚告

54ー

もの中央大学〉

8.20 日本大学(改称〉

8.25 明治大学(改称〉

8. 28 法政大学(改称〉

9.17 京都法政専門学校

(のちの立命館大

学〕

10. 2 哲学館大学(のちの

東洋大学)(改称〉

11. 5 平民社設立く週刊平

民新聞〉創刊

11. X 東京勧業協会設立

12. 6 北陸商業会議所連合

会設立

12.28 戦時大本営条例公布

この年慶応義塾理財学会発

足

1. 1 関西法律学校専門学

校に昇格 38.1関

西大学

1. 9 慶応義塾大学部(同

上開校.4.1)

2.10 日露戦争開始

2.23 日韓議定書調印



法研究之最好雑誌の冠稽あり

2. 5 日本質業協曾曾報 1号

2. X 賓業の華(絹業時報社) 1 巻 1 号~2 巻17

号 (38.6.30) 月刊 *36. 11. 25郵

3.25 財界;経済・社舎・法制・政治評論(同雑

誌社) 1 巻 1 号~21巻(大3) // 月刊

3.25 *商海(大阪大阪高等商業学校校友会→大

阪商科大学学友会) 1 号~93号(昭15.

8.1) 

5. 1 活動之日本(隆文館) 1 巻 1 号~5 巻12号

(40.12.1)，以後「寅業倶楽部J (岡本

社〕と改題 6 巻 1 号~7 巻 8 号 (41. 1. 

1~42. 8) 編集兼発行人:金子範二

5.15 綿子ル新報(京都同社) 1 号~4 巻44号

(40. 12. 15) // 月刊

6.25 東洋鏑鏡雑誌;The Toyo Dotetsu Zasshi; 

A ]ournal and Advertiser for Hard. 

ware Tool， Machinery， Metal， Iron 

and Steel Trades (東洋銅鉄社)1巻1

号~6 巻11号 (42.1 1. 15) 月刊発行

兼編輯人:田中辰衣郎

6.28 *新日本(同社) 1 巻 1 号~7 巻 4号(大3.

4) 月刊

7. 4 生産雑誌;The Production (生産社)1 

年 1 号~5年 5 号 (41.7. 20) 月刊編

輯兼発行人:片山逸朗

7. 8 工業之大日本(大阪同社) 1 巻 1 号~30
巻(昭8)

7.12 本大倉商業車校校友曾雑誌 1号

7.12郵筑豊右炭鍍業組合月報(若松同組合)1 

号~30巻357号〈昭9.3)，以後「筑豊石

炭鎖業舎月報J 30巻358号~37巻450号

(昭9.4~16.12) 

7. X 山形商業曾議所月報 1号 文献35

8. 21郵賞業之横潰(同社) 1 巻 1 号~3 巻 12号

(40.5.25) 

10.25 51!:美温商雑誌大日本;The American・

Asiatic Commerce and Greater ]apan 
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3.14 

3.28 

4. 1 

4.10 

4. X 

5. 9 

7.13 

8.22 

9. 1 

全国生産品評会開催

市立大阪高等商業学

校

非常特別税法，煙草

専売法公布

早稲田大学，専門学

校に昇格認可

若松港開催

大日本労働同志会組

織(永岡鶴蔵〉

醸造試験所官制公布

第 1国産業組合講習

会 ~7.22

第 1次日韓協約調印

私立京都法政大学

(改称のちの立

命館〉



(同社) 5 巻 1 号~6 巻 4 号 (39.4)

月刊 *毘美両大陸商工同盟之一大機関

~29.10.20 大日本

11. 3 山梨賓業雑誌(甲府同社) 1 巻 1 号~1

巻2号 (38.2.1)

11.15 日本畜牛雑誌(大日本畜牛改良同盟会)1 

号~263号(大15)，以後「畜牛」と改題

12.25 *神戸高等商業皐校皐友曾報 2 号~184号

(大14.5.15)

X. X 横濃港外園貿易月表(横浜横浜税関〉明

治37年~昭和6年(昭7.1) *1横潰港外

闘貿易」明治41年~同44年 1横潰港外

園貿易月報」犬1~大8→昭7.2~ 1横演

税関外園貿易月表」→昭40~ 1外国貿易

月表」 文献52

x. x *法政大軍講義録 「和傍法律皐校講義録」

より続く， 40年度講義銭より11月初刊を

10月に改めるこ正に決定(明39.7) 

「法政大学八十年史」より

明治38年(1905)

1.[1) 責業之東亙;The lndustrial Orient (同

発行所)11巻 1 号~12巻 6 号 (39.6. 1)

月刊

1.14 明治大事商事科講義銭 明治38年度第1学

年 1 号~26号 (38.9.14) 月 3 回

2. [5J *法政速成科講義銭(法政大学) 1号 (38.

2.3郵)~2 号 (38.2.20) 1法政大学の

100年」
2.15 北越之質業 1号制

3月 材木相場月報(東京材木問屋組合事務所→

東京材木問屋同業組合事務所) 1 号~56

号 (44.5.10)

4.28 青森商業曾議所報 1 巻~12巻 (39.3.31)

5. 15 日本勧業銀行月報(同社→勧業債券月報

社) 1 号~222号(大12)

5.19郵農商務省商工裳報 1 号~8 号 (38.12)，

26) 1中央農事報」明治38年3月号による。
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1. 1 非常特別税法改正

塩専売法公布

2.16 郵便貯金法公布

3. 1 大日本産業組合中央
メ主
ヱミ言

3. 8 鉱業法公布 (7.1施

行〉

3. 13 担保付社債信託法公

布 (7.1施行〉

3.27 生命保険会社協会

(生命保険会社談

話会より改称〕

3.29 長崎高等商業学校，

名古屋高等工業学

校設立

4. 1 樺太経営同志会発足

(箕浦勝人，関直



明治39年1号-12号 (39.1.25-12.25)

同40年1号-14号~大正2年度// r商
工局臨時報告」より改題

5月 東京物慣調;Index Number of Average 

Monthly Wholesale Prices in Tokyo 

(日本銀行調査局〉明治38年5月~昭和

21年12月月刊

6.10 勧業月報:Industrial Review; Monthly 

Magazine (東京勧業協会)1号-4号

(38.9). 以後「勧業」と改題 1巻2

号-2巻12号 (38.10. 10-40. 8. 15) //. 

再刊1号-5号 (41.1. 31-5. 25) 

6.27 農商務省商品陳列館報告(商務局編国光

社) 1号-53号(大1.7).改巻1号-18

号(大1.8-大2.12)/1. 以後「貿易時

報J1巻-3巻(大3.2-大5). r内外
商工時報J1号-27号(大6.1-昭15)/1 

9. 5 日本農業雑誌(読売新聞日就社→6巻7号

:明43.7- 日本農業雑誌社) 1号-23

巻4号〈昭2.4) 月刊発行兼編輯人:

前橋伊八郎→2巻7号~新美盆知，以後

「日本農業」と改題

11. 3 秋田商業曾議所月報 1号-326号(昭16.

9.25) 

11. 3 商工之友(商工社)1巻1号半月刊

11. 10 *新紀元;The Sinkigen ; The New Era; 

A Monthly Socialist Review (同社〉

1号-13号 (39.11. 10) /1 木下尚江主

筆石川三四郎発行兼編輯月刊

11. 22 産業組合(大日本産業組合中央会→51号:

明43.1- 産業組合中央会) 1号-455

号(昭18.9.1)/1 (*215号:休干の月刊，

以後「帝園農舎報」と統合して「農業研

修」となる

11. 29郵三田商業界〈三田商業研究会)1巻1号~

4巻4号 (41.4.1) 月刊野依秀市主

宰，以後「寅業之世界J (三田商業研究

会→6巻5号:明42.5-実業之世界社〉
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彦ら〉

5.20 全国産業組合大会開

催

6.18 東京実業組合連合会

7.15 棉花栽培協会設立

7.29 桂・タフト協定

8.12 第2回日英同盟協約

8.19 中央大学(東京法学

院大学より改称〉

9. 5 日露講話条約(ポー

ツマス条約〉調印

9.14 奥羽線全通

10.12 日比谷焼打ち事件

桂・ハリマン協定

(10.23破棄〕

10.28 改正農会令公布

11.17 第2次日韓協約

11. 26 報徳会(のち中央報

徳、会と改称〉結成

11. x 横浜貿易協会設立

12.14 輸出絹織物組合連合

総会

12.20 韓国統監府設置

この年東北地方大凶作



5巻1号-65巻7号〈明41.5.1-昭43.7.

1)， r実業の世界J65巻8号(昭43.8.
1) -現在

(11) 東洋責業雑誌;The T oyo J itsugyo-→2巻

5号:The Oriental Business (京都

東洋実業社→3巻2号:40.3.15- 東

洋実業雑誌社〉 月刊 (1年1号)-

2年3号 (39.1.3)-3巻12号 (40.12.

15) 編輯兼発行者:小林松之助 *38.

12.25郵

x.x 共同禽禽報〈有限責任購売組合共同会〉

(1巻1号)-2巻1号 (39.2. 25) -4 

巻5号 (41.5.10) 月刊

明治39年 (1906)

1. 31 *京都法皐曾雑誌(京都同学会)1巻1号

-13巻12号(大7.12.1)// 月刊， 以後

「法皐論叢」と改題

2. 5 宮源案内附職業手引(近事画報社→興業仲

介所)1号-2巻1号 (39.7.5) 半月

刊→月刊

2.11 責業の信州(長野同社) 1号-7号 (39.

8.15) 

3.15 *紅曾主義研究;The Study of Socialism 

(同発行所)1号-5号 (39.8.1)// 堺

利彦主筆

4. 1 農業世界(博文館→43巻6号:昭23.6-博

友社)1巻1号-63巻6号〈昭43.6)/1休
石坂橘樹主幹鹿野直司補佐月刊

4.10 阜稲関商業講義 1学年1号~明42-( ) 

(4.10) 築材新報(同社)*39.3.25郵 1号-2号

(39.4.25) 半月刊発行兼編輯人:高

橋留治

4.23 斯民(中央報徳会)1編1号-40編5号

(昭21.12.1) 月刊

5.17 磁造協曾雑誌 1年1号-10年9号(大4.

9) 月刊，以後「日本醸造協曾雑誌:

Journal of the Society of Brewing， 

JapanJと改題 ~現存
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1. 7 第1次西国寺内閣成

立

1.14 日本平民党結成(西

川光二郎ら〉

1. 28 日本社会党結成(堺

利彦ら〉

1.~ 日本鉱山労働会結成

(足尾銅山〉

2.19 日本綿布輸出組合結

成(満州市場への

組合〉

3. 8 三栄綿布輸出組合設

立(朝鮮向け輸出

組合〉

3.18 蔵前工業会設立〈機

械工芸会，化学工

芸会が合併〉

3.31 鉄道国有法公布 (10.

1施行〉

関税定率法改正公布。0.1施行〉
4. 6 土地復権同志会創立

(宮崎民蔵ら〉

4.11 国債に関する法律公

布



6. 1 国民経済雑誌(宝文館→昭23.5~創元社→

昭26.7~神戸大学経済経営学会) 1巻1

号~現存月刊 *1 巻 1 号~38巻 6 号

(大14.6): (経済皐・商業主昇〉園民経済

雑誌*休刊:昭20.2~21. 8 

7. 1 *富強之民(信託商会文書部宮強団)1巻1

号~2 巻 6 号 (40.4.1) 月刊，以後「世

界之日本J (日本信託商会文書部信愛相

互富強団) 3 巻 1 号~3 巻 6 号 (40.5.1

~40.1 1. 15) 月刊

7. 1 *新時代;The New Age (同社)1巻1号

~4 巻 1 号 (41.1.1) 月刊

7.11 蔵前工業曾誌;Kuramaye Kogyo Kwai-

shi; Kuramae Engineering Associa-

tior内 Journal(東京高等工業学校内同

会〕創刊号 (50号勺~現存年6回m

7. x 墳湊商報(鳥取 里見周三，渡遺茂一郎〉
創刊

8. 6 *時事評論;Temporal-Review→1巻 2号

:明39.9~ The Contemporary Review 

(同社) 1 巻 l 号~30巻 13号(昭10.

11.20) 月刊→半月刊 矢野政二(治

浪〕主筆

8.22 東京勧業博覧曾急報(同社) 1 号~7 号
(40_3.25) 

8. 31 金津商業曾議所報告 1 (明治38年5月~

同39年6月)~2 (明39年7月~同40年

3月) (40.6.3) 

8. x 日本銀行調査月報作成開始~昭17年6月，

以後「調査事務資料」に改題昭17.7~ 

昭20.7.昭20.10r調査月報」に復刊
文献100

9. 5 紙業雑誌(日本製紙連合会)巻1号~

40巻2号(昭40.4)

9.18 新賓業(同会) 1 号~7号(明40) 月刊

10.29郵*商士(名古屋一誠社→市立名古屋商業学

27) r機械工婆曾誌」の追号。
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4.11 帝国鉄道会計法公布

(40年度より施行)

4.17 日本製紙連合会成立

4.19 産業組合法改正公布

6. 8 南満州鉄道会社設立

の勅令公布(11.26 

設立.40.4.1開業〉

7. 1 r東京毎日新開」創
刊

8. 1 関東部督府官制公布

10. 9 札幌商業会議所設立

10. X 営業税改正運動

12.14 大阪砲兵工敵スト

X. X 満蒙貿易協会設立

この年後半企業勅興



校商友会) 1 号~21号 (41.7) ~379号

(昭18.10)

12. 5 日清(同雑誌社) 1 号~2 年 4 号 (41. 3. 

25)，以後「東洋貿易新報J(新聞〉と改

題

12.18郵博覧時報(同社) 1 号~2 号 (39.12.29)

~3 号 (40.2.10)

x.x 機業世界(北埼玉三角幅太郎) 1巻1号

文献25

明治40年 (1907)

1.15 名古屋商業曾議所報告;Semi-annual 

Report of the Nagoya Chamber of 

Commerce 1号

1. 20 商人;The Merchant (光文社)2巻1号

~2 巻 3 号 (40.5.10) *39.12.20郵

2.12郵農業園(大日本農業奨励会) 1 巻 1 号~3

巻12号 (42.12.11)~12巻(大 7) 月

刊

2.25 銀行新聞(大阪同社) 1 号~，のち「日

木賞業J (銀行新聞社〉と改題 5年46

巻~5年54巻 (44.2.1~44.10.1)

3.25 * (政治教育産業之評論〉北日本(青森共

進社) 1巻1号月刊発行兼編輯人:

安西鐙次郎

4. 3 日本経済新誌(同社) 1 巻 1 号~24巻 3 号

(大7.12) 河津遅ら創刊河上肇主筆

(4J 岡山商業曾議所商工業報 1 号~13号，以

後「岡山商工業報J(同社)14号 (41.6. 

20) ~165号(大11)，以後「岡山商業曾

議所月報」→「岡山商工会議所月報」

5.10 徳島豚勧業月報 1 号(明治40年 4 月)~

23号 (43.3.27印刷〉

5.17 渡米新報〔日本力行会) 1 巻 1 号~7 巻 3

号 (42.3.15) 月刊

5.18 東京輿農雑誌;The Japan Agriculturist 

(東京輿農園) 1 巻 1 号~ll号 (4 1. 3. 

15)， r興農雑誌」の改題月刊
7. 5郵商工事 Commerce，lndustriesand Arts 
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1. 21 株式市場暴落(日露

戦後恐慌の端緒〕

2. 3 東洋協会(台湾協会

の後身〉大会

2. 4 足尾銅山暴動 ~2. 7 

2.12 三菱造船所争議 ~ 
2.20 

2.16 全国水産業者大会

3. 1 京都取引所開業(京

都株式取引所，京

都米穀取引所とが

合併〉

3. 2 夕張炭坑スト

3.11 第1回農政研究会

3.15 樺太庁官制公布

3.20 東京勧業博覧会開催

3.31 樺太漁業令公布

4. 1 大日本米穀会設立

産業講究会設立

南満州鉄道開業

4.23 満鉄調査部設置

森林法改正公布

4.25 名古屋経済講話会

4.28 幌内炭鉱スト

4.30 敦賀商業会議所設立

5.25 火災保険協会設立

6. 4 別子銅山暴動 ~6.7

6.10 日仏協約調印

6.22 東北帝国大学設立



(同社) 1 号~4 号 (40.10.5) 月刊，

のち「商工義常識;Commercial. lndu-
strial and Artistic Commonsense (商

工芸社〉と改題 2 巻 4 号~2 巻 5 号

(41. 4.1~41. 5.1)，以後「商工界常識;

Commercial & lndustrial Common-

sense (商工芸社→2巻7号~常識社)2 

巻 6 号~2 巻10号 (41.6.20~41.10.20)

月刊

7. 16郵日本賓業新報(同社) 1 号~14号 (41.5) 

~248号(大4.5)，以後「日本商業新報」

と改題

7.26 銭遁雑誌(鉄道共攻会) 1 号~6 号 (41. 1. 

1) 月刊

9.17 農家之副業(中央農事試験場) 1号 月刊

10. 5郵南信雑誌(長野県竜丘村同社) 1 号~2

号 (40.11.1)~3 巻 5 号 (42.5.15)

月刊 2巻11号 (41.11)より農重量工商

政治文義家庭之新世界を付す

11. 3 理財新報(同社) 1 年 1 号~2 年 6 号 (4 1.

4.3)，以後「質業世界」と改題 2年7

号~6年67号(明41. 5.12~大1. 10. 3)， 

以後「帝園評論」

11.12 渡米(渡米協会支部) I亜米利加」より改

題 1 巻 1 号~2 巻 1 号 (41. 1. 5) 片

山潜主筆廿30.12.1 労働世界

明治41年 (1908)

1. 1 商界之青年 TheY oung Business Man 

(同社) 1 年 1 号~1 巻 9 号 (41. 9) 

月刊

1. 1 賓業少年(博文館) 1巻1号~大1.121/ 
月刊石井民司(研堂〉主任

1. 1 中央織物界(同社) 1 巻 1 号~2 巻 7 号

(42.7.1) 月刊，以後「森五商報」と

合同し「東西織物界」と改題追号 20号

(42.8.1) ~20年237号(昭2.12.1)

月刊

1. 31 再刊勧業創刊二会 38.6.10 動業
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6.25 日本社会平民党結社

(片山潜，回添鉄

二〉

7. 1 九州鉄道国有化

7.24 第3次日韓協約

7.28 日露通商航海条約，

日露漁業協約調印

7.30 第1回日露協約

8.31 社会主義同志会結成

(片山，田添，西

JIIら〉

9.16 神戸築港起工式

11. 10 名古屋港開港

11. 21 東亜同文会，支那経

済調査部発表式

12.20 秋田商業会議所設立

12.22 社会政策学会，工場

法を議題に第1回

大会

12.27 弘前商業会議所設立

この年 スト件数第1次大戦

前のピーグ

1.12 紡績連合会第5次操

業短縮開始

2.18 日米移民紳土協約

3. 7 青森・函館間航路の
帝国鉄道庁直営化

4. 1 三池港開港

4.13 水利組合法公布

4.27 実業向志会組織(京

浜の実業家〉

5.15 第10回総選挙

6. 9 松本商業会議所設立

6.22 赤旗事件(荒畑寒村，



2. x 畜産雑誌(札幌北海道畜産協会)1巻1

号~39巻 3 号〈昭16) 月刊 r北海道
畜産協禽報」より改題 文献59

3.21 *世界遁;The Universal Record (同社〉

1号

3.22 博覧曾と寅業;The Exhibition and Busi. 

nessWorld (大日本博覧協会)1巻1号

~1 巻 5 号 (41. 8) 

3.31 尊責叢誌(中央税務研究会) 1 巻 1 号~3

巻2号 (43.2) 文献34

5. 7 殖民世界(成功雑誌社) 1 巻 1 号~1 巻 5

号 (41.9) 

5.15 支那経済報告書〈東亜同文会支那経済調査

部) 1 号~51号 (43.6) 半月刊，以後

「東亜同文会支那調査報告書」と改題

5. x 理財公論(同社〉 初巻初号 (5月号〉
6. 1 みつこしタイムス創刊今44.3.1 三越

8.25 混信協曾雑誌 1 号~22号 (43.5.1) 月

刊，以後仁遁信協禽雑誌」と改題 23号

(43. 6.1) ~現存

10. 5 大阪織物同業組合月報 1 号~75号(大5.

12)， のち「旬報」と改題 ~4 巻 9号

(昭11.3)，以後「大阪織物同業組合月

報」に復題 1 巻 1 号~3 巻3 号(昭11.

4~13. 3)，以後「織物統計月報」を合併

し「大阪織物時報」と改題 3巻4号~

5巻12号(昭13.4~15.12) 

10.10 責業パ・3ク;The Trade・Puck(同社)1 

号

10.20 徳島商業曾議所月報;The Monthly 

Report of the Tokushima Chamber of 

Commerce 1 号~42号(大2.8)

10.25 織物タイムス(仕入便覧本部)1巻1号

月刊

11. 3 保険評論;The Hoken Hioron; Review 

of Insurance→17巻(大13)~Insurance

Review (同社) 1 巻 1 号~33巻 2 号

(314号) (昭15.4.20)
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大杉栄ら〉

7.14 第2次桂内閣成立

8. 1 通信協会設立

8.27 東洋拓殖株式会社法

公布 (12.28 設

立〉

別子煙害事件

10.13 戊申詔書発布(勤勉

自彊の精神作興に

関する詔書〉

10.31 日韓漁業協定調印

11.30 高平・ルート協定

11. x 満鉄東亜経済調査局

設置

12. 1 東京米穀商品取引所

(東京米穀取引所

と東京商品取引所

と合併〉

12. 5 鉄道院設置

12. 7 生命保険会社協会，

社団法人組織に改

組

x.x 金沢実業協会設立

この年各地で米穀検査補償

金闘争激化



11. 3 *町村自治(甲府山梨自治協会)1巻1号

~3 巻 3 号 (43.4.3) 月刊

12.27 耕地整理研究曾報 1 号~89号(昭4.3.30)

/1，以後「農業土木研究」と改題
12月編移民調査報告(外務省通商局) 1 号~13号

(大3.3編)// 

x.x 銀行時報(大蔵省理財局)33号~67号(明

45) 文献78

x.x 弘前商業曾議所曾報 1 号~5 号 (43.5.

15) ~7号 (44.6.5) ~59号， 60号(大

5)より「弘前商工禽議所月報」と改題

明治42年(1909)

(1. 1J 賓業之友新東洋(大日本実業協会→新東洋
編輯所→実業之友新東洋社)1巻1号~

3巻2月号 (44.2.25)// 月刊 *41. 12. 

21郵

2. 1 三田皐曾雑誌;Mita }ournal of Econo-

mics (三田学会→8巻6号:大3.7理財

学会→38巻5.6合併号:昭19.6慶慮義塾

大学経済学部研究室→39巻1号:昭21.

12慶応義塾経済学会) r三回評論」より
改題 1 巻 1 号~現存(休刊:昭19.9~

21. 5，昭24.9~25.6)

3.15 (憲法紀念〉早稲田講演(早稲田大学出版

部〉

(3J 宮;The Wealth (富国社) 1 巻 1 号~l

巻2号 (42.4.1)~2 巻11号 (43.11.5)

月刊 *42.2.27郵

4. 1 *新世紀;政治経済文学(同社) 1号

4. 3 工業(工業改良会) 1 号~156号(大1 1. 2) 

月刊 *別号(日本と巴博)(犬4.12)

4.15 庚島経済時報(広島同社) 1 巻 1 号~3

号 (42.6.20) 月刊

4月 [福島勝〕勤業象報 文献11

5. 5 賓業(福島福島実業雑誌社)r貸業雑誌」
より改題，改刊1号月刊

5.10 商工之天下(英文通信社) 1 号~5 号 (42.

10.1) 月刊
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1. 25 神戸相花取引所設立

2.17 甲府商業会議所設立

4. 5 特許法・意匠法・商

標法・実用新案法

改正公布

4. 9 産業組合法中改正公

布

4.13 耕地整理法改正公布

4. x 日糖疑獄事件表面化

5. 6 新聞紙法公布

5.15 京都商品陳列所開館

5.31 高松商業会議所設立

6.25 第3回官民実業懇話

会

7.30 農商務省機構改革，

商務局，工務局を

設置〈商工局廃止〉

9.10 群馬県産業調査会発

足

9.27 名古屋銀行集会所設

立

10.11 三井株式会社設立

10. 15 日本ボルトランドセ

メント同業会成立

10.26 伊藤博文暗殺

11. 1 株式会社三井銀行開

業



5.15 本現代(同社) 1 巻 l 号~1 巻 3 号(7 月号) I x. x 帝国農学会設立
(42.7.1) 

6. 1 銭這青年(鉄道青年会本部) 1 号~35年 6

号(昭18.6) 月刊

6. 5 寅業雑誌(大津同社)1号

6.15 賓業之天地 TheBusinessman's Maga-

zine (同社) 1巻1号 (6月号)~1 巻

3号 (42.9.1) 月刊

7_ 7 *畢萎界(同発行所) 1号

7.30 慈善(中央慈善協会) 1 編 1 号~8 編 4 号

(大6.4)，以後「祉舎と救済J1巻1号

~4 巻12号(大6. 1O~1O. 3)→「祉禽事

業」

8.17 農務実纂(農商務省農務局)1号(明治42

年7月)~ [78J号(大正10年1月)(大

10.5.28) 

8.31 統計月報(鉄道院総裁官房文書課〉明治42

年4月分~大正6年4月

9_15 賓業之北海(札幌同社)1巻1号

12. 1郵電業世界(同社) 1 号~207号〔大15.7)

月刊

12. x 公祉債明細表(日本興業銀行〉明治42年12

月~大10，のち「全園公社債明細表」と

改題昭和2年~昭和35年 文献78

12. X 高知商業時報 二会26.8 高知豚商業月報

(12J 新農界(帝国農学会) 1 号~2 号 (43. 1.

25) ~ 9巻(大3) 月刊

X.X 小天地〔早稲田商業研究会〉明治42年1号

~12号

X.X 財務;The Zaimu (大阪大阪財務研究

会) 1 号~46号(大 2. 6. 7)，大2年中

「大阪財務」と改題~183号(昭 8)

明治43年(1910)

1. [1]紡織界;The Textile Review (大阪工

業教育会→大6.3~紡織雑誌社)， r機織
界」より改題 1 巻 1 号~50巻12号(昭

34.12) 月刊本42.12.27郵，以後「繊

維工業雑誌・紡織界」と改題
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1. 7 産業組合中央会設立

許可(大日本産業

組合の組織変更〉

2. 1 国債引受シンジケー

ト(下請銀行組合〉

成立 ~45.3.13



1. 20 *ジャパン・マガジーン;The Japan Maga-

zine; A Representative Monthly of 

Things Japanese (同社)1巻1号~

10巻12号(大9.3.25)

1月 三井銀行管業報告書第1期(明治42年11

月 1 日 ~12月 31 日) ~67期(昭和17年 7

月 1 日 ~12月 31 日) (昭18)

2. 1郵*新春秋(理財公報社) 1 巻 1 号~l 巻 2 号

(43. 3.1) ~ 1巻6号 (43.11.5) 

2. 5 白韓責業界(同社) 1"韓園農商工月報」よ

り改題 3 巻 2 号~3 巻10号 (43.10.5)

*42.5.5郵，以後「日鮮賓業会」と改題，

3 巻11号~5 巻 1 号 (43.11.5~45.1. 1) 

2.11 宮の日本(同社) 1 号~9号 (43.10. 1)

月刊

3. x 京都府勧業象報 4 号~10号(大2.4)

文献35

4.25 保険銀行逼信(同社) 1 号~926号(昭15.

6) 旬刊，以後「保険業務研究」と改

題~974号(昭19)

4.27 経済(大阪 日本経済社) 1 号~23号 (44.

3.27) 11 潰回健夫郎創刊旬刊

5. 1 質業界(同文館→実業界社) 1"商業界」よ

り改題 1 巻 l 号~48巻(昭9.2. 1) 11 

5. 1 東洋時論;The Oriental Forum (東洋経

済新報社) 1 号~3 巻10号(大1. 10).

以後「東洋経済新報」に併合

5.10 工業界;lndustrial World (須原屋書広〉

1 号~17巻 1 号(169号) (大15.1.15) 

月刊，以後「中外金物新報」と改題 ~ 
22巻231号(昭6.12)

5.26 阜稲田講演(早稲田大学出版部) 1 号~11

号 (44.3.20) 月刊

〔再刊〕早稲田講演(同上)1年1号~

6 巻 3 号 (44.5.1~大5.3) 11 月刊

(5] 富山商業月報(富山商業会議所) 1 号~76

号〈大5.8.15)~400号(昭18) 11 

6.30 産業組合要報(横浜産業組合中央会神奈
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3. 1 横浜取引所(横浜蚕

糸外四品取引所，

横浜株式米穀取引

所を合併改称〉

3. 2 東京府信用購買組合

連合会設立

3.11 化学工業会設立(和

回豊治，山本条太

郎〕

3.13 立憲国民党結成

4. 1 小樽高等商業学校，

秋田鉱山専門学校

等新設

生産調査会設置

第1田貿易品博覧会

4.21 改正漁業法公布

4.28 殖民学会創立総会

(江木翼ら〉

4. x 全国篤農家懇談会

5.25 大逆事件の検挙開始

6.22 拓殖局官制公布

7. 4 第2回日露協約調印

8.22 韓国併合に関する日

韓条約調印

9.30 朝鮮総督府官制公布

10. 1 大日本紡績連合会第

6次繰業短縮

10. 6 台湾糖業連合会創立

(のちの日本糖業

連合会〕

11. 15 帝国援会設立認可

(11.16全国農事

会解散同事業を継

承し，系統農会制

を確立〕

この年碓氷社，甘楽社，下

仁田社，交水社，

有限責任信用販売



川県支会) 1 号~21号(大15.8.20)

7.19 東亙同支曾支那調査報告書 1 巻 1 号~2

巻24号 (44.12)r東盛岡文曾報告j，r支
那経済報告書」より改題，以後「支那」

(東亜同文会〉と改題， 3 巻 1 号~36巻

1号(明45.1.5~昭20)

7.20 小梅質業界(小樽同社) 1巻1号

7月 横演古泉曾揚摸集(横浜同会) 1 号~9

号 (44.3) 月刊

8. 1 質業之東洋(同社) 1 巻 1 号~1 巻 3 号

(43.11. 1) 

8.18 三星(三星倶楽部)1号

8. 8郵商工の輿論(商工之輿論社) 1 号~9号

(43.10.28) 旬刊

11. 1 糖業世界(糖業研究会) 1 巻 1 号~9巻 7

号(大7.7)

12. 1 *国民雑誌〈同社) 1 巻 1 号~4 巻 1 号(大

2.1.1) 月刊→半月刊山路愛山主筆，

以後「現代」

x. x 東京商況及物慣調(日本銀行調査局〉明治
43年1月分~大正1年12月分

明治44年(1911)

1. 1 責業倶集部(博文館)1巻1号~大1.121/

「商工世界・太卒洋」より改題 月刊

1. 1 海外之日本(同社) 1 巻 1 号~16巻 10号

(昭17.12)，以後「皇道世界」と改題~

18巻(昭18)// 

1.10 帝国農曾報 1 巻 1 号~33巻 9号(昭18.9)

月刊 r中央農事報j (第2次〉より改
題

1. 29 北海之水産今18.(8) 北水協曾報告

1月 調査月報(大蔵省大臣官房調査企画課)1 

巻1号~現存

3. 1 三越(三越呉服庖) 1 巻 1 号~23巻 2 号

(昭8.4)，r時好j 1巻1号〔明36)~ 
6巻1号 (41.1. 1) ~ 6巻5号 (41.5. 

25)→「みつこしタイムスj 1 号~9 巻

3号 (41.6. 1 ~44. [2 or 3))より改題
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組合連合会を結成

1. 1 九州帝国大学設置

2. 3 大阪実業協会設立

2.21 日米通商航海条約改

正調印 σ.17 実

施，関税自主権確

立〉

3.29 工場法公布(大5.9.

1施行〉

朝鮮銀行法公布

蚕糸業法公布 (45.1.

1施行〕

3.30 電気事業法公布

5.30 恩賜財団済生会設立

6. x 火災保険同盟会設立
7.13 第3回日英同盟協約

調印

8.22 株式会社安田銀行設



3. 4 内地及樺太朝鮮間貿易月表;Monthly 

Trade Return of Japan Proper and 

Karafuto (Saglin) with Chosen(Korea) 

明治43年9月~大正3年12月(大[4))，

以後「内地及樺太対朝鮮貿易月表」と改

題大正4年1月~大正9年8月

3. x 統計月報(東京市役所統計課) 1 号~3 号

(44.5. 23) ~ll号 (45. 1. 20)，以後「東

京市統計月報」と改題 12号~27号(明

45.2.20~大2.5.10)，以後「東京市商工

及統計月報」と改題

4. 3 *新日本(宮山房) 1 巻 1 号~8 巻12号(大

7.12) //大限重信主宰

4.20 *桂曾政策(同社) 1 年 1 号~2 年 8号 (45.

7) 板垣退助編輯

4. x 水時事集録(明治大学出版部) 1巻春季号~

2巻1号 (45.4.30) ~ 3巻(大1)// 

5. 1 殖民皐舎〕曾報 l号

6. 1 海陸連(大阪海陸運社→海陸運新聞社〉

1 号~29号(昭14)

6. 3郵宮の研究(同研究社) 1 号~2 巻 7 号 (45.

7.1) 月刊

7.15 拓殖局〕局報 19号~32号(大2.2.10)

7.30 生命保険曾祉協曾曾報 1 巻 1 号~31巻 1

号(昭17.4)，以後「生命保険集舎所所

報J31 巻 2 号~32 巻 1 号(昭 17. 9~18. 

10)を経て「生命保険協禽禽報」に改題，

33巻1号(復刊1号) (昭25.5) ~現存

[7.30) 碓氷社社報(群馬県原市町碓氷社)1号

~4号 (44.10.30) ~18号(大2.3.15)

月刊

8.15 東北の運輸(東管運輸講習会) 1 号~22号

〈大12.5.15) 月刊

9.13 京都商品陳列所報告 1回

10. [10)業務調査資料(鉄道院総裁官房研究所)1 

号~38号(大2.4.10)，以後「業務研究

資料」と改題 1 巻 1 号~30巻 2 号(大

2.5~昭17.2)，以後「鍛道業務研究資
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立

8.30 第2次西国寺内閣成

立

8. X 博覧会協会設立

9.13 日本貿易協会社団法

人認可

10. 3 大蔵省，商法改正に

伴う手形交換所指

定(東京，神戸，

横浜，名古屋，広

島各交換所，大阪，

京都各手形交換

所〉

10.25 社会党結成(片山潜

ら 10.27結社禁

止〉

12. X 室蘭港完成



料」と改題 1 巻 1 号~3 巻16号(昭17.

4~19. 9) 

12. 5 拓殖新報(同社) 1 号~89号(昭9)

X. X 愛知県草商品陳列館報告 1 号~122号(大

10. 8) ~145号(大12.7). のち「愛知商

工」と改題

X.X 鍍業界;The Kogyokai; Mining Indus-

tries (宮源社) 1 巻 1 号~32巻 4 号(昭

17.4).以後「鍍業技術」と改題 ~33 

巻10号(昭18、10)
明治45年 (1912)

1月 専責局調査月報 1 回~17回(大2.5)

1. x 綿業旬報(大阪 日本綿花同業会，輸出綿

糸布同業会) 1 号~560号(昭3.2)，以

後「棉花綿糸旬報J561号~889号(昭3

~昭12)→「棉花・綿糸・綿布旬報」

文献83

3. 1 経済時報(京都同社) 1 号~18号(大2.

5.1) 

3. 5 北之殖民(北海道北見 同社) 1 号~5 号

(大2) 千葉兵蔵主宰 文献96

3. 9 *時代乃華(時代社) 1 号~2 号 (45.4.5)

月刊

3. x 日本勧業銀行調査月報 明治45年3月~大

正3年11月 文献78，99 

4.15 地球;The Chikiu (博文館)1巻1号~

2巻6号(大2.6.15)11 月刊本多精

一主筆編集兼発行人:浅田彦一

4.20 東北経済新誌(育森県五戸同社)1巻1

号~l 巻 4 号 (45.8.1)

(4J 産業新報(八王子時報社→産業新報社〉

1 号~6 号 (45.9)28)

5. 1 再刊〕早稲田講演創刊今43.5.26 早

稲田講演

7. 5 賓業(大日本実業協会) 1 巻 1 号~2 巻 3

号(大1.11. 1) 月刊編輯人:江崎茂

28) 文献83では45.3創刊，文献87では45.4創刊とあり。
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1. 1 関門手形交換所

1. 5 弘前商工会創立総会

4. 1 株式会社住友銀行開

業

5.30 帝国瓦斯協会設立

6.26 富山県米騒動

7. 8 第3回日露秘密協約

調印

7.30 明治天皇崩御，大正

と改元



三郎

7.10郵商品新報(内外商品新報社) 1 巻 1 号~，

のち「農商工」と改題 4 巻 1 号~4 巻

10号〔大3.1~大3.10)

7.15 石川燃〕勤業報告 1 号~2 号 (45.7.

30) 文献11

誌名索引

あ行

曾津質業雑誌 明治35.9. 5 

曾津寅業青年舎禽報 29.12.31 

曾津私立勧業曾報告 21. 2 

愛知豚勧業雑誌 13.10.18 

愛知豚荷品陳列館報告 44年

〔青森県高〕勧業報告 15. 8.20 

青森県深勧業要報 20. 4.25 

青森商業舎議所報 38. 4.28 

秋田豚勧業月報 13. 3 

秋田勝勧業時報二手同豚六種勧業別報

秋田県草勧業報交二〉岡県系六種勧業別報

秋田豚六種勧業別報 20. 2 

秋田興産舎雑誌 2挽:24. 5.27 

秋田両業曾議所月報 38.11. 3 

秋田荷業雑誌 25. (2) 

*亜細亜 24.6.2今日本人

足利機業雑誌 30.11. 5 

足利染織月報 (35.8J 

亜美通商雑誌大日本二〉大日本

亜米利加=>労働世界

阿波商業曾議所報告 2挽:31. 4.13 

英吉利法律皐校講義録 18.10 

石川県議勧業月報 11.10 

石川豚勧業報告 19. 3 

〔石川豚〕勧業報告 45. 7.15 

石川殖産舎曾報 24. 6.15 

茨城豚勧業雑誌 14. 4 

茨城勝、勧業報告今同押話勧業雑誌

移民調査報告 41.12 

〔巌手勝〕勧業月報 16. 1 

巌手勝、動業報告 14. 5 

印刷局工場報告書二手紙幣局工場報告書

上田商業禽議所報告 30. 1. 25 

碓氷祉社報 44. 7.30 

宇都宮商業禽議所報告 27.10.18 

運輸乃友 36.12.12 

英図商業雑誌 28. 8.10 

醇遜局報 18. 1. 7 

愛媛県系勧業報告 2披:14年

愛媛豚農工特報=>同!?五農商工特報

愛媛県系農商工特報 12競:22.11 

愛媛県系殖産協舎雑誌 23.11.30 

*演設集誌 11. 4.20 

*欧米皐術雑誌 3貌:20. 5. 5 

*欧米政皐協曾雑誌 17.3.11+>政理叢談

*欧米政理叢談=>政理叢談

近江尚荷曾舎報 25. 3.25 

哩鳴雑誌二会東京輿論新誌

大分勝勧業報告 6回:14年

*大倉商業翠校校友曾雑誌 37. 7.12 

- 69ー



大阪織物同業組合月報 41.10. 5 

大阪株式取引所宇季賃際考課朕 12年
か行

大阪銀行通信録 30.11. 30 海運新誌 27. [9J 

大阪経済雑誌(同社〉 26. 6. 1 海外之日本 44. 1. 1 

大阪経済雑誌(大阪経済社〉二長商業資料 *外交時報 31. 2.11 

大阪商業曾議所月報 25. 9.20 *開園史料 21. 7. 5 

大阪商業率校同窓曾襟誌 外園貿易月表

二~[市立大阪商業皐校J[司窓、禽橡誌 今〔大日本〕各港輪出入物品表

大阪商況月報 26. 3. 4 海事雑報 25. 1. 26 

大阪商工雑誌 25. [9J 海事新報(海事協曾〉 14. 2 

大阪商事新報 14.10 海事新報(帯園海事協禽)二会海事雑報

大阪荷品陳列所報告 23.12 海商通報 32. 6. 1 

大阪荷法舎議所月次報告 21. 6.20 開拓使日誌 2年

大阪商法曾議所商況新報 12. 6.12 〔開拓使本願〕勘農雑報 14. 8.27 

大阪府勘業月報 14. 1 *海南貫利雑誌 16. 4.13 

大阪物債時報 35. 8.14 開農雑報 8. 5.25 

大阪府農工商雑報=>同府農商工月報 開物類纂 12.12 

大阪府農荷工月報 19. 9 海洋 32. 1. 28 

大阪簿記率校校外生講義録 23. 1. 31 海陸運 44. 6. 1 

〔岡山鯨〕農商工月報 19. 2 呑川勝農商工報 22. 8 

岡山荷業舎議所商工桑報 40. [4J 書抜大幅帳 34. 9.21 

〔岡山諸業舎議所〕商工集報 29.12.31 *主要 21. [7. 25J 

岡山商工柔報 *率重喜界 42. 7. 7 

=>岡山商業禽議所商工裳報 *率重富倉雑誌=>惹林

数草世渡の杖今世渡の杖 *皐義雑誌 19. 8.15 

小樽賓業界 43. 7.20 *率重喜志林 10. 8 

小樽商業曾議所月報 30. 2.15 事術経済雑誌 17.12. 5 

尾道商業曾議所報告 31. 6 翠術攻究曾講義録 17. 6.17 

織物界 35. 5.27 各地織物要誌 33. 3. 7 

織物月報 35. 6.21 *皐林 22.10.10 

織物工業二争桐生之工業 〔鹿児島県系〕勧業月報 15. 5 

織物タイムス 41.10.25 〔鹿児島県系〕勘業雑報二〉同勧業月報

織物要誌 29. 5.15 鹿児島荷友舎誌 29. 6.28 

*華族同方会演説集 21. 8. 8 
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*華族同方曾報告 22.10.30 *行政皐研究禽雑誌=手向上

各園商業事情 10. 4. 3 *行政皐研究雑誌::}向上

活動之日本 37. 5. 1 *共存雑誌 8. 1 

家庭叢談 9. 9.13 共同舎曾報 (38J年

金津商業舎議所月報 29. 2.28 京都勘業雑誌 12. 1. 2泡

金津商業曾議所報告 39. 8.31 京都商業舎議所月報 24.11. 20 

金津の賞業 26. 9 京都商業舎議所半年報=手同所月報

金のなる木 10. 5 京都商品陳列所報告 44. 9.13 

動業::}勧業月報 京都府動業集報 4挽:43. 3 

勧業月報 38. 6.10 〔京都府〕勘業雑報 17.11 

勧業雑誌(同社〉 15.10. 5 京都府研農舎曾報=手研農舎報告

動業雑誌(動業合資舎祉〉 29. 3.13 〔京都府〕農工商要報 18. 9.10 

動業新誌 11. 6 *京都法皐舎雑誌 39. 1. 31 

勧業新報(静岡〉 12. 5.17 *京都法政事校講義録 35. 1. 1 

動業と教育 27. 2.15 業務調査資料(鍛道院〉 44.10. (10J 

動業報告 7.12 桐生之工業 31.10.15 

関西法律皐校講義鋒 20.12. 8 銀行営業報告 (20J年

動商雑報 11. 4 銀行協舎雑誌 34. 2. 9 

官商用簿記皐雑誌 23. 2. 1 銀行雑誌(大蔵省銀行課〉 10.12.13 

関東寅業雑誌 34. 1.15 銀行雑誌(同社〕 21.10.28 

動農協舎報告 14.12 銀行時報 33競:41年

動農局農事月報 11. 3 銀行集曾・理財新報=手理財新報

動農新報 10. 3 銀行新聞 40. 2.25 

(改正〉官用簿記濁皐誌 20.10.18 銀行通信録 18.12.30 

機業雑誌 27. 3.15 銀行報告誌 23. 3. 9 

機業世界 39年 園の賓=手商海示録

起業新誌 14.11 熊本県草勘業雑報 14. 1 

吋ヒ日:本 40. 3.25 熊本商業曾議所定期報告 27.12. 4 

北之殖民 45. 3. 5 蔵前工業曾誌 39. 7.11 

岐阜鯨動業課月報 14.12. 1 群馬経済協舎報告 25. 9.12 

岐阜県系農商工報告 28. 8.27 群馬県高農商工公報 29年

(経世翁鐙〉記簿之友 21. 4.10 慶磨義塾拳報 31. 3. 7 

*行政皐研究曾誌 *経園(大阪同社〉 23. 2.11 

::}地方行政皐研究曾雑誌 *経園(東京同社〉 25. 3. 1 
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経済 43. 4.27 鎖業雑誌(東京〕 33. 5.10 

経済及統計 22. 2. 1 工業談話禽舎報 30. 7. 7 

経済皐術新誌 19. 7.25 工業之大日本 37. 7. 8 

経済事情 35.11. 20 庚告大幅帳 37.1. [20J 

経済時報(京都同社〉 34. 4. 1 康告の便 3挽:17. 4 

経済時報(東京同社) 34.10.12 庚告類誌 13. 1 

経済時報(京都同社〉 45. 3. 1 鍍山雑誌 26. 3.28 

経済世界 35. 3.10 恒産雑誌 27. 1. 7 

経済叢書 34. 4.20 興産新誌 13.3.[5J 

経済叢話 20.11 *江山評論 14.10. 4 

経済評論 34. 5.12 公社債明細表 42.12 

経済論集 34.12 交詞雑誌 13. 2. 5 

経済論叢二手経済論集 工首雑報 13. 6.10 

経世翁鑑記簿之友二手記簿之友 工商之友 25. 4.12 

*経世評論 21.12. 7 興殖徴考 13. 6. 8 

経世法理 23. 1 工談雑誌 22. 4.11 

*意林. 25. 5. 1 高知豚勧業月報 17. 3.15 

*現社曾 22. 2 高知県議勧業報告二〉同豚勧業月報

*憲政黛黛報 31. 8. 5 高知豚荷業月報 26. 8 

*[憲政本黛〕黛報 31.12. 1 高知商業時報::?高知将商業月報

*現代 42. 5.15 高知殖民協舎報告 26.10.22 

研農舎誌 14.10. 8 耕地整理研究曾報 41.12.27 

研農舎報告 31. 3.16 峡中康告雑報 13. 2 

*憲法雑誌 22. 2.17 交通 23.11.10 

*庚寅新誌 23. 2.11 交通公報 17. 5.17 

航海雑誌 28. 4.22 交通雑誌 14. 3 

航海雑報 14. 3.24 キ高等商業率校翠友舎雑誌 23. 1. 26 

工率舎誌二手工率叢誌 *高等商業率校同窓、舎舎誌 31. 3.25 

工準叢誌 14.11 講農舎禽報 24. 5.15 

工業 42. 4. 3 輿農雑誌 27.10.15 

工業界 43. 5.10 興農新誌 12. 4 

鎖業界 44年 紳戸港外図貿易月表 24. 5 

工業雑誌 25. 4.15 紳戸高等両業皐校皐友曾報 37.12.25

鎖業雑誌(大阪〉 17. 8.10 神戸時義社雑誌 4銃:14. 3.10 
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市申戸商業禽議所月報 35. 2.28 産業組合 38.11. 22 

神戸両業曾議所雑誌 24. 9.15 産業組合報 34.11. 15 

神戸商法禽議所月報 21. 1 産業組合姿報 43. 6.30 

神戸貿易両業倶楽部雑誌 25.11. 22 三業雑誌 20年

神戸貿易商業雑誌今同倶楽部雑誌 産業雑誌(砂糖禽祉〉 16. 8.27 

庚報雑誌 29. 6.20 産業雑誌(大津同社〉 25. 9 

江北商工禽雑誌 22. 4.15 産業雑誌(弘前同社〉 21. 12. 25 

工務局月報 15. 5 産業雑誌(11府立社〉 10. 9. 1 

*公友雑誌 23. 4. 5 産業指針 30. 6.30 

園盆雑誌 10. 5 産業時論 23.11. 10 

園本(金港堂) 23. 7.17 建業新報 26.10.10 

闇本(殖産協曾〉 24. C6J 産業新報 45. 3 

図民経済雑誌 39. 6. 1 産業評論 31. 6 

*閤民雑誌 43.12. 1 重量級業組合中央部月報 19. 6.28 

*図民之友 20. 2.15 三星 43. 8.18 

*園カ 33. 4.11 三民 24. 7.30 

古泉品評舎誌 32. 8 山陽農事新報 14. 7.25 

*図家島県舎雑誌 20. 3.15 滋賀県系勧業課報告 15挽:14. 9 

国家経済禽報告. 23.11. 13 滋賀県系勧業協禽雑誌二〉同禽報告

*図光 22. 8. 1 滋賀県系勧業協舎報告 21. 2 

混同農舎報告 14. 3 滋賀県系農商工報告 19.10. 7 

紙業雑誌 39. 9. 5 
さ行

紙業集談曾雑誌 22. 3.22 

財界 37. 3.25 時好二〉三越

埼玉経済時報 31. 6.21 *時事集録 44. 4 

栽培経済問答新誌 14.12.20 *時事評論 39. 8. 6 

財務 42年 静岡県議動業月報 34鋭:17. 4.28 

材木相場月報 38. 3 静岡際勧業報告 33. 3.31 

境誌報 25.12 慈善 42. 7.30 

境湊荷報 39. 7 *時代乃華 45. 3. 9 

〔佐賀豚〕勧業月報 17. 2 寅科数育 35.10. ClOJ 

砂糖 25.12.29 寅業(岩手寅業協曾) 23. 9 

砂糖集談舎雑誌 13. 3 賓業(東京賓業夜行所〉 31. 5. 6 

産業 26.10.25 買業(長野質業奨駒曾〉 35. 4.25 

- 73 



貸業(大日:本寅業協舎〉 45. 7. 5 質業之世界=>三田商業界

質業(福島買業雑誌祉〉 42. 5. 5 寅業之天地 42. 6.15 

買業(瑞穂買業青年協禽) 26. 6. 1 賞業之東亜 11(1) : 38.1. (1] 

貸業(山形県系寅業協舎〉 27. 2.27 実業之東洋 43. 8. 1 

質業界(同文館) 43. 5. 1 寅業之友新東洋 42. (1.1J 

実業界(博皐堂〉 36.11. 28 貸業之白木 30. 6.10 

貸業界(伏見寅業青年禽〕 27. 9.15 賓業の華 36.11. 25 

寅業数育 30.11. 27 質業之北海 42. 9.15 

質業倶楽部(大阪〉 32.10. 4 貸業之横控室 37. 8.21 

実業倶楽部(東京〉二〉活動之日本 質業パック 41.10.10 

買業倶楽部〈大日本青年賀業倶楽部) 寅業評論 32. 1. 25 

34. 5. 8 賞地商業夜星雲校通信講義録 21.11.24 

寅業倶楽部(博文館〕 44. 1. 1 費用爵業雑誌 32. (7.20J 

質業雑誌(大津同社) 42. 6. 5 *支那二長東亜同文禽支那調査報告書

買業雑誌(福島貸業雑誌社) 28. 6.22 支那経済報告書 41. 5.15 

質業少年 41. 1. 1 支那調査報告書

寅業奨閣雑誌 36.10.28 =争東亜同文舎支那調査報告書

質業時論(同編輯局) 35.11.20 (月干の信濃雑誌 28. 5.25 

貸業時論(大日本質業率曾) 34.10. 5 信濃寅業新報 25.10.18 

賓業新報(東京 同市土) 33. 3. 7 信濃殖産協舎雑誌(同禽〉 22.12.10 

賞業新報(水戸同社〕 26. 6.30 信濃殖産協曾雑誌(信濃新聞)26.11.26

買業世界(エックス倶楽部) 34.10. 1 紙幣局工場報告書 10年

寅業世界(寅業家保安禽) 30. 2. 4 島根将勧業月報 11. 6 

寅業位界〈同雑誌社〉 30.11.25 島根県草:勧業雑報今岡県系勧業月報

質業世界(大阪同社〉 33. 7.27 島根県原産業別報 29. 4.28 

質業世界(東京同社〕 34. 2.1号 斯民 39. 4.23 

寅業世界〈芝区寅業曾〉 34. 4.25 *社舎 32. 1. 31 

賓業世界(理財新報社〉二〉理財新報 キ祉禽塁手雑誌二〉祉舎

賓業世界・太卒洋 36. 1.10 *杜曾雑誌 30. 4.17 

質業叢談 25.11. 1 *祉舎主義=>努{動世界

質業費極l 28.12.21 *祉曾主義研究 39. 3.15 

寅業同志曾雑誌 33. 1 切土曾政策 44. 4.20 

賓業‘之大阪 35. 2 *ジャパン・マガジーン 43. 1. 20 

質業の信州 39. 2.11 就業協義雑誌 11.11 
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*自由窯貫主報 24.10.25 

*自由卒等経論 24. 3. 1 

商 23. 6.30 

商海(東京) 26. 2.15 

*商海(大阪高等両業拳校校友曾〉

37. 3.25 

商海月報 35. 3.13 

商海示録 28. 1. 28 

商海時報 33. 3.20 

荷海之少年 34. 1. 1 

商界之青年 41. 1. 1 

爵海之燈塞 25. 7.14 

商家之友 35. 4. 5 

商業 24. 9.30 

商業界 37. 1. 1 

詩況海事誌 15.11 

商業皐講義録 [21. 8J 

商業協曾雑誌 23. 2.17 

商況月報(岡山商法曾議所) 13. 2.10 

首況月報(農商務省〉 15. 8 

商業講義録 28. l. 31 

商業講習録 35. 9 

商況雑誌 13. 3 

商業雑誌(鹿児島商法曾議所)16.11.17

商業雑誌(同社) 22.11.11 

商業資料 26.11.10 

商況新報今大阪商法舎議所詩況新報

商業世界

商業通信録

荷況報告

31.11. 3 

32. [2J 

17. 5 

-商工実報=?[岡山商業禽議所〕商工嚢報

商工集報二会農商務省商工局臨時報告

商工界常識二会商工義

祷工業話曾雑誌 24. 5 

荷工義 40. 7. 5 

罷工義常識二会商工重量

商工世界・太卒洋二〉賞業世界・太卒i宇

商工之天下

商工之友

詩工の輿論

商土

霞事新報

両事報告(岡山商法曾議所〉

醸造協曾雑誌

42. 5.10 

38.11. 3 

43. 8. 8 

39.10.29 

32. 2.10 

13. 4. 1 

39. 5.17 

荘内商工雑誌、 2説:23. 5.20 

小天地 42年

荷人 2巻:40. 1. 20 

商人の魁雑誌

商標公報

両品雑誌

商品新報

荷報=?京都両業舎議所月報

商報雑誌

商法問答新誌

脅務局雑報=?動商雑報

商務雑誌

殖産雑誌(耕牧園〉

23. 5 

20. 8 

32. 9.11 

45. 7.10 

25. 5. 1 

23. 9.25 

25. 1. 7 

30. 3. 1 

殖産雑誌(同社) 26. 6.20 

織染研究曾報告 23. 3.25 

織染研究雑誌今織染研究舎報告

殖民事舎舎報 44. 5. 1 

殖民協禽報告 26. 4.15 

殖民公報 34. 4. 5 

殖民雑誌 22. 5.25 

殖民時報今殖民協禽禽報

殖民世界 41. 5. 7 

殖民大医 25. 1. 5 

*[市立大阪商業製校〕同窓曾橡誌
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24. 7.28 節減食報告 22.11. 30 

私立埼玉勧業舎雑誌 22. 3.30 全園両法の栽培 16. 7 

新紀元 38.11.10 専修皐校経済皐講義筆記 20. 1.14 

員契雑誌 14. 2 専修塁手校理財科講義 24.10.22 

*新時代 39. 7. 1 染織工業雑誌 26. 3.15 

新貸業 39. 9.18 染織時報二〉大日本織物協曾報告

*新春秋 43. 2. 1 *仙嘉義舎雑誌 17.10.19 

*新世紀 42. 4. 1 仙墓商業曾議所報告 33. 5.30 

*新日本(同社〉 37. 6 専頁局調査月報 45. 1 

*新日本(冨山房〉 44. 4. 3 専貰叢誌 41. 3.31 

新農界 42. [12J *専門皐曾雑誌 21.10.25 

新農報 32.2. 11 繰業新報 15.6. [16J 

進歩黛黛報 30. 5. 1 造船協舎舎報 36.12.25 

水産 33. 6.25 相場高低月表 12. 2 

水産調査報告 26. 3.31 相場高低新報 12. 8 

スタチスチック雑誌 19. 4 

政皐協舎雑誌::}政理叢談
た行

税関月報 34. 5.29 第一園立銀行竿季寅際報告書 7年

成功 35.10.10 第十五図立銀行学季寅際考課紋 10年

生産雑誌 37. 7. 4 大成同盟舎禽報 32. 1. 22 

政治経済雑誌::}明義 *大需園 32. 6.15 

*精f神 25. 4.10 第二銀行管業報告書 30年

青年労働議禽 36. 4. 1 *大日本 29.10.20 

西部銀行集禽所月報 34. 3 大日本堕業協舎舎報 29. 5.14 

税法雑誌 22.10. 1 大日本織物協曾舎報今同禽報告

税務協舎雑誌 32. 1. 30 大日本織物協舎報告

税務行政 34. 5.30 大日本外闘貿易月表

生命保険舎祉協舎曾報 44. 7.30 ニシ〔大日本〕各港輪出入物品表

*政友(政友社) 21.10.12 大日本各港総出入宇年表 8年

*政友(立憲政友禽曾報局) 33.10.15 〔大日本〕各港輸出入物品表 6年

*政理叢談 15. 2.20 大日本貨幣研究曾雑誌 33. 9. 1 

*世界通 41. 3.21 大日:本議総曾報二〉同曾報告

市世界之日本(開拓祉〉 29. 7.25 大日本震総禽報告 25. 4. 5 

*世界之日本(富強固)::}富強之氏 大日本山林禽報二会同舎報告
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大日本山林舎報告 15. 2.17 地租改正事務局別報 [8]年

大日本賓業率禽商科講義 28. 5.18 〔千葉!騒〕勧業雑報 14. [4] 

大日本水産禽報二手同禽報告 〔千葉県草〕農商雑報 14. 8 

大日本水産舎報告 15. 4. 7 本地方協曾 22. 4.25 

大日本畜産曾報告 29. 5.30 *地方行政率研究舎雑誌 23. [4] 

*大日本中皐曾講義録 25.11 茶業禽報告今日:本茶業曾報告

大日本銭道雑誌 22.10.30 茶業報告二争中央茶業組合本部報告

大日本農舎報二〉同舎報告 茶業報告(横潰〉 24. 5.23 

大日本農舎報告 14. 8.24 中央織物界 41. 1. 1 

大日本農事協舎報 34. 3.15 *中央皐術雑誌(同攻舎〉 18. 3.10 

大日本農事契駒義曾報 32. 1.17 *中央皐術雑誌(同社) 25. 5.15 

大日本紡績聯合曾月報二〉聯合紡績月報 中央銀行曾月報 36. 5 

大日本綿総紡績同業聯合禽月報 中央銀行通信銭二〉中央銀行舎月報

二長聯合紡績月報 *中央公論 32. 1. 25 

大日本綿総紡績同業聯合曾報告 中央賓業新報 20年

25.9.25今聯合紡績月報 *中央時論 27. 3.28 

大日本窯業協舎雑誌 25. 9.16 *中央大事講義録

大農園二〉農談 ~英吉利法律皐校講義録

大福帳(熱田〉二金書抜大幅帳 中央煙卒業協禽曾報 24. 6.20 

大幅l阪(大阪〉今度告大幅帳 中央茶業組合本部報告 17. 7.21 

*太陽 28. 1. 5 中央農事報(第1;;た) 28.10.30 

*豪湾協曾禽報 31.10.20 中央食事報(第 2~た〉 33. 4.20 

賓船 30. 7. 5 中外工業新報 10. 6.13 

拓殖局局報 19抗:44. 7.15 *中外時論二会精神

拓殖新報 44.12. 5 中外水産雑誌 13. 7.18 

揮善禽録事 10. [10] 中外木材新報 14. 1 

館林寅業雑誌 27. 9.25 中外郵便週報 14. 1. 3 

煙車雑誌=争中央煙草業協曾曾報 調査月報(大蔵省) 44. 1 

*男女勧主要新誌 20. 2. 5 朝鮮協禽曾報 35. 7. 5 

地球 45. 4.15 *町村自治 41. 11. 3 

築材新報 39. 3.25 通詩集纂二会通両集編

畜産雑誌 41. 2 通詞集編 15. 7 

筑堕石炭鎖業組合月報 37. 7.12 通商月報二〉大阪商品陳列所報告

地租改正事務局日誌 9. 1 通荷報告 19.12 
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通信協禽雑誌

通俗経済新報

津軽産業舎報

手音園経済雑誌二会荷海時報

41. 8.25 

20. 9.20 

35. 6. 4 

需園荷業皐曾講義銭=手商業講義録

帯園鍛道協禽禽報 32. 5.25 

脅図農舎報 44. 1.10 

帯図農報 34. 7.20 

遮信協禽雑誌二手通信協曾雑誌

遮{言公報 19. 4.26 

*哲皐館講義録

鍛道

銭道協禽誌

鍛道雑誌

銭道青年

電業世界

電信協曾禽誌

*濁逸皐協禽雑誌

*東亜時論

21. 1. 8 

29. 5 

31.10.25 

40. 7.26 

42. 6. 1 

42.12. 1 

26. 1. 25 

16.10.25 

31.12 

*東亜読林 27.11. 3 

東亜同文曾支那調査報告書 43. 7.19 

東毘同文曾報告 [32.12J 

東海経済新報 13. 8.21 

東海質業雑誌 3挽:32. 2.20 

東京営業便覧 33. 2.23 

東京勧業博覧禽襲被 39. 8.22 

東京銀行集舎所牢季報告 14年

東京経済雑誌 12. 1. 29 

東京交換所半季報告 [28J年

*東京高等商業率校同窓曾曾誌

二〉高等商業率校同窓舎曾誌

東京興農雑誌

*東京輿論新誌

40. 5.18 

13.11. 6 

東京古泉舎雑誌二会東京古泉舎報告

東京古泉禽報告 28. 9.16 

東京古泉協曾雑誌今古泉品評禽誌

東京賀業雑誌 29. 2.11 

東京市統計月報二手統計月報

東京商況及物償調 43年

東京商業舎議所月報 25. 9 

東京商業禽議所報告二〉同所月報

東京商業率舎曾報 35. 7.12 

東京商業謬校講義録 22. 3. 5 

東京商況月報 25.12.20 

東京商業雑誌 23. 1. 21 

東京商法曾議所蒔況報告 13. 6.12 

東京商法曾議所要件録 12. 2 

糖業世界 43.11. 1 

*東京専門拳校行政科講義録 21.10

東京専門皐校司法科講義録 21.10

東京専門翠校政治科講義録 21.10

東京専門皐校政挙部講義 20.10.19 

東京専門拳校法撃部講義 20.10.15 

東京談農舎報告 13. 7 

東京府勤業課雑誌 10. 9.20 

東京物債調 38. 5 

*東京法皐院講義録

二〉英吉利法律皐校講義録

*東京法皐院大翠講義録二長向上

統計皐雑誌:::;>スタチスチック雑誌

統計月報(鍛道院) 42. 8.31 

統計月報(東京市) 44. 3 

統計雑誌 9.12 

統計集誌 13.11 

*同攻禽雑誌 24. 3.27 

東西織物界:::;>中央織物界

東邦協禽禽報 27. 8.29 

東邦協曾報告 24. 5 
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東北経済新誌

東北農商新報

東北の運輸

東北之産業=>恒産雑誌

*東洋

*東洋皐重量雑誌

東洋経済新報

東洋質業雑誌

*東洋時報二会墓湾協曾禽報

45. 4.20 

15. 8 

44. 8.15 

34. 4.10 

14.10.10 

28.11.15 

38. [l1J 

東洋時論 43. 5. 1 

東洋銅銭雑誌 37. 6.25 

東洋農舎四季報告 13. 1 

東洋貿易新誌 35. 5. 6 

徳島県系勧業月報 40. 5.10 

徳島豚勧業報告 15挽:17. 4. 4 

徳島商業曾議所月報 41. 10. 20 

栃木県系勧業課庚告 12. 1 

-栃木県系勧業報告

栃木豚第二課康告

栃木牒農商工報告

鳥取豚勘業月報

鳥取豚勘業雑報

鳥取豚中央勧業舎曾報

鳥取市貸業協曾月報

渡米 40.11.12 

渡米雑誌、二〉努働世界

渡米新報

富(綬々 堂〉

富(宮園祉〉

富の研究

宮の日本

富山県系勤業月報

富山鯨勧業報告

富山商業月報

14. 7 

11. 1. 1 

19. 2 

15. 2 

21. 1 

29. 5.25 

30. [6J 

#努1動世界

40. 5.17 

23.10. [25J 

42. [3J 

44. 6. 3 

43. 2.11 

16年

20. 2 

43. 5 

内外織物新報

内外海事要録

な行

*内外皐義二>*翠裏雑誌

*内外政黛事情

内外茶業新報

内外百工雑誌

35[5.18J 

28. 3.26 

15.10 

33. 3.25 

10. 2 

内外論叢二〉法律皐経済率・内外論叢

内図税裳纂 35. 5.28 

内地及樺太朝鮮間貿易月表 44.3. 4 

仲買人雑誌 29. 8. 3 

〔長崎県果、〕動業月報 115虎:17.12 

長崎両業舎議所報告 29. 2 

長崎私立勧業曾報告 19.10 

長崎税関外園貿易月報 34年

長崎税務曾誌 33.11 

〔長野豚〕勧業月報 14. 7.30 

長野県高勧業要報 22. 7.26 

名古屋経済舎報告 34. 3. 5 

名古屋商業曾議所月報 26.10.25 

名古屋商業曾議所定期報告 25.3.15 

名古屋商業舎議所報告 40. 1.15 

南信雑誌 40.10. 5 

新潟牒勧業報告 13. 9 

新潟荷業禽議所報告 31. 1. 24 

西陣織物雑誌 26. 5 

*日英雑誌 30. 2.10 

日英賓業雑誌 26. 3 

日英商業雑誌二〉英図商業雑誌

日:米通荷雑誌 31. 2.14 -H大日本

日米通商大日本今日米通商雑誌

日用綬済雑誌

日韓貸業界

24. 5.21 

43. 2. 5 
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日韓通商協曾報告 28. 9.15 日本茶業曾報告 27. 2.24. 

日清 39.12. 5 日本銭道曾社報告 15年

日鮮寅業界今日韓質業界 日本農業雑誌 38. 9. 5 

*日本及日本人今日本人 日本農業新誌 25. 1. 5 

日本海事雑誌 29. 2. 9 日本之商業今日本蒔業改良禽雑誌

日本回漕雑誌 25.10 日本之商人 20.10. 5 

日本家禽協曾報告 22. 7. 5 日木之殖産 21. 1. 30 

日本勘業銀行月報 38. 5.15 日本皮革時報 35年

日本勧業銀行調査月報 45. 3 日本貿易協舎報告 27. 2.10 

日本銀行調査月報 39. 8 日本貿易雑誌 26.11.13 

日本銀行統計月報 23.10 *日本法律皐校講義録 23. 6.21 

日本銀行学季報告 16年 日本理財雑誌 22. 2. 6 

日本経済雑誌 30. 5.25 〔根室豚〕勧業雑報 15.10 

日本経済新誌 40. 4. 3 農 31. 1. 20 

日本鎖業禽誌 18. 3.26 農界叢誌 22. 7. 6 

日本工業協禽誌 35年 農皐園 24. 1. 21 

〔日本興業銀行〕営業報告書 [35J年 農皐舎舎報 21. 4. 2 

日本五業新報 19.12. 1 農皐曾報=>農皐舎舎報

日本翠総協曾報告 17. 6.28 農家之副業 40. 9.17 

日本紙業協舎雑誌 23.12.30 農業数育 34. 1. 25 

日本賓業二〉銀行新聞 農業図 40. 2.12 

日本質業協禽曾報 37. 2. 5 農業雑誌 9. 1. 

日本質業雑誌 24. 1.12 農業世界(同社) 32. 8. 5 

日本質業新報 40. 7.16 農業世界(博文館〕 39. 4. 1 

日本商業改良雑誌 24. 9 農業報知 32.10. 1 

日本商業雑誌 23.10.20 農塞志林 15. 5.20 

日本商業新報 33. [6.lOJ 農工雑誌 11. 7. 5 

日本醸造協曾雑誌 39. 5.16 農工商 22年

口本人 21. 4. 3 農工筒雑誌 20. 5.15 

日本製紙織物雑誌 22. 2 農事月報二〉勧農局農事月幸:R

日本染色雑誌 31. 1. 1 農事雑報 31. 7.14 

*日本大家論集 20. 6 農事新報(愛知農皐祉〉 14.7 

日本煙草雑誌 29.10.21 農事新報(有隣堂〉 21.10.20 

日ネ:畜牛雑誌 37.11.15 農事調査 29.11. 4 
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食事報告二手動農局農事月報 庚島県系勧業雑報 13. 3. 1 

浪商工公報 18. 3. 1 〔康島豚〕動業報告 18.11. 30 

農荷新誌 24.11.15 庚島商業舎議所時報 26.12.29 

農商務省商工実報 38. 5.19 貧民(再干の 23.10.15 

農荷務省需工局臨時報告 30. 3.25 富強之民 39. 7. 1 

農商務省商品陳列館報告 38. 6.27 福井県宅勧業月報 14.11 

浪商務省商品陳列館臨時報告31.2.14 福井豚農商工雑報 22.10.23 

*納税議員月報 24. 4.20 福岡県高勧業月報 12年

農談 22. 3 [稲島勝〕勘業実報 42. 4 

農談雑記 14. 3 福島県系勧業報告 16. 9 

農民 23. 7.15 宮源案内 39. 2. 5 

7~務実纂 42. 8.17 宮源雑誌 24. 1. 28 

は行
富園(寅業家同盟舎〉 24. 8.16 

宮園(博文館〕 23. 1. 1 

博多商業舎議所報告 29. 3.31 宮園青年 35.12. 5 

*博開雑誌 20.11. 5 武毛之寅業 33.11.16 

博覧曾誌 12.11 Z下手口の旗風 36. 3.15 

博覧舎と買業 41. 3.22 *文官受験橡修率会講義録 21. 6 

博覧時報 39.12.18 *文明之法 23. 1 

函館両業禽議所月報 36.(4) 貿易 33. 6.15 

函館商業曾議所事務報告 29. 3 貿易協舎雑誌 21. 2 

函館商業舎議所報告 31. 7.25 貿易通報今大阪商業禽議所月報

八王子染織界 36. 4.30 *法皐協舎雑誌 17. 3.15 

*反省舎雑誌二}*中央公論 *法皐新報 24. 4.25 

*反省雑誌二}*中央公論 紡織界 43. 1(1) 

引札康告 11. 9 紡織月報 24.7.25二〉聯合紡績月報

菱屋商報二手機業雑誌 *法政誌叢二〉明法雑誌

*一橋曾雑誌 36. 3. 5 *法政時論=>経済時報(34.。
〔兵庫豚〕勘業報告 12. 7.25 *法政速成科講義録 38.2. (5) 

[兵庫県系〕農工商業雑報 21. 8. 3 *法政大皐講義録 37年

匂干i命 34. 4. 1 報徳、 25. 3.20 

弘前商業舎議所禽報 41年 法律拳・経済皐・内外論叢 35.2.11 

庚島経済時報 42. 4.15 法律行政経済講義録 20.10. 1 

〔贋島豚〕勧業月報=>康島県高勧業雑報 法律経済 34. 7.25 
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法律経済斯馨雑誌 19. 3.15 松江商業曾議所報告 28. 6.10 

法律経済新報 19. 9.26 松代勧業=>松代勧業社月報

法律政治講義録ニ〉法律行政経済講義録 松代勧業協舎月報工会松代勧業社月報

*法林 21. 8.15 松代勧業社月報 35. 3.21 

簿記皐教授誌 18. 4.25 *皐之燈 22. 6.25 

簿記皐講義銭 21. [4J 高年曾記事 13. 1 

簿記事濁習雑誌 23.12.10 高年舎報告 12. 1. 15 

簿記世界 32. 2.10 三重県議勧業月報 13. 1 

簿記之友 22.10.11 三重勝勧業報告二会三重豚勧業月報

北越興荷禽報告 14. 6. 5 三目撃曾雑B，t 42. 2. 1 

北越之寅業 38. 2.15 *三田評論 32. 2.13 

北水協曾報告 18. [8J 三田商業界 38.11. 29 

牧畜雑誌 21. 8.25 三井銀行営業報告書 43. 1 

保険 35.10.15 三井銀行報知=>三井銀行本部旬報

保険銀行時報 31.10 三井銀行報知付録今三井銀行本部旬報

保険銀行通信 43. 4.25 三井銀行本部旬報 30. 6 

保険雑誌 28. 9.20 三越 44. 3. 1 

保険評論 41. 11. 3 みつこしタイムス 41. 6.1二長三越

*保守新論 22. 1. 20 水戸両業舎議所報告 30. 7 

北海工業雑誌 24. 5.23 宮城!騒動業報告 11. 7.31 

北海時論 24. 2.12 宮城豚勧業報告(35.6~)二会同農商工報

北海道開拓雑誌 13. 1. 31 宮城1採農商工報 31. 4. 4 

北海道協舎報告 27. 1. 29 〔宮城県活〕農商雑報 19. 4 

北海道水産雑誌 26. 6.23 民間雑誌 7. 2 

北海道畜産協舎報 36. 6 民間雑誌(10.4.28)二手家庭叢談

北海道廊勧業月報 21. 2.29 *明義 33. 4.10 

北海道騒動業時報 36. 1. 20 *明、冶皐報=>明治法皐

北海道之拓殖 34.3. [25J *明治協曾雑誌 16. 1. 20 

北海之殖産二手動農協舎報告 *明治議翠舎尋常師範皐科講義鋒

北海之水産 44. 1. 29 26.11.10 

置理課雑誌 28. 7.16 明治大皐荷皐科講義録 38. 1.14 

ま行
*明治大皐法拳科講義鋒 38. [1] 

*明治評論(精神社〉二会精紳

毎旬経済新誌 13.12.25 *明治評論(同社〉今明治法皐
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*明治法翠 32. 9.15 

明治法律拳校講義録

二〉法律行政経済講義録

キ明法雑誌

*明六雑誌

綿業旬報

綿来事紡績事情参考書

綿集談曾雑誌

綿子ル新報

や行

18. 2. 7 

7. 3 

45. 1 

36年

13年

37. 5.15 

山形県議開産叢誌 12. 7 

〔山形県高〕勤業月報 16.10.20 

(山形燃〕勧業報告二〉同勧業月報

山形県系勧業報告今同勧業月報

山形商業曾議所月報 37. 7 

山口勝勧業月報 20. 6 

山口!孫動業雑報 14. 3 

山口豚勧業報告二会同勧業雑報

〔山梨豚〕勧業月報 15. 3.14 

山梨鯨勘業場報告二手同勘業報告

山梨勝、勧業報告 [9J年

山梨賞業雑誌 37.11. 3 

郵便月報 8. 6.25 

*雄弊時論 34. 6.25 

輪出入商況月報=>輸出入品商況月報

輸出入品諸況月報 11年

窯工禽 24.12.21 

*洋々祉談 8. 4. 9 

横潰港外国貿易月表 37年

横潰港外園貿易=会同外園貿易月表

横漬古泉舎錫摸集 43. 7 

横漬商業曾議所月報 29.10.10 

横漬正金銀行学季寅際考課朕 [13J年
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〔横潰正金銀行〕牢季報告二会同上

四日市商業禽議所報告 27. 5.10 

四日市商業統計月報ニ〉同禽議所報告

世渡の杖 10. 7 

*六合雑誌

利閏新誌

理財公論

ら行

理財新報(経済雲院)

理財新報(日報社〉

理財新報(理財新報社〉

*立憲改進黛黛報

利民

龍門雑誌

聯合紡績月報

ロイド・航海雑誌

労働月報

努(動世界

和歌山燃勧業雑誌

和歌山鯨動業報告

*早稲田皐報

早稲田講演

早稲田講演(憲法紀念〉

早稲田商業講義

13.10.11 

22.10.10 

41. 5 

25. 8.13 

11. 5.27 

40.11. 3 

25.12.20 

24. 2.12 

21. 4.17 

22. 5 

16. 8.18 

[32J年

30.12. 1 

11. 3 

38説:16.10 

30. 3.30 

43. 5.26 

42. 3.15 

39. 4.10 

早稲田大皐行政科講義録

今21.10東京専門皐校行政科講義録

早稲田大事政治経済皐科講義銭

=争21.10東京専門拳校政治科講義銭

*早稲田大皐法律科講義録

二会21.10東京専門事校司法科講義録

*和傍法律拳校講義録 23. 1 

*和傍法律拳校高等科講義銭 35.12.19 

和洋書籍及文房具時償月報 16.10 



団体名索引

あ行

会津実業青年会 29. 3.20 

会津私立勧業会 20. 6 

愛知紡績所 14.12 

青森商業会議所 26.12.26 

秋田鉱業同盟会 28. [9) 

秋田商業会議所 40.12.20 

亜細亜貿易保護協会 26. 8. 25 

足利織物講習所 18. 11. 11 

阿波商業会議所 30. 1. 22 

為換ノミング三井組 7. 5. 6 

上回商業会議所 28.12.27 

宇都宮商業会議所 26. 8.12 

浦和商工会 26. 6. 4 

塩業調査所 32. 4. 1 

奥羽北海道銀行同盟会 26.10 

大垣商業会議所 26. 2.27 

大蔵省 2. 7. 8 

太田商業会議所 29. 8.10 

大津商業会議所 24. 4.16 

大阪糸線取引所 26. 11. 9 

(→大阪三品取引所〕

大阪株式取引所 11. 6.17 

大阪銀行苦楽部 12. 8 

(→大阪同盟銀行集会所→大

阪銀行集会所〉

大阪銀行集会所

大阪経済会

大阪交換所

30.10. 5 

23. 1. 31 

12.12. 1 

大阪米商会所 9.11. 2 

大阪三品取引所(←大阪糸綿木綿

取引所〉 34.12. 5 

大阪実業協会 44. 2. 3 

大阪商業会議所(←大阪商法会議

所〕

大阪商業興信所

大阪商品陳列所

大阪商法会議所

(→大阪商業会議所〉

大阪手形交換所 CI日〉

大阪銅鉄取引所

大阪同盟銀行集会所

(→大阪銀行集会所〉

大阪農工商会

岡崎商業会議所

岡山商業会議所

岡山紡績所

小樽商業会議所

尾道商業会議所

か行

化学工業会

学農社(津田仙〉

掛川信用組合

鹿児島商業会議所

鹿児島商法会議所

火災保険協会

火災保険同盟会

金沢実業協会

金沢商業会議所

金沢商法会議所

24. 1. 12 

25. 4. 1 

23. 11. 15 

11. 8. 27 

12.12. 1 

29. 4. 1 

27. 5. 4 

14. 5 

25. 11. 14 

25. 11. 15 

26. 2. 4 

14. 7.17 

28.12. 2 

25.11. 25 

43. 3.11 

8. 7 

25. 8 

26. 5.13 

15. 3.24 

40. 5.25 

44. 6 

41年

24. 3.17 

13. 3.22 

貨幣制度調査会議〈第1回)26. 11. 4 
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釜石鉱山田中製鉄所 20. 7 群馬県蚕糸業協会 29.12. 5 

樺太経営同志会 38. 4. 1 慶応義塾理財学会 36年

関西勧業会 24.10. 9 経済学懇話会 34年

関東実業大会 34.10. 2 経済談会 13. 5 

関東実業連合大会 35.10.17 (→東京経済学講習会→東京

官民実業懇話会(第3回〉 42. 6.25 経済学協会〉

関門手形交換所 45. 1. 1 経済事情攻究会(第1回〉 29. 11. 19 

生糸繭共進会(第1回〉 12. 11. 1 経新倶楽部 22. 5 

岐阜商業会議所 23.12.26 工学会 23. 5. 3 

九州銀行同盟会 13.10 鉱業家諮問会 25. 9.20 

九州実業協会 28. 6.20 交詞社 13. 1. 25 

九州石炭同盟会 27. 9.13 高知商業会議所 24. 6. 5 

共愛会(京都府小作団体〉 21年 興農会 20年

共済会(東京消費組合〉 11年 甲府商業会議所 42. 2.17 

京都株式取引所 17. 8.16 神戸株式取引所 16. 7.30 

京都銀行倶楽部 32.12.10 神戸生糸検査所 29. 3. 7 

京都銀行集会所 31. 1. 10 神戸銀行集会所 29. 8.28 

京都商業会議所 24. 7. 7 神戸商業会議所 23.12. 9 

京都商工協会 26. 1 神戸商品取引所 29. 9.26 

京都商工同盟会 25. 7. 3 (→神戸棉花取引所〉

京都商品陳列所 42. 5. 15 神戸手形交換所 30. 7. 1 

京都商法会議所 15.10.20 神戸取引所 20. 8. 2 

京都手形交換所 31. 1. 15 神戸棉花取引所(←神戸商品取引

京都取引所(←京都株式取引所， 所〉 42. 1. 25 

京都米穀取引所〉 40. 3. 1 国債引受シンジケート 43. 2. 1 

銀価調査会 26. [7J 国民経済会 33. 2.28 

熊本商業会議所 24. 7. 2 国立銀行東京第一 6. 6.11 

蔵前工業会(←機械工芸会，化学 (→第一銀行〉

工芸会〉 39. 3.18 東京第十五 10. 5.27 

久留米商業会議所 32. 6. 8 京都第百五三 12.11. 1 

桑名商業会議所 26. 6.23 小作同盟会(岐阜〉 20年

桑原紡績所(大阪〉 15. 2 国家学会 20. 2 

群馬経済学協会 24. 4.19 国家経済会 23.10.27 

群馬県産業調査会 42. 9.10 五二会 27. 4.15 
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さ行
社会学研究会 31. 11. 12 

社会主義研究会 31. 10. 18 

済生会 44. 5.30 (→社会主義協会〉

財政整理期成同盟会 31. 5.19 社会主義協会 33. 1. 28 

堺商業会議所 24. 2.23 社会主義同志会 40. 8.31 

堺商工会(←堺商法会議所)15. 9 社会政策学会 29. 4. 2 

堺紡績所 11. 2.14 (命名)30. 4.24 

佐賀商業会議所 29. 9.29 社会問題研究会(酒井雄二郎ら〉

酒田商業会議所 30. 4.30 26. [7J 

札幌実業協会 32. 4.15 社会問題研究会(樽井藤吉ら〉

札幌商業会談所 39.10. 9 30. 4. 3 

札幌製粉所 19.11 社会問題研究会(札幌竹内余次

札幌麦酒醸造所 19.11 郎ら〉 35. 6 

三栄綿布輸出組合 39. 3. 8 商業会議所連合会(第1回)25. 9.25 

産業組合講習会(第1回〉 37. 7.13 商業懇談会 19年

産業組合中央会 43. 1. 7 商工経済会 34. 11. 27 

産業講究会 40. 4. 1 商人倶楽部 30. 12 

蚕糸業集談会 18. 6 商品陳列館(←貿易品陳列館〕

蚕糸業振興会 25. 6 30. 7.28 

静岡商業会議所 25. 7.12 殖民学会 43. 4.28 

静岡農工銀行 30. 11. 27 殖民協会 26. 3.11 

実業協会 26. 3.23 清韓協会 35. [4J 

実業倶楽部 32. 2 新町紡績所 20. 6. 2 

実業調査会 33. 5.16 信用組合研究会 25. 2 

実業同志会(渋谷喜作ら〉 31. 5. 4 水産諮問会 30. 11. 14 

実業同宏、会〔京浜の実業家)41. 4.27 水産調査会 28.11. 16 

十州塩田組合 18. 8 水産博覧会(第1回〉 16. 3. 1 

十州塩田同業会 17. 5 スタチスチック社(←表記学社〕

〈→十州塩田組合〉 (→統計学社〉 11. 2 

品川硝子製造所 18. 5.28 住友銀行 28. 11. 1 

下野経済講話会(第1回〉 21. 12.22 (株式会社)45. 4. 1 

下野実業懇話会 32. 9. 3 諏訪製糸同盟 36. 1. 1 

下関商業会議所 24. 9. 9 生産調査会 43. 4. 1 

下村紡績所〈岡山〉 15.10 製紙所連合会 13.12.26 

- 86ー



製茶共進会(第1回〉

製茶トラスト協議会

製表社

12. 9.15 

34. 6.13 

11.12.18 

(→統計協会→東京統計協会〉

西部銀行集会所 32. 2.12 

西部銀行同盟会 33. 5. 7 

生命保険会社協会 38. 3.27 

(社団法人)41. 12. 27 

生命保険会社談話会 31. 5. 18 

(→生命保険会社協会〉

全国漁業組合連合会 33. 1. 22 

全国銀行者大会〔第1回) 36. 4.23 

全国産業組合大会 38. 5.20 

全国蚕糸業大会(第1回) 27.12. 5 

全国実業各団体連合大会 27.12.11 

全国酒造組合連合会 28. 5 

全国商業会議所連合会(第1回〉

25. 9.25 

全国商工業同志会

全国水産業者大会

全国生産品評会

32. 1 

40. 2.16 

37. 3.14 
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全国篤農家懇談会

全国取引所同盟会

全国取引所連合会

全国農工銀行連合会

43. 4 

27. 3.14 

27. 4.15 

31.11 

全国農事会(第1回) 27.12. 1 

(第18回)ff 43.11.15 

(→帝国農会〉

全国農事大集会 36. 4.11 

全国農談会 14. 3.11 

全国紡績連合大会 23. 11. 15 

全国保険業者大会(第1回)36. 4. 6 

全国窯業品共進会(第1回)34. 9. 1 

専修学校理財学会 23.12.20 

千住製紙所 12. 9.27 

仙台商業会議所 24. 6.22 

造船協会 30. 4 

た行

第一銀行(←第一国立銀行)29. 9.25 

大日本塩業協会 29. 3.10 

大日本織物協会 18. 11. 10 

大日本勧農義社 13年

大日本産業組合中央会 38. 3. 1 

(→産業組合中央会〉

大日本蚕糸会 25. 2.25 

大日本山林会 15. 1. 21 

大日本商工会 27. 8 

大日本水産会 14.12.17 

大日本水産大会 32. 3 

大日本畜産会 28. 8 

大日本農会(←東京談農会，東洋

農会) 14. 4. 5 

大日本米穀会 40. 4. 1 

大日本綿糸紡績同業組合(←紡績

連合会) 21. 6 

(→大日本紡績連合会〉

大日本紡績連合会 35.10.28 

大日本木蝋会 28. 3.15 

大日本窯業協会 25. 6.29 

台湾糖業連合会 43.10. 6 

高岡商業会議所 29. 2.19 

高崎商業会議所 28. 8. 24 

高松商業会議所 42. 5.31 

択善会 10. 7. 2 
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〈→東京銀行集会所〉 東京株式取引所 10.12.28 

豆島紡績所(岡山〉 14. 1. 25 東京勧業協会 36.11 

地価修正倶楽部 27. 5. 2 東京御業博覧会 40. 3.20 

地租改正事務局 8. 3.24 東京銀行倶楽部 32.11. 1 

地租増徴期成同盟会 31. 12. 13 東京銀行集会所(←択善会，銀行

知多商業会議所 26. 9.18 懇和会〕 13. 9. 1 

茶業組合中央連絡会議 25. 2. 5 東京経済学協会(←東京経済学講

茶業貿易協会 24. 8 習会←経済談会〉 20. 1 

中央茶業組合本部 17.12 東京工業協会 24. 6.24 

中央綿糸紡績同業会 26. 4 東京興信所 29. 2. 6 

中国四国銀行同盟会 21. 5 東京米商会所 9. 10. 2 

朝鮮協会 35. 3. 3 (兜町，鵬殻町の合同設立〉

(→東亜同文会〉 16. 6. 1 

通信協会 41. 8. 1 東京実業組合連合会 38. 6.18 

津商業会議所 26. 5.10 東京商業会議所 24. 1.12 

敦賀商業会議所 40. 4.30 東京商工会 16. 11. 20 

帝国海事協会 32. 11. 15 (→東京商業会議所〉

帝国瓦斯協会 45. 5.30 東京商品取引所 27.10. 1 

帝国財政革新会 27. 3.24 (→東京米穀商品取引所〕

帝国蚕業調査会 35. [10J 東京商法会議所 11. 3.12 

帝国鉄道協会 31. 11. 28 (→東京商工会〉

帝国農会(←全国農事会〉 43. 11. 15 東京職工共同商会 23. 8 

帝国農学会 42年 東京貸資協会 29. 5 

鉄工組合 30.12. 1 東京手形交換所 20.12. 1 

鉄道院 41. 12. 5 東京統計協会 35. 1. 14 

電気学会 21. 5 東京府信用購買組合連合会 43.3. 2 

電信協会 25.12. 3 東京米穀商品取引所(←東京米穀

独逸学協会 14. 9.18 取引所，東京商品取引所〉

東亜同文会支那経済調査部 40.11.21 41.12. 1 

東京営繕会議所 5. 5 東京貿易雑貨商組合 25. 1. 7 

(→東京会議所→東京商法会 統計院 14. 5.30 

議所→東京商工会→東京商業 統計学社(←スタチスチック社〉

会議所〉 25. 1. 17 

東京瓦斯会社 18. 10. 1 統計協会 12. 4. 1 
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(→東京統計協会〉 名古屋経済講和会 40. 4.25 

同伸社(肥料購買組合〉 21. 9 名古屋商業会議所 24. 1. 16 

東部農工銀行結合大会 35.10.12 名古屋商法会議所 14. 3. 1 

東方通商協会 26.11. 2 (→名古屋商業会議所〉

東洋協会〈←台湾協会〉 40. 2. 3 名古屋手形交換所 35. 9. 1 

東洋拓殖株式会社 41. 12.28 名古屋同盟銀行集会所 22. 1 

栃木商業会議所 26. 7.27 (→名古屋銀行集会所〉

土地復権同志会 39. 4. 6 名古屋取引所 20. 8. 2 

鳥取県中央勧業会 28. 4 那覇商工会 30. 9 

(→中央実業会〉 新潟商業会議所 29. 7.25 

富岡製糸場 5.10. 4 日英実業協会 28.11. 16 

富山実業協会 26. 5. 1 日露実業協会 27. 5. 5 

富山商業会議所 26. 4.12 日韓通商協会 27年

豊橋商業会議所 26. 3.24 日本海運業同盟会 26. 1. 25 

な行
(→日本船主同盟会〉

日本勧業銀行 30. 8. 2 

内国勧業博覧会(第1回〉 10. 8.21 日本銀行 15.10.10 

2 14. 3. 1 日本経済会 18. 6.16 

3 23. 4. 1 日本鉱業会 18. 2. 9 

4 28. 4. 1 臼本興業銀行 35. 4.11 

5 36. 3. 1 日本蚕糸協会 16. 6 

直江津商業会議所 31. 1. 11 日本実業協会 35. 5 

長崎商業会議所 26.12.27 日本製紙所組合(←製紙所連合会〉

長崎商工会 16.12 32. 5. 15 

(→長崎商業会議所〕 (→日本製紙連合会〉

長崎造船所 20. 6. 7 日本製紙連合会 39. 4.17 

長崎紡績所 17.12.10 日本製茶貿易会 25年

長野商業会議所 33. 5.14 日本船主同盟会(←日本海運業同

名古屋株式取引所 (1次〕 19. 3.19 盟会〉 33. 5.11 

(2次〉 26.12.18 日本倉庫業連合会 36. 5.15 

名古屋銀行協和会 13. 1 日本茶業会 26. 2.12 

(→名古屋同盟銀行集会所→ 日本鉄道矯正会 31. 4. 5 

名古屋銀行集会所〕 日本鉄道会社 14. 11. 11 

名古屋銀行集会所 31. 3 日本電灯協会 25. 5.14 
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(→霞気協会〉 広島手形交換所 33. 6. 1 

日本貿易協会 26. 2 広島紡績所 15. 6. 3 

(社団法人)44. 9.13 貧民研究会(片山潜ら〉 31. 4.27 

日本ボルトランドセメ γ ト同業会 会民研究会(井上友ーら〉 33. 9 

42.10.15 深川工作分局 17. 9.19 

日本燐寸義会 27. 9. 5 福井商業会議所 26. 8.25 

日本綿花同盟会 31. 9. 2 福島商業会議所 35. 7 

日本綿布輸出組合 39. 2.19 福島商業倶楽部 29.12 

日本労働協会 25.11 府県実業相談会(第1回〉 32. 4 

農学会 20.11. 6 伏見商業会議所 28. 3.22 

農業博覧会(第1回〉 12.10.11 平民社〈幸徳秋水ら〉 36.11. 5 

農商工高等会議〔第1回〉 29.10.19 貿易協会 18.11. 25 

農商務省 14. 4. 7 貿易品陳列館 29. 3.30 

農政研究会 40. 3.11 〈→商品陳列館〕

農民協会 27. 1. 6 貿易品博覧会(第1回〕 43. 4. 1 

は行
報公義会 27. 8. 4 

報国会 27. 8. 1 

博多米商会所 17. 2. 9 紡績連合会 15.10. 1 

博多商業会議所 24. 7.15 (→大日本綿糸紡績同業組合

博覧会協会 44. 8 →大日本紡績連合会〉

函館商業会議所 28. 9.27 防長勧業会 24.11 

函館商工会 22. 5. 6 報徳会 38. 11. 26 

八王子商業会議所 27. 8.17 北越殖民社 19. 1 

浜松商業会議所 26. 4. 7 北水協会 17年

播州葡萄図 21. 3.24 北陸商業会議所連合会 36.12. 6 

姫路紡績所 13年 北陸同盟銀行会 30. 2 

兵庫商法会議所 11. 10. 14 保険学会 27年

兵庫造船所 19. 4.28 北海道協会 26. 3.26 

兵神懇親会 19. 2 北海道拓殖銀行 33. 4. 2 

(→神戸同盟銀行集会所〉
ま行

弘前商業会議所 40.12.27 

弘前商工会 45. 1. 5 前橋商業会議所 31. 1. 22 

広島区商工会 18. 9 前橋製糸所 3. 6 

広島商業会議所 24. 1. 12 松江商業会議所 27. 3.16 
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松本商業会議所 41. 6. 9 有楽会 33. 1. 29 

松山商業会議所 31. 7.26 輸出絹織物組合連合総会 38.12.14 

満鉄東亜経済調査局 41.11 横浜株式取引所 19.12. 9 

満蒙貿易協会 39年 横浜生糸検査所 29. 3.28 

三重紡績所 15. 6.18 横浜銀行集会所 27. 4 

三井銀行 9. 7. 1 横浜蚕糸貿易商組合 25. 9. 1 

(株式会社)42. 11. 1 横浜商業会議所 28. 8.30 

三井合名会社 26. 7. 1 横浜正金銀行 13. 2.28 

(株式会社)42.10.11 横浜商品取引所 30. 4.19 

三井物産会社 9. 7.29 横浜商法会議所 13. 4.13 

三菱合資会社 26. 7. 1 (→横浜商業会議所〉

三菱合資会社・銀行部 28.10.16 横浜製作所 11. 10. 19 

水戸商業会議所 29. 6.19 横浜手形交換所 33. 2. 1 

南満州、l鉄道会社 (勅令)39. 6. 8 横浜取引所(←横浜蚕糸外四品取

40. 4. 1 引所，横浜米穀取引所)43. 3. 1 

明治協会 15.12 横浜貿易協会 38.11 

明六社 6. 8 横浜洋銀取引所 12. 3. 7 

棉花栽培協会 38. 7.15 四日市商業会議所 26. 5.10 

棉作奨励会 27. 2 

綿糖共進会 13. 2.15 6 IT 

木曜会 31. 3.10 理財協会 22. 3.13 

紋別製糖所 13. 2 臨時製鉄事業調査委員会 26. 4.22 

や行
連合生糸荷預所 14. 6.11 

労働組合期成会〈←職工義友会〕

安田銀行 13. 1. 1 30. 7. 5 

(株式会社)44. 8.22 労働組合研究会 31.12 

八幡製鍛所 29. 3.30 
わ行

34. 11. 12 

山形商業会議所 30. 1. 22 和歌山商業会議所 31. 7. 11 

有限責任信用販売組合連合会 43年
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済新報社昭和33)p. 780~786 
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24.立命館大学図書館

25.同志社女子大学図書館

26.天理大学附属天理図書館
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29.関西大学経商資料室

30.神戸大学人文・社会科学系図書館

31.甲南大学図書館

32.和歌山大学附属図書館

33.呑川大学附属図書館

34. 島根大学附属図書館

35.山口大学附属図書館
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37.国立公文書館内閣文庫

38.市立函館図書館

39.青森県立図書館
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41.秋田県立秋田図書館

42.宮城県図書館
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44.山梨県立図書館

45.千葉県立図書館

46.横浜市図書館

47.県立長野図書館

48.市立松本図書館

49.宮山県立図書館

50.石川県立図書館

51.静岡県立中央図書館

52.岐阜県立図書館

53.奈良県立奈良図書館

54.和歌山県立図書館

55.岡山県総合文化センター

56.県立鳥取図書館

57.島狼県立図書館

58.山口県立山口図書館

59.香川県立図書館

60.愛媛県立図書館

61.高知県立図書館

62.熊本県立図書館

63.東京商工会議所商工図書館

64.大阪商工会議所情報サーピス部
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65.大塚文庫

66.蔵前工業会

あとがき

明治期の経済雑誌の調査にとりくんでから約4年が過ぎました。これ以前にも細谷

新治先生の社会科学ドクメンテーション研究会で，経済学雑誌の年表を発表したこと

があり，発端は10年ほど前にさかのぼります。

書誌目録にも色々な形式がありますが，時代の傾向を把握できるよう，年表の形を

とることにしました。刊行年月日は実際と異なる場合もありますので，あくまでも目

安にすぎませんが，わかるものは一応日付までとりました。

雑誌は散逸しやすく，廃棄されがちで，目録では学術雑誌の対象外としてはずされ

るものもあります。所蔵されていても全巻全冊揃っていることは稀であり，製本のた

め表紙や奥付がとれていたり， “のど"が見えなくなっているケースも多々あって，
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調査は思うにまかせませんでした。

さいわい，大塚文庫の蔵書目録が再刊されたのを機会に閲覧させていただき，現物

による創刊号の調査がはかどりました。関西大学においては杉原四郎先生の寄贈雑誌

に，さらに杉原先生を遜して慶大西川教授のもとに預けられている添回寿ーの寄稿論

文の存在を知り，西川教授の御好意によって，添田氏の多岐にわたる寄稿雑誌に接し

得ました。

もとより明治新聞雑誌文庫にはひとかたならずお世話になりました。一橋大にも明

治文庫(約5千冊， 内新聞雑誌153件〉がありますが， 近年土屋喬雄氏や簿記学の西

川l孝次郎氏の蔵書が加わったことも作業を前進させました。各府県の「勧業月報」は，

現物には部分的にしか目を通せませんでしたが，学内の日本経済統計文献センター

〈現在同情報セγター〉による調査にたすけられました。

本稿はまた直接書庫に入って調査することを許可して下さった国立国会図書館，早

大，慶大，東大，日大〈経済学部〉図書館などのほか，再三にわたる間合わせに協力

して下さいました関大経商資料室などの大学図書館，専門図書館，各都道府県の公共

図書館のレファレンス・サーピスに大きく依っております。

杉原四郎先生に御教示をお願いしましたのは1987年の早春でしたが，以来先生は御

手元の資料をはじめ，古書庖目録の切抜き，地方の図書館の展示目録など貴重な情報

をつぎつぎとお寄せ下さいました。先生は5月に御病気で倒れられましたが，御入院

中も資料の送付や御教示は続き，身にあまる御親切には何と御礼を申し上げてよいか

わかりません。また名古屋の林良氏からも資料と御教示をいただきました。このほか

名前は特に記しませんでしたが，多くの方々のお世話になりました。

今回，所在や刊行状況が把握できなかったために掲載を見送った経済雑誌もかなり

の数にのぼり，未発掘の雑誌は測りしれません。本稿で取りあげたものは，まだほん

の一端にすぎませんが，それでも日本の雑誌の揺皇室期に，なんと多数の有名無名の執

筆者や編輯者また読者が，経済に関心を寄せ，誌面に論を展開してきたことか，つぎ

つぎとあらわれる雑誌に明治のエネルギーを見る思いがしました。こうした経済雑誌

の消息を十分に伝えるには，調査不足や表現の未熟さを痛感しております。新しい情

報や，誤り，見落しなどをも含め，皆様の御教示を切にお願L、L、たします。
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